


― 

わ
た
し
た
ち
が
か
え
る 

―

若
者
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
実
践
事
例
集
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第
１
章　

全
国
ま
ち
づ
く
り
若
者
サ
ミ
ッ
ト
の
経
過

　

若
者
サ
ミ
ッ
ト
の
こ
れ
ま
で
と
実
践
事
例
集
の
ね
ら
い

　

全
国
ま
ち
づ
く
り
若
者
サ
ミ
ッ
ト
発
表
団
体
一
覧

第
２
章　

私
が
地
域
に
挑
む
理
由

　

人
と
人
の
つ
な
が
り
を
つ
く
り
だ
し
た
い 

　

場
所
か
ら
始
ま
る
人
づ
く
り 

　

ま
ち
づ
く
り
は
あ
そ
び
か
ら

　

県
外
の
若
者
に
地
元
と
の
接
点
を
つ
く
り
た
い 

　

自
分
の
目
で
見
て
学
ん
で
知
る
こ
と
が
で
き
る

　

同
世
代
の
頑
張
り
を
力
に
地
域
に
飛
び
出
す

　
「
好
き
」
の
想
い
と
「
や
っ
て
み
た
い
」
を
大
切
に
…
…

　

…
き
こ
え
ま
す
か
…
若
者
団
体
の
…
み
な
さ
ん
…

　

…
10
年
後
の
世
界
か
ら
…
呼
び
か
け
て
ま
す

　

自
分
た
ち
の
ま
ち
を
考
え
行
動
す
る

　

生
き
た
い
よ
う
に
生
き
る
集
団
、
創
造
集
団
4
4
0
H
z 

　

地
域
に
ふ
れ
て
愛
着
が
湧
い
た

　

活
動
の
成
果
、
地
域
で
実
感 

　

本
気
で
思
う
「
ま
ち
は
変
え
ら
れ
る
」 

　

こ
の
町
で
楽
し
く
生
き
た
い
か
ら

　

知
れ
ば
、
好
き
に
な
る

　

若
者
と
若
者
を
繋
げ
、
若
者
と
地
域
を
繋
げ
る

　

地
域
の
未
来
を
守
り
た
い 

　

ま
ち
づ
く
り
と
は
「
人
」
で
あ
る

　

地
域
か
ら
日
本
を
変
え
て
い
き
た
い

　

今
こ
そ
青
年
団
・
社
会
教
育
。
ト
モ
ニ
、
コ
レ
カ
ラ
ヲ 

　

い
か
に
「
自
分
事
」
に
し
て
い
く
か 

第
３
章　

調
査
研
究
報
告

　

現
代
の
青
年
団
活
動
が
生
み
出
す
価
値
と
課
題
― 

宮
城
県
内
の
青
年
団
の
事
例
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

 　
　

奥 

ち
ひ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
特
定
非
営
利
活
動
法
人
秋
田
県
南
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
職
員
）

　

青
年
た
ち
の
地
域
活
動
の
現
在 

― 「
若
者
会
議
」
に
着
目
し
て 　
　
辻  

智
子
（
北
海
道
大
学
准
教
授
）

　

若
者
た
ち
の
地
域
活
動
と
拠
点
づ
く
り
／
場
づ
く
り　
　
　
　

   　
　

井
口  

啓
太
郎
（
国
立
市
公
民
館
社
会
教
育
主
事
）

編
集
後
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

一
般
財
団
法
人
日
本
青
年
館

草
野 

竹
史
（
N
P
O
法
人
E
Z
O
R
O
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K
）

三
田 

希
美
子
（
一
般
社
団
法
人
N
E
L
D
）

坂
内 

未
央
（
つ
ば
め
若
者
会
議
）

長
田 

拓
真
（
学
生
団
体
ト
ッ
プ
フ
ァ
ン
）

福
井 

莉
緒
（
ね
つ
せ
た
！
）

楢
島 

杏
奈
（
は
ち
お
う
じ
若
者
会
議
）

片
桐 

陽
己
（
高
森
町
わ
か
も
の
☆
特
命
係
）

中
嶋 

結
也
（
秋
田
県
若
者
会
議
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

丸
山 

征
哉
（
新
城
市
若
者
議
会
）

長
井 

岳
（
創
造
集
団
4
4
0
H
z
）

福
田 
歩
未
（
ち
く
せ
い
若
者
ま
ち
づ
く
り
会
議
）

佐
藤 
塁
（
遊
佐
町
少
年
議
会
）

齋
藤 

愛
彩
（
遊
佐
町
少
年
議
会
）

橋
本 

翔
太
（
川
根
町
青
年
団
）

新
妻 

幹
生
（
ひ
た
ち
若
者
か
が
や
き
会
議
）

中
野 

絢
斗
（
か
わ
さ
き
若
者
会
議
）

宇
佐
原 

嘉
晃
（
未
来
守
）

鈴
木 

悠
里
（
学
生
団
体
Y
U
Z
U
）

城
田 

空
（
C
R
E
N
E
C
T
I
O
N
）

森
岡 

千
晴
（
高
知
県
青
年
団
協
議
会
）

髙
野 

義
裕
（
多
摩
市
若
者
会
議
）

も
く
じ
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第 1 章  全国まちづくり若者サミットの経過

5

若
者
サ
ミ
ッ
ト
の
こ
れ
ま
で
と
実
践
事
例
集
の
ね
ら
い

１
．地
方
創
生
と
社
会
参
加
を
背
景
に

　

日
本
青
年
館
が
「
全
国
ま
ち
づ
く
り
若
者
サ

ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
て
、
２
０
２
３
年
で
４
回

目
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
日
本
青
年
館
は
青

年
団
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
青
年
活
動
や
青
少

年
教
育
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、

２
０
１
９
年
以
降
は
主
に
以
下
の
二
つ
の
流
れ

に
注
目
し
て
き
ま
し
た
。

　

ひ
と
つ
は
、
２
０
１
４
年
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
以
降
の
地
方
創
生
に

関
す
る
動
き
で
す
。
人
口
減
少
を
は
じ
め
と
す

る
様
々
な
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
、
行
政
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
学
校
や
研
究
機
関
、
様
々
な

団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
民
間
企
業
な
ど
も
含
め
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
２
０
１
６
年
よ
り
実
施
さ
れ

て
い
る
「
18
歳
選
挙
権
」
で
す
。
選
挙
へ
の
投

票
に
留
ま
ら
ず
、
学
校
で
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や

　
「
若
者
サ
ミ
ッ
ト
」
の
企
画
に
あ
た
っ
て
、
二

つ
の
こ
と
を
主
眼
に
据
え
ま
し
た
。
ひ
と
つ
は
実

践
に
学
び
あ
う
こ
と
、
も
う
ひ
と
つ
は
語
り
合
い

か
ら
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
す
。
初
開
催
し
た

２
０
２
０
年
か
ら
の
４
年
間
で
6
2
の
団
体
が

実
践
事
例
を
発
表
し
、
延
べ
３
９
０
名
の
方
々
が

参
加
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
よ
る
行
動
制
限
が
あ
る
中
で
も
学
び
の
場

は
継
続
し
、
こ
の
場
で
の
出
会
い
と
学
び
が
新
た

な
活
動
の
ヒ
ン
ト
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

団
体
や
地
域
を
越
え
た
つ
な
が
り
を
継
続
し
て
い

こ
う
と
す
る
動
き
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

３
．
成
果
の
普
及
と
課
題
へ
の
考
察

　
「
若
者
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
な
が
ら
、
次
な

る
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ひ
と
つ

は
、
若
者
に
よ
る
地
域
活
動
の
成
果
を
記
録
し
、

社
会
に
普
及
さ
せ
て
い
く
こ
と
。
も
う
ひ
と
つ

は
、
実
践
事
例
を
よ
り
深
く
考
察
し
て
い
く
こ
と

で
す
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
た
の
が
、
こ
の
実
践
事

例
集
の
発
刊
で
し
た
。

　

前
者
に
つ
い
て
は
、
若
者
た
ち
が
、
何
を
思

い
、
何
を
目
指
し
て
い
る
の
か
を
、
自
身
の

言
葉
で
綴
る
こ
と
こ
そ
が
、
読
み
手
の
心
を

動
か
す
に
違
い
な
い
。
そ
ん
な
思
い
で
こ
れ

ま
で
ご
登
壇
い
た
だ
い
た
方
々
に
寄
稿
を
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
、
20
名
も
の
方
々
に
執
筆

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

後
者
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
問
題

関
心
か
ら
出
発
し
て
い
ま
す
。

①
「
若
者
会
議
」
に
つ
い
て

②
青
年
団
活
動
を
通
じ
た
学
び
へ
の
再
評
価

③
若
者
団
体
に
と
っ
て
の
活
動
拠
点
の
意
味

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
、
当
財
団
の
研

究
機
関
で
あ
る
青
年
問
題
研
究
所
の
研
究
員

の
方
々
に
調
査
を
委
託
し
、
現
時
点
で
の
記

録
や
評
価
を
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

財
団
の
歴
史
は
若
者
の
地
域
活
動
を
応
援

し
て
き
た
あ
ゆ
み
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
小

冊
子
が
、
若
者
の
地
域
活
動
活
性
化
に
役
立

て
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。　

地
方
行
政
に
お
い
て
も
、
ま
ち
づ
く
り
や
政

策
づ
く
り
に
若
者
自
身
が
参
画
す
る
流
れ
が

顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。

２
．若
者
団
体
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
め

ざ
し
て

　

各
地
で
の
若
者
た
ち
に
よ
る
活
動
が
活
性

化
す
る
と
同
時
に
、
地
域
や
団
体
の
枠
を
越

え
た
学
び
や
交
流
の
機
会
が
な
い
と
い
う
声

に
接
し
て
き
ま
し
た
。
日
本
青
年
館
は
こ
の

よ
う
な
声
を
受
け
、
活
動
に
取
り
組
む
若
者

が
出
会
い
、
学
び
、
交
流
す
る
場
を
つ
く
る

と
と
も
に
、
そ
う
し
た
情
報
を
集
め
発
信
す

る
、
い
わ
ば
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の

役
割
を
果
た
せ
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
そ

こ
で
企
画
し
た
の
が
「
全
国
ま
ち
づ
く
り
若

者
サ
ミ
ッ
ト
」（
以
下
、「
若
者
サ
ミ
ッ
ト
」）

で
す
。

一
般
財
団
法
人
日
本
青
年
館
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トークセッション 2
　２ーＡ

　発表団体

　 ・ 飯山市若者会議（長野県）

　 ・ 栃木県青年会館

　 ・ ユースネット袋井（静岡県袋井市）

　 ・ 江戸川区議会議員プラニク ・ ヨゲンドラ氏

　 ◦ 司会 ― 辻 智子（北海道大学准教授）

　２ーＢ（ブルー）

　発表団体

　 ・ 伊賀市若者会議（三重県）

　 ・ 沖縄県青年団協議会

　 ・ ＮＥＬＤ（神奈川県横須賀市）

　 ◦ 司会 ― 岡下 進一（元日本青年団協議会会長）

トークセッション ２
［ みんなちがって、 みんないい ］
　発表団体

　 ・ 秋田県若者会議ネットワーク

　 ・ （特活） 秋田県南 NPO センター

　 ・ 魚沼若者会議（新潟県）

　 ・ 富士山わかもの会議 ver2020 （静岡県）

　 ◦ 進行 ― 辻 智子（北海道大学准教授）

全国まちづくり若者サミット発表団体一覧
全国まちづくり若者サミット ２０２０

全国まちづくり若者サミット ２０２１

２月１日（土）

日時 ： 2020 年 2 月 1 日〜 2 日　会場 ： 日本青年館

日時 ： 2021 年 1 月 30 日〜 31 日　会場 ： オンライン

１月３０日（土）

２月２日（日）

１月３１日（日）

トークセッション １
　１ーＡ

　発表団体

　 ・ かわじま☆未来塾（埼玉県川島町）

　 ・ 大正大学地域創生学部

　 ・ 青年クラブみなべ（和歌山県みなべ町）

　 ◦ 司会 ― 辻 智子（北海道大学准教授）

　１ーＢ

　発表団体

　 ・ 群馬県青少年会館（群馬県前橋市）

　 ・ つばめ若者会議（新潟県燕市）

　 ・ 盛岡ＹＭＣＡ（岩手県盛岡市）

　 ・ STANDARD KOGA （福岡県古賀市）

　 ◦ 司会 ― 島田 茂（元日本ＹＭＣＡ同盟総主事）

トークセッション １ 
［ 「困りごと」 から始めよう ］
　発表団体
　 ・ # おうち先生

　 ・ 埼玉県立皆野高校（埼玉県）

　 ・ 綾川町青年会（香川県）

　 ・ 勝山左義長ばやし保存会（福井県）

　 ◦ 進行 ― 島田 茂（元日本ＹＭＣＡ同盟総主事）

トークセッション ３
　３ーＡ

　発表団体

　 ・ NPO 法人 ezorock （北海道）

　 ・ 前橋の地域若者会議（群馬県）

　 ・ 創造集団 440Hz

　 ・ 長崎県立五島高校

　◦ 司会 ― 井口 啓太郎

　   　　　  （国立市公民館社会教育主事）

　３ーＢ

　発表団体

　 ・ Ogouchi Banban Company
   　（東京都奥多摩町）

　 ・ 東京工業大学真野研究室

　 ・ 多摩市若者会議（東京都）

　 ◦ 司会 ― 岡下 進一
   　　　  　（元日本青年団協議会会長）

トークセッション ３
［ 宝は足元にある ］
　 ・ 学生団体トップファン（山梨県）

　 ・ 大正大学地域創生学部

　 ・ 珠洲市青年団協議会（石川県）

　 ・ はじまり商店街

　 ◦ 進行 ― 岡下 進一
　   （元日本青年団協議会会長）

トークセッション ４
［ 若者をまちづくりの主役に ］
　発表団体

　 ・ 情熱せたがや、 始めました。

　　（東京都世田谷区）

　 ・ 高森町わかもの☆特命係（長野県）

　 ・ 新城市若者議会（愛知県）

　 ・ 鯖江市役所ＪＫ課（福井県）

　 ◦ 進行 ― 井口 啓太郎

　   　　　  （国立市公民館社会教育主事）
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トークセッション 2
［ つなぎ、 生み出す ］
　発表団体

　 ・ CRENECTION

　 ・ アクションポート横浜（神奈川県）

　 ・ 高知県青年団協議会

　 ◦ 進行 ― 岡下 進一
　　　　　 （元日本青年団協議会会長）

全国まちづくり若者サミット ２０２２全国まちづくり若者サミット ２０２３

１月２９日（土）２月１１日（土） １月３０日（日）２月１２日（日）

トークセッション １
［ はじめの一歩  みんなの一歩 ］
　発表団体
　 ・ 学生団体 YUZU

　 ・ 大正大学地域創生学部

　 ・ 鯖江市連合青年団（福井県）

　 ◦ 進行 ― 井口 啓太郎

　   　　　  （国立市公民館社会教育主事）

オープニングセッション
◦ 進行 ― 奥  ちひろ
　　　　（秋田県南ＮＰＯセンター職員）

トークセッション 4
［ まちの魅力を再発見 ］
　発表団体

　 ・ ちくせい若者まちづくり会議（茨城県筑西市）

　 ・ かわさき若者会議（神奈川県川崎市）

　 ・ ながさき若者会議（長崎県）

　 ◦ 司会 ― 辻 智子（北海道大学准教授）

トークセッション ５
［ 高校生が奮闘中～ SDGs と地方創生～ ］
　発表団体

　 ・ Teenalight

　 ・ 加茂農林高校（岐阜県美濃加茂市）

　 ・ 遊佐町少年議会（山形県）

　 ◦ 司会 ― 島田 茂（元日本ＹＭＣＡ同盟総主事）

講演
［ お手伝い ( 仕事 ) ×旅で、
　　  　　  地域のファンづくりを ］
・ 講師 ― 永岡 里菜さん
　　　　（㈱おてつたび 代表取締役ＣＥＯ）

トークセッション ３
　［ 課題解決ワークショップ ］
　 ◦ 進行 ― 若者サミット２０２２実行委員会

シンポジウム
［ ユースワークってなに？ ］
　発表団体

　 ・ 尼崎市立ユース交流センター （兵庫県）

　 ・ （公財）京都市ユースサービス協会
　　　　　　　　　　　　  （京都府）

　 ・ 川根町青年団（静岡県島田市）

　 ◦ コーディネーター ― 辻 幸志
　　　　　　（ＮＰＯ法人こうべユースネット）

トークセッション １
［ 若者が育つ地域とは ］
　発表団体

　 ・ ひたち若者かがやき会議（茨城県日立市）

　 ・ 富田林市若者会議（大阪府）

　 ・ 小川町若者未来会議（埼玉県）

　 ・ 日野町連合青年会 ・ ひの若者会議（仮）
　　　　　　　　　　　　　　   （滋賀県）
　コメント 

　 ◦  奥  ちひろ（秋田県南ＮＰＯセンター職員）

　 ◦  辻 智子（北海道大学准教授）

トークセッション ３
［ 集まる場所のつくり方 ］
　発表団体

　 ・ 多摩市若者会議「未知カフェ」 （東京都）

　 ・ 一般社団法人ＮＥＬＤ「夢畑」
　　（神奈川県横須賀市）

　 ・ 国立市青年室事業「コーヒーハウス」
　　（東京都）

　コメント 

　 ◦ 井口 啓太郎

　    （国立市公民館社会教育主事）

　 ◦  岡下 進一（元日本青年団協議会会長）

トークセッション ２
［ 若者が描くまちの未来 ］
　発表団体

　 ・ とよかわっしょい（島根県益田市）

　 ・ 未来守（東京都昭島市）

　 ・ Rural labo

　コメント 

　 ◦ 前田 昇（ＮＰＯ本の学校副理事長）

　 ◦ 島田 茂（元日本ＹＭＣＡ同盟総主事）

日時 ： 2022 年 1 月 29 日〜 30 日　会場 ： オンライン日時 ： 2023 年 2 月 11 日〜 12 日　会場 ： 日本青年館／オンライン
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互
い
に
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
、
解
決
に
向
け
た
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
重
ね
、
様
々
な
活
動
を
作
り
出
し
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は

な
い
。
社
会
で
起
き
て
い
る
課
題
に
対
し
て
、
多
少
な
り
と
も
イ

ン
パ
ク
ト
を
生
み
出
し
つ
つ
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
参
加
し
た
若
者

自
身
が
、
結
果
的
に
人
生
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
。
そ
の
た

め
か
、
活
動
に
参
加
し

て
い
た
若
者
か
ら
は
、

誰
か
に
何
か
を
教
え
て

も
ら
っ
た
と
い
う
感
謝

の
言
葉
よ
り
も
、
活
動

に
参
加
し
て
い
る
う
ち

に
自
分
自
身
が
変
化
し

て
い
た
と
い
う
表
現
が

多
く
聞
か
れ
る
こ
と
は
、

活
動
を
自
分
事
と
捉
え

て
い
る
結
果
だ
と
考
え

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

社
会
で
起
き
て
い
る
出

来
事
を
、
自
分
事
と
し

て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
な

機
会
と
い
う
も
の
は
、

勝
手
に
生
ま
れ
る
わ
け

Youtube FacebookLINETwitter

NPO 法人 EZOROCK 公式 WEB

草野  竹史
Takeshi Kusano

01

1979 年札幌 生まれ。酪農
学園大卒。在学中よりイベ
ントの環境対策に携わり、
2006 年 ezorock 代表理事
に就任。若者が環境課題や
道内の地域づくりに関わる
プロジェクトを多数創出。

人
と
人
の
つ
な
が
り
を

つ
く
り
だ
し
た
い

「
エ
ゾ
ロ
ッ
ク
は
失
敗
し
て
も
い
い
け
ど
、
失
敗
し
た
く
な
い
っ

て
意
地
を
張
る
場
所
」

「
こ
れ
ま
で
の
人
生
で
考
え
も
し
な
か
っ
た
価
値
観
と
出
会
っ
て
、

プ
ラ
ス
か
ら
マ
イ
ナ
ス
ま
で
い
ろ
ん
な
感
情
を
味
わ
っ
て
、
自
分

を
見
つ
め
直
し
た
場
所
」

「
自
分
の
意
見
を
い
う
こ
と
は
お
か
し
く
な
い
ん
だ
っ
て
気
づ

い
た
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
キ
ラ
キ
ラ
し
た
印
象
だ
っ
た
け
ど
、
普
通

に
悩
み
な
が
ら
や
っ
て
る
ん
だ
と
思
っ
た
」

「
好
き
に
な
っ
た
か
ら
関
わ
る
の
で
は
な
く
、
関
わ
る
う
ち
に
好

き
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
場
や
、
地
域
に
好
き
な
人
が
で
き
、

自
ら
の
役
割
を
見
出
し
た
瞬
間
が
大
切
」

「
お
前
が
楽
し
ん
で
て
、
そ
れ
が
何
な
の
？
」

　

こ
れ
ら
の
言
葉
は
、
団
体
設
立
か
ら
20
年
の
間
に
活
動
に
参

加
し
て
き
た
若
者
た
ち
の
“
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
言

葉
”
を
集
め
た
も
の
の
一
部
で
あ
る
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
中
や
、
緊

張
感
の
あ
る
現
場
で
で
て
き
た
一
言
、
意
見
の
対
立
の
中
で
相
手

か
ら
ズ
バ
ッ
と
言
わ
れ
た
一
言
な
ど
、
多
様
な
言
葉
が
集
ま
っ
た
。

20
年
前
と
今
を
比
較
し
て
も
、
規
模
感
や
内
容
の
違
い
は
あ
る
が
、

漠
然
と
し
た
課
題
感
や
違
和
感
が
吸
引
力
と
な
り
人
が
集
ま
り
、

で
は
な
く
、
そ
う
い
う
こ
と
が
起
き
や
す
い
“
場
づ
く
り
”
が
必

要
と
な
る
。
場
づ
く
り
に
は
、
物
理
的
な
空
間
に
加
え
て
、
い
わ

ゆ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
言
わ
れ
る
よ

う
な
場
を
促
進
し
て
い
く
よ
う
な
存
在
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
影
の
存
在
は
、
単
純
に

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
長
年
試
行
錯
誤

を
続
け
て
い
る
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
「
エ
ゾ
ロ
ッ
ク
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
現

代
の
公
民
館
の
よ
う
な
存
在
で
す
ね
」
と
言
わ
れ
“
コ
・
ウ
・
ミ
・

ン
・
カ
・
ン
？
”
と
、
そ
の
意
味
合
い
が
わ
か
ら
ず
、
漠
然
と
し
た

理
解
で
い
た
と
こ
ろ
、
ナ
ト
コ
映
画
～
公
民
館
～
と
出
会
っ
た
。

約
70
年
前
の
映
像
の
中
に
は
、
公
民
館
の
館
長
が
、
地
域
の
中
を

歩
き
な
が
ら
多
様
な
人
た
ち
に
声
を
か
け
、
地
域
住
民
が
主
体
と

な
り
な
が
ら
、
課
題
に
気
が
つ
き
、
自
分
た
ち
の
力
で
改
善
に
向

か
っ
て
い
く
姿
が
映
っ
て
お
り
、
背
景
こ
そ
異
な
る
が
、
私
た
ち

が
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
こ
と
と
重
な
る
部
分
が
多
々
あ
り
、
大

き
な
衝
撃
を
受
け
た
。
人
と
人
の
関
係
性
に
、
距
離
が
生
ま
れ
て

し
ま
っ
た
現
代
こ
そ
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
作
り
出
す
役
割
は

よ
り
一
層
重
要
性
を
増
し
て
い
く
だ
ろ
う
。
水
や
空
気
と
同
じ
よ

う
に
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
誰
も
が
手
に
入
れ
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
を
今
後
も
推
進
し
て
い
き
た
い
。

N
P
O
法
人
E
Z
O
R
O
C
K
（北
海
道
）

https://www.ezorock.org/

第 2 章  私が地域に挑む理由
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一
般
社
団
法
人
N
E
L
D

　

私
た
ち
は「
街
の
万
屋
」。
ま
ち
づ
く
り
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
様
々

な
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
現
在
の
活
動
は
大
き
く
3
つ
に
分

か
れ
て
い
る
。
1
つ
目
は
空
き
家
及
び
空
き
店
舗
の
活
性
事
業

だ
。
弊
社
が
学
生
団
体
の
時
代
か
ら
第
一
の
柱
と
し
て
行
い
、
人

口
転
出
問
題
に
伴
う
空
き
家
増
加
を
食
い
止
め
る
べ
く
、
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
や
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
運
営
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
度

は
商
店
街
の
空
き
店
舗
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
介
入
し
、
活
動
の

幅
を
広
げ
た
。

　

2
つ
目
は
G
E
M
s 

p
r
o
j
e
c
t（
ジ
ェ
ム
ズ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）
を
は
じ
め
と
す
る
エ
ン
タ
メ
事
業
だ
。「
横
須
賀
で
ミ
ス

コ
ン
を
や
っ
て
み
た
い
！
」
と
い
う
一
言
か
ら
2
0
2
1
年
に

ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
企
画
は
大
き
く
成
長
し
て
い
る
。
当
初
、
横

須
賀
で
新
た
な
ス
タ
ー
を
発
掘
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
、
俳
優
と
い
っ
た
幅
広
い
表
現
者
の

夢
を
応
援
し
、
伴
走
す
る
形
で
発
足
し
た
。
グ
ラ
ン
プ
リ
が
「
イ

メ
ー
ジ
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て
横
須
賀
を
盛
り
上
げ
る
発
信
を
行
い

一
年
間
活
動
を
し
て
い
く
。こ
れ
ま
で
、商
店
街
の
P
R
ム
ー
ビ
ー

/
シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
出
演
、
地
元
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
、
ラ
ジ
オ
出
演
な
ど
横
須
賀
を
発
信
す
る
幅
広
い
実
績
を
重
ね

て
き
た
。
2
0
2
3
年
4
月
に
は
3
年
目
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

こ
れ
ま
で
イ
メ
ー
ジ
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た
O
G
O
B
含
め
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
へ
貢
献
し
て
い
き
た
い
。

　

3
つ
目
は
ス
キ
リ
ン
グ
制
度
、
弊
社
独
自
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

事
業
だ
。
好
き
な
こ
と
を
や
り
続
け
る
た
め
の
ス
キ
ル
を
身
に
つ

け
る
制
度
で
あ
る
。
実
際
に
高
校
生
と
一
緒
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
イ
ベ
ン
ト
を
作
っ
て
い
く
こ
と
で
、
一
つ
の
企
画
を
や
り
き
る

力
を
身
に
つ
け
る
。“
成
功
か
・
失
敗
か
”
と
い
う
結
果
は
問
題

で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
み
、
ど
ん
な
学
び
が
あ
っ
た
の

か
を
大
切
に
し
て
い
る
。
こ

の
事
業
か
ら
「
や
っ
て
み
た

い
」
想
い
を
持
っ
て
い
る
人
た

ち
の
き
っ
か
け
を
つ
く
り
続

け
た
い
。

　

こ
う
し
た
事
業
を
行
っ
て

い
く
中
で
、
課
題
と
な
る
部

分
も
あ
る
。
私
た
ち
が
行
っ
て

い
る
事
業
は
非
常
に
“
非
合

理
的
”
と
い
う
こ
と
だ
。
あ

る
意
味
誇
れ
る
部
分
で
も
あ

る
が
、
合
理
的
か
つ
資
本
主

義
的
社
会
の
中
で
捨
て
ら
れ

て
し
ま
う
ア
イ
デ
ィ
ア
は
た

く
さ
ん
あ
る
。
そ
れ
を
私
た
ち
は
拾
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
会

社
と
し
て
そ
ん
な
こ
と
ま
で
拾
っ
て
い
た
ら
や
っ
て
い
け
な
い
、

と
後
ろ
指
を
指
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
う
し
た
姿
勢
の
中
で

こ
そ
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
は
生
ま
れ
る
と
信
じ
て
い
る
。

　

今
後
近
い
将
来
に
向
け
、
私
た
ち
N
E
L
D
が
目
指
し
た
い

形
が
あ
る
『
ま
ち
な
か
エ
ン
タ
メ
複
合
施
設
』
だ
。
空
き
家
活
性

化
事
業
の
更
な
る
波
及
は『
夢
畑
。（
タ
カ
ラ
バ
コ
。）』同
様
、様
々

な
挑
戦
者
を
受
け
入
れ
伴
走
で
き
る
複
合
施
設
を
創
っ
て
い
く
こ

と
を
進
め
た
い
。
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
で
あ
り
、
学
生
に
と
っ

て
は
挑
戦
と
実
践
の
場
、
お
年
寄
り
も
集
い
楽
し
め
る
エ
ン
タ
メ

施
設
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
。
観
光
産
業
は
あ
く
ま
で
、
一
つ
の

コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
り
、
も
は
や
新
た
に
観
光
名
所
に
な
り
う
る
場

所
を
創
造
す
る
べ
き
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
人
口
減
少
が
免

れ
な
い
時
代
の
中
で
、
よ
り
一
層
市
民
や
街
で
働
く
人
た
ち
が
、

そ
の
場
所
に
“
プ
ラ
イ
ド
を
持
て
る
”
か
ど
う
か
が
キ
ー
に
な
っ

て
く
る
。
そ
の
街
に
住
み
、
関
わ
っ
て
い
く
人
そ
れ
ぞ
れ
の
誇
り

と
な
る
場
所
が
求
め
ら
れ
る
の
だ
。
こ
う
し
た
場
所
を
創
る
こ
と

で
新
し
い
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
輩
出
す
る
こ
と
に
も
繋
が
り
、
街
に

良
い
還
元
が
で
き
る
。
街
の
魅
力
を
つ
く
っ
て
い
く
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
に
も
繋
が
る
と
信
じ
て
い
る
。
今
こ
そ
「
場
所
か
ら

始
ま
る
人
づ
く
り
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
。

02

一 般 社 団 法 人 NELD 代 表
理事。大学進学直後、学生団
体 NELD を発足。「夢」を
カタチにすることで街に新
たな価値を提供し、働く場所
を創ることで「夢を叶える
街づくり」を目指す。

三田  希美子
Kimiko Mita

場
所
か
ら
始
ま
る
人
づ
く
り

https://neld-official-inc.amebaownd.com/
一般社団法人 NELD 公式 WEB

Twitter Instagram Facebook

（神
奈
川
県
横
須
賀
市
）
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つ
ば
め
若
者
会
議

新潟県燕市出身。高校卒業
後、県外の大学に進学。大
学卒業後は地元に U ターン
し、燕市地域おこし協力隊と
して３年間活動。2021 年燕
市役所入庁。つばめ若者会
議事業を担当。

Mio  Bannai
坂内  未央

つばめ若者会議 公式 WEB

03め
、
法
律
を
守
っ
て
い
れ
ば
ど
ん
な
こ
と
で
も
ま
ず
は
や
っ
て
み

よ
う
と
伝
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
地
元
農
家
と
収
穫
し
た
野
菜
を

使
っ
た
カ
レ
ー
作
り
、

コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
の

店
主
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ

レ
ン
ド
コ
ー
ヒ
ー
の
開

発
な
ど
、
ま
ち
の
人
に

協
力
し
て
い
た
だ
き
、

ま
ち
の
資
源
を
使
っ
て

活
動
を
楽
し
ん
で
い
る
。

高
校
生
は
単
に
あ
そ
ん

で
い
る
の
で
は
な
く
、

自
分
は
今
ど
う
し
て
楽

し
い
の
か
、
何
が
楽
し

か
っ
た
の
か
を
振
り
返

り
、
そ
れ
を
言
葉
に
す

る
こ
と
で
、ま
ち
に
対
す

る
思
い
や
気
づ
き
と
し

て
い
る
。
そ
し
て
こ
の

発
見
が
、
ま
ち
が
楽
し

い
と
い
う
愛
着
心
、
そ

し
て
ま
ち
に
関
わ
り
続

ト
「
燕
（
エ
ン
）
ジ
ョ
イ
活
動
部
」
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

そ
し
て
2
0
2
0
年
、
高
校
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
燕
市
役
所

ま
ち
あ
そ
び
部
」
を
始
動
。
こ
の
活
動
は
「
令
和
４
年
度
ふ
る

さ
と
づ
く
り
大
賞
」
を
受
賞
し
た
取
り
組
み
で
も
あ
る
。
ま
ち
に

あ
る
も
の
や
場
所
を
使
い
、
ま
ち
の
人
と
一
緒
に
あ
そ
ぶ
「
ま
ち

あ
そ
び
」
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
対
象
は
燕
市
在
住
、
ま
た
は
燕

市
内
の
高
校
に
通
っ
て
い
る
高
校
生
。「
ま
ち
は
こ
う
あ
る
べ
き
」

と
決
め
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
高
校
生
の
自
由
な
発
想
か
ら
出
て

く
る
「
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
感
覚
を
大
切
に

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、あ
そ
び
に
は
失
敗
と
い
う
考
え
方
が
な
い
た

　
「
つ
ば
め
若
者
会
議
」
は
、
若
者
た
ち
が
理
想
と
す
る
燕
市
を

実
現
す
る
た
め
に
活
動
し
て
い
く
「
若
者
の
ま
ち
づ
く
り
の
場
」

で
あ
る
。
市
政
に
対
し
て
の
要
望
や
事
業
提
案
を
求
め
る
な
ど
と

い
っ
た
政
策
提
言
型
で
は
な
く
、
若
者
が
自
主
的
か
つ
主
体
的
に

活
動
し
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。
2
0
1
3
年
に
は
、
メ
ン
バ
ー

そ
れ
ぞ
れ
が
取
り
組
み
た
い
テ
ー
マ
ご
と
に
チ
ー
ム
を
つ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね
、
活
動
の
成
果
と
し
て
「
つ
ば
め
の

幸
福
論
2
0
1
3
」
を
策
定
し
た
。
さ
ら
に
2
0
1
6
年
に
は

10
代
か
ら
20
代
の
参
加
を
目
的
に
、
若
者
が
ま
ち
に
触
れ
て
感

じ
た
こ
と
を
楽
し
み
な
が
ら
企
画
し
実
行
し
て
い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク

け
た
い
と
思
う
気
持
ち
に
繋
が
っ
て
い
く
。「
燕
市
役
所
ま
ち
あ

そ
び
部
」
は
、
あ
そ
び
を
通
じ
た
活
動
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

「
人
材
育
成
の
場
」
で
あ
り
、メ
ン
バ
ー
は
学
校
生
活
以
上
に
「
つ

な
が
り
の
輪
」
を
広
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
2
0
2
2
年
12
月
に

開
催
し
た
「
ま
ち
あ
そ
び
学
会
」
で
は
、
教
員
や
自
治
体
職
員
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
人
々
は
ま
ち
あ
そ
び
が
体
験
で
き
る
ブ
ー

ス
で
高
校
生
と
と
も
に
あ
そ
び
、「
な
ん
か
楽
し
い
」
と
い
う
感

覚
を
振
り
返
り
、
大
人
た
ち
も
学
び
を
深
め
た
。
わ
た
し
た
ち
大

人
が
、
自
由
な
発
想
で
「
大
人
の
当
た
り
前
」
か
ら
逸
脱
し
た
、

他
愛
も
な
い
高
校
生
の
ア
イ
デ
ア
を
受
け
入
れ
て
と
も
に
あ
そ
ぶ

こ
と
で
、
未
来
を
担
う
彼
ら
が
ま
ち
を
好
き
に
な
っ
て
く
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
「
つ
ば
め
若
者
会
議
」発
足
か
ら
10
年
が
経
ち
、累
計
2
5
0
人

を
超
え
る
若
者
が
参
加
し
て
お
り
、
実
施
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
1
2
7
事
業
と
な
っ
た
。「
何
か
や
っ
て
み
た
い
」「
同
世
代

の
仲
間
に
出
会
い
た
い
」
と
思
う
若
者
が
ま
ち
で
楽
し
む
は
じ
め

の
一
歩
と
し
て
こ
こ
に
集
い
、
多
種
多
様
な
仲
間
に
出
会
う
こ
と

で
、そ
の
先
や
っ
て
み
た
い
「
何
か
」
に
出
会
え
る
こ
と
を
願
う
。

そ
し
て
数
年
後
、
そ
ん
な
若
者
た
ち
が
ま
ち
で
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
ま
ち
の
新
た
な
ア
イ
デ
ア
と
未
来
が
楽

し
み
だ
。

https://tsubame-wakamono.com/

ま
ち
づ
く
り
は
あ
そ
び
か
ら （新

潟
県
燕
市
）

Twitter Instagram Facebook
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学
生
団
体
ト
ッ
プ
フ
ァ
ン

FacebookInstagramTwitterYoutube https://www.topfanyamanashi.com/

県
外
の
若
者
に
地
元
と
の

接
点
を
つ
く
り
た
い

学生団体トップファン 公式 WEB

　

私
は
大
学
進
学
と
共
に
地
元
で
あ
る
山
梨
を
離
れ
ま
し
た
。
将

来
的
に
は
地
元
の
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
り
た
い
思
い
が
あ
り
、
大

学
生
の
う
ち
か
ら
で
き
る
こ
と
を
と
考
え
小
さ
な
行
動
か
ら
始
め

ま
し
た
。
そ
ん
な
最
中
で
襲
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
帰
省
。
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
大
学
生
活
の
傍
ら
、
地
元
で
学
生

団
体
ト
ッ
プ
フ
ァ
ン
を
立
ち
上
げ
活
動
を
拡
げ
て
い
き
ま
し
た
。 

　

学
生
団
体
ト
ッ
プ
フ
ァ
ン
は
、
2
0
2
0
年
5
月
か
ら
山
梨

県
内
外
の
学
生
で
活
動
す
る
二
拠
点
学
生
団
体
で
す
。 

山
梨
を

構
成
す
る
あ
ら
ゆ
る
主
体
（
行
政
・
企
業
・
非
営
利
団
体
・
任
意

団
体
・
個
人
な
ど
）
の
方
々
と
協
同
し
、
山
梨
の
「
ト
ッ
プ
フ
ァ

ン
」
を
増
や
す
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

ト
ッ
プ
フ
ァ
ン
と
は
、
フ
ァ
ン
の
中
の
上
位
層
、
熱
狂
的
な
フ
ァ

ン
で
あ
る
こ
と
を
指
し
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
は
、
地
域

の
「
フ
ァ
ン
」
さ
ら
に
言
え
ば
関
心
度
の
高
い
「
ト
ッ
プ
フ
ァ
ン
」

を
増
や
す
こ
と
が
活
性
化
に
繋
が
る
と
考
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
そ
の
中
で
も
記
憶
、
成
果
と
し
て
残
る
の
は
甲
府
中
心
の
拠

点
づ
く
り
で
し
た
。
若
者
の
自
己
実
現
の
場
を
つ
く
る
た
め
、
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
1
0
0
万
円
を
超
え
る
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、D
I
Y
に
て
ビ
ル
の
空
き
フ
ロ
ア
を
改
修
し
ま
し
た
。

甲
府
駅
近
く
に
誕
生
し
た
新
拠
点
「
仮
称
４
U
」
は
、
株
式
会
社

グ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
様
の
甲
府
事
務
所
の
開
設
と
共
に
、
学
生
団
体

ト
ッ
プ
フ
ァ
ン
、
山
梨

を
盛
り
上
げ
よ
う
と
活

動
す
る
方
々
と
「
山
梨

を
も
っ
と
楽
し
く
ワ
ク

ワ
ク
、
誰
も
が
豊
か
に

暮
ら
せ
る
社
会
へ
」
の

実
現
を
目
指
し
て
活
用

し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
こ
の
活
動

を
続
け
る
理
由
の
ひ
と

つ
に
、「
地
元
と
接
点
を

つ
く
る
」
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
現
代
の 

社

会
で
は
地
域
と
の
関
わ

り
が
希
薄
に
な
っ
て
お

り
、
地
域
外
（
県
外
）

で
生
活
を
し
て
い
れ
ば

尚
更
接
点
が
な
く
な
っ

て
い
き
ま
す
。
例
え
ば

若
者
世
代
で
考
え
る
と
、

高
校
卒
業
後
は
都
心
の
大
学
へ
進
学
す
る
人
が
多
い
か
と
思
い

ま
す
。
そ
の
後
も
「
ど
う
せ
山
梨
（
地
元
）
に
は
何
も
な
い
か
ら
」

と
そ
の
ま
ま
都
心
で
生
活
す
る
こ
と
を
選
ぶ
人
も
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
県
外
で
生
活
す
る
こ
と
も
素
晴
ら
し
い
選
択
で
す
が
、
こ
の

決
断
を
す
る
際
に
地
元
が
選
択
肢
自
体
に
入
っ
て
い
な
い
の
が
と

て
も
残
念
に
感
じ
ま
す
。
こ
の
原
因
の
ひ
と
つ
は
、
県
外
生
活
の

中
で
地
元
と
の
接
点
が
少
な
い
か
ら
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
接
点
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
地
元
の
情
報
、
人
、
自

然
の
魅
力
を
感
じ
る
機
会
が
多
く
生
ま
れ
る
は
ず
で
す
。10
年
先
、

20
年
先
も
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
、
県
外
に
い
て
も
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
を
ト
ッ
プ
フ
ァ
ン
を
通
じ
て
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
、
山

梨
を
盛
り
上
げ
て
い
く
よ
う
な
活
動
が
で
き
れ
ば
、
成
功
体
験
や

出
会
い
が
生
ま
れ
、ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
様
々
な
場
面
で「
山

梨
」
と
い
う
選
択
肢
が
入
り
続
け
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。 

　

私
自
身
、
ト
ッ
プ
フ
ァ
ン
の
活
動
を
通
し
て
多
く
の
地
元
の
魅

力
を
知
り
、
ご
縁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
就
職
選
択
時
に

は
地
元
就
職
を
決
断
し
、
現
在
は
地
域
の
中
で
自
分
ら
し
く
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
常
に
地
域
と
の
関
わ
り
を
意
識
し
て
、
地

道
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

山梨県出身で高校卒業後は
都内の大学に進学。学生時
代に任意団体を立ち上げ、
地元に縁ある学生とともに
様々な活動に取り組む。大
学卒業後は地元の工務店に
U ターン就職。

04

長田  拓真
Takuma Osada
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ね
つ
せ
た
！

Youtube Twitter Instagram Facebook Note

ねつせた！ 公式 WEB

Rio Fukui
福井  莉緒

　

S
N
S
を
使
っ
て
、
世
田
谷
区
の
魅
力
や
情
報
を
若
者
の
視

点
で
発
信
す
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
発
信
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ

を
作
る
に
あ
た
っ
て
、
世
田
谷
区
に
ま
つ
わ
る
こ
と
を
調
べ
た

り
、
そ
の
場
所
に
行
っ
て
撮
影
を
し
た
り
、
時
に
は
メ
ン
バ
ー
み

ん
な
で
地
域
の
ス
ポ
ッ
ト
を
堪
能
し
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
を
訪
れ
た

り
、
世
田
谷
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
・
活
躍
し
て
い
る
人
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
の
年
に
神
戸
で
生
ま
れ
た
こ
と
と
、
中
・

高
時
代
に
県
外
の
学
校
ま
で
通
学
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
小
学
校
時
代
ま
で
近
隣
の
人
た
ち
に
お
世
話
に

な
っ
た
こ
と
や
、
地
域
の
中
で
育
て
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
思
い

出
し
、
地
域
の
特
徴
や
事
情
、
魅
力
な
ど
を
多
面
的
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
高
校
生
に
な

り
、
他
の
高
校
の
文
化
祭
に
て
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
の
企
画

を
見
に
行
っ
た
こ
と
で
、
と
あ
る
N
P
O
の
こ
と
を
知
り
、
大

学
入
学
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ご
縁
で
「
ね

つ
せ
た
！
」
の
募
集
告
知
と
出
会
い
、
加
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

地
域
に
は
「
外
か
ら
の
イ
メ
ー
ジ
」
と
い
う
も
の
が
何
か
し
ら

あ
っ
た
り
す
る
も
の
で
す
が
、
地
域
に
入
っ
て
い
ろ
ん
な
人
と
交

流
し
た
り
活
動
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
良
さ
・
課
題
・
意

外
性
な
ど
も
含
め
て
自
分
の
目
で
見
て
学
ん
で
知
る
こ
と
が
で
き

て
面
白
い
で
す
。
世
田
谷
区
は
東
京
に
来
て
1
年
目
の
年
に
住

ん
で
い
た
た
め
、
か
つ
て
住
ん
で
い
た
場
所
を
も
う
一
度
振
り
返

る
こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
「
発
信
」
を
中

心
と
す
る
こ
と

で
「
調
べ
る
」
と

い
う
ス
テ
ッ
プ
を

踏
む
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
よ
り
地

域
に
関
す
る
知
識

が
深
ま
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
現

地
に
て
活
動
を
す

る
こ
と
も
も
ち
ろ

ん
大
切
に
し
て
い

ま
す
が
、
特
に
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て

は
在
宅
で
も
継
続

し
て
活
動
に
取
り

組
め
た
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に

活
動
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
情
報
発
信
の
た
め
の
画
像
素
材

を
撮
り
に
行
く
こ
と
や
文
章
を
書
く
な
ど
と
い
う
工
程
な
ど
1

人
で
で
き
る
活
動
も
あ
る
の
で
、
様
々
な
関
わ
り
方
や
得
意
分
野

の
活
か
し
方
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
た
、
S
N
S
で
発

信
し
て
い
る
た
め
、
い
ろ
ん
な
人
に
見
て
い
た
だ
け
る
の
が
嬉
し

い
で
す
。「
ね
つ
せ
た
！
」
で
は
自
治
体
と
し
て
の
取
り
組
み
を

発
信
す
る
こ
と
も
多
い
た
め
、
区
内
に
留
ま
ら
ず
他
の
自
治
体
の

方
に
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
る
の
も
、
や
り
が
い
を
感
じ
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

最
近
で
は
、
他
の
メ
ン
バ
ー
の
長
所
を
見
つ
け
て
、
協
力
し
て

活
動
し
て
い
く
こ
と
が
難
し
く
、
か
つ
大
切
で
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。メ
ン
バ
ー
の
自
主
性
に
よ
っ
て
活
動
を
進
め
て
い
る
の
で
、

忙
し
い
中
で
も
少
し
で
も
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
雰
囲
気
や
、
企
画
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
目
標
で
す
。
ま
た
、

若
者
が
主
体
的
に
動
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
新
メ
ン
バ
ー

向
け
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
、
情
報
発
信
の
方
法
や
注
意
点
だ
け
で
は

な
く
、
団
体
の
活
動
目
的
や
区
役
所
・
事
業
者
と
の
協
力
体
制
に

つ
い
て
も
説
明
す
る
な
ど
、
団
体
と
し
て
の
動
き
方
を
分
か
り

や
す
く
す
る
と
い
う
工
夫
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

2017 年から世田谷区の若
者向け情報発信団体「ねつ
せた！」に加入し、学生の傍
ら活 動 する。1995 年 兵 庫
県神戸市出身。

05自
分
の
目
で
見
て
学
ん
で

知
る
こ
と
が
で
き
る

https://www.netsuseta.com/

（東
京
都
世
田
谷
区
）
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は
ち
お
う
じ
若
者
会
議

Kyona Narashima
楢島  杏奈

Twitter Instagram Facebook

06

はちおうじ若者会議 公式 WEB

　

2
0
2
2
年
7
月
に
は
ち
お
う
じ
若
者
会
議
を
立
ち
上
げ
た
。

き
っ
か
け
は
、
多
摩
市
若
者
会
議
の
一
員
と
し
て
活
動
し
た
こ
と

や
2
0
2
2
年
１
月
に
開
催
さ
れ
た
全
国
ま
ち
づ
く
り
若
者
サ

ミ
ッ
ト
の
実
行
委
員
と
し
て
関
わ
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。
そ
こ
で
同

世
代
の
頑
張
り
を
直
に
拝
見
し
、「
同
世
代
が
こ
ん
な
に
も
地
域

の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
の
だ
」
と
強
く
刺
激
を
受
け
た
。
自
分

も
地
域
に
飛
び
出
し
八
王
子
を
盛
り
上
げ
た
い
、
若
者
が
楽
し
く

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
場
を
作
り
た
い
と
思
っ
た
。

　

サ
ミ
ッ
ト
直
後
に
団
体
立
ち
上
げ
に
向
け
早
速
動
き
出
し
、
周

り
の
力
強
い
サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ
で
「
は
ち
お
う
じ
若
者
会
議
」

を
結
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

結
成
初
日
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で

の
10
数
名
が
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
こ
で
八
王
子
の
若
者
の

ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア
に
触
れ
、
大
変
刺
激
を
受
け
る
と
と
も
に
、

そ
う
し
た
声
を
み
ん
な
で
形
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
。

　

そ
の
後
、
他
県
の
若
者
団
体
の
取
り
組
み
の
視
察
や
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
出
を
目
的
と
し
た
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
企
画
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
人
高
尾
山
交
流
企
画
、
地
域
の
フ
ェ
ス
で
の
ブ
ー
ス
出

展
な
ど
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
活
動
を
行
っ
た
。

　

様
々
な
活
動
を
と
お
し
て
思
う
こ
と
は
、
挑
戦
す
る
こ
と
の
大

切
さ
で
あ
る
。
挑
戦
す
る
こ
と
で
多
く
の
気
づ
き
や
学
び
が
生
ま

れ
る
。

　

例
え
ば
、
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
企
画
は
、
普
段
あ
ま
り
活
用
さ

れ
て
い
な
い
建
物
や
周
辺
の
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
た
。
す
る
と
、

こ
の
企
画
で
地
域
住
民
の
方
が
多
く
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
り
、
た

く
さ
ん
の
会
話
が
う
ま

れ
た
。
中
に
は
準
備
を

お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ

る
方
や
嬉
し
い
お
言
葉

を
か
け
て
く
だ
さ
る
方

も
お
ら
れ
心
温
ま
る
場

と
な
っ
た
。来
年
も
ま
た

や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

要
望
が
多
く
あ
っ
た
の

で
、
次
は
地
域
の
子
ど

も
た
ち
に
も
声
を
か
け

る
な
ど
し
て
よ
り
多
く

の
交
流
が
生
ま
れ
る
場

を
創
出
し
た
い
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
高
尾

山
交
流
企
画
で
は
、
高

尾
山
の
薬
王
院
様
や
恵

泉
女
学
園
大
学
の
学
生
さ
ん
た
ち
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
と
の
充
実
し
た
時
間
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
現

在
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
未
だ
に
厳
し
い
情
勢
が
続
い
て
い
る
が
、
こ

の
企
画
を
き
っ
か
け
に
日
々
の
ニ
ュ
ー
ス
の
見
方
が
変
わ
り
、
世

界
平
和
へ
間
接
的
に
で
も
何
か
で
き
な
い
か
と
改
め
て
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

た
と
え
ど
ん
な
小
さ
な
一
歩
で
も
、
ま
ず
や
っ
て
み
る
こ
と
で

気
づ
く
こ
と
や
学
ぶ
こ
と
が
多
く
あ
る
。
は
ち
お
う
じ
若
者
会
議

は
、
他
の
団
体
よ
り
結
成
し
て
日
が
浅
い
が
、
こ
れ
か
ら
も
失
敗

を
恐
れ
ず
に
や
る
、
そ
う
い
っ
た
図
太
さ
を
も
ち
経
験
を
積
み
な

が
ら
、
若
者
一
人
ひ
と
り
が
主
体
と
な
り
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
た
い

事
に
み
ん
な
で
挑
戦
し
、
一
緒
に
成
長
し
て
い
け
る
場
に
し
て
い

く
。

　

ま
た
、
活
動
が
で
き
る
の
は
多
く
の
協
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
も
地
域
か
ら
の
ご
協
力
が
不
可

欠
で
あ
っ
た
。
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
を
決
し
て

忘
れ
ず
、
ま
ず
は
自
分
た
ち
が
と
こ
と
ん
楽
し
み
な
が
ら
、
団
体

か
ら
八
王
子
へ
さ
ら
に
全
国
、
世
界
へ
と
笑
顔
を
広
め
て
い
き
た

い
。

　

そ
の
た
め
に
、
私
個
人
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
あ
る
が
、

「
地
域
の
た
め
に
、
人
の
た
め
に
」
と
泥
臭
く
も
、
力
強
く
前
進

し
て
い
く
所
存
だ
。

好 奇心旺 盛な八 王子市職
員。個人活動で、はちおうじ
若者会議を結成。公私問わ
ず、“ 役 ” に立つ “人” を目
指し、地域や人のためにと日
夜奮闘中。趣味はトレイルラ
ン。

同
世
代
の
頑
張
り
を
力
に

地
域
に
飛
び
出
す

https://youth.hachioji.fun/
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高
森
町
わ
か
も
の
☆
特
命
係

Haruki Katagiri

InstagramTwitterYoutube

　
「
高
森
町
わ
か
も
の
☆
特
命
係
」（
以
下
、
特
命
係
）
は
、
高
森

町
を
は
じ
め
と
し
た
南
信
州
地
域
の
魅
力
発
信
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
企

画
の
実
施
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
参
加
を
通
し
、
若

者
の
力
で
地
域
を
盛
り
上
げ
る
団
体
で
す
。
メ
ン
バ
ー
が
南
信

州
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
て
活
動
に
取
り
組
む
動
機
は
様
々

で
す
。
た
と
え
ば
、「
何
か
地
域
に
貢
献
し
た
い
か
ら
」「
自
分
の

や
り
た
い
こ
と
を
仲
間
と
と
も
に
や
っ
て
み
た
い
か
ら
」「
い
ろ

ん
な
人
と
関
わ
り
た
い
か
ら
」と
い
っ
た
も
の
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

特
に
「
高
森
町
や
南
信
州
が
好
き
」「
地
元
に
愛
着
が
あ
る
」
と

い
っ
た
想
い
は
強
く
、
私
た
ち
の
活
動
の
原
動
力
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
か
ら
3
年
が
経
過
し
た 

2
0
2
3
年
も
、
そ
の
影
響
は
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

期
間
、
特
命
係
の
活
動
も
自
粛
お
よ
び
縮
小
さ
れ
、
活
動
形
態
の

変
更
も
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
さ
は
さ
り
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
渦

で
も
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
地
域
を
軸
に
積
極
的
な

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
特
命
係
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
つ
つ
、
特
命
係
が
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
き

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
特
命
係
は
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
活
動
は
「
地
域
の
発
信
」「
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
参
加
」

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
企
画
の
実
施
」に
分
け
ら
れ
ま
す
。「
地
域
の
発
信
」

と
い
う
点
で
は
、
町
の
魅
力
を
ま
と
め
た 

C
M
制
作
や
V
R 

動

画
を
活
用
し
た
観

光
名
所
の
発
信
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
県
内
や
首

都
圏
で
行
わ
れ
た

町
の 

P
R
イ
ベ

ン
ト
を
通
し
、
県

内
外
の
方
に
向

け
た
情
報
発
信
を

行
い
ま
し
た
。「
ま

ち
づ
く
り
活
動
へ

の
参
加
」と
し
て
、

町
開
催
の
文
化
祭

や
イ
ベ
ン
ト
で
の

出
店
、
果
樹
園
で

の
果
物
収
穫
体
験

な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
上
記
以
外

に
、
り
ん
ご
農
園

で
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
若
者
同
士
が
親
睦
を
深
め
る
合
宿
イ
ベ

ン
ト
と
い
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
企
画
も
実
施
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た

活
動
を
通
し
て
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
一
員
に
な
る
と
と
も
に
、

魅
力
を
再
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ま
す
。

　

既
述
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
特
命
係
で
す
が
、「
高

森
や
南
信
州
が
好
き
」
と
い
う
想
い
と
と
も
に
、
自
ら
の
「
や
っ

て
み
た
い
！
」
と
い
う
自
発
性
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

少
子
高
齢
化
や
若
者
の
地
域
外
へ
の
流
出
に
よ
る
、
地
域
社
会
の

担
い
手
不
足
な
ど
深
刻
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
確
か
に
、
こ

う
し
た
問
題
が
地
域
社
会
に
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
特

命
係
の
活
動
は
、
直
接
的
に
地
域
社
会
の
課
題
解
決
を
目
的
と
は

し
て
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
課
題
解
決
を
目
的
と
し
て
し
ま
う

と
、「
使
命
感
」
や
「
義
務
感
」
を
背
負
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
が

若
者
に
と
っ
て
は
重
荷
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め

「
地
域
が
好
き
」
と
い
う
想
い
を
大
切
に
し
、「
や
っ
て
み
た
い
！
」

と
い
う
自
発
性
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
想
い
や
自
発
性

を
起
点
と
し
た
活
動
が
、
ま
わ
り
回
っ
て
、
既
述
の
よ
う
な
地
域

の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
「
高
森
、

南
信
州
が
好
き
」
と
い
う
想
い
と
「
や
っ
て
み
た
い
！
」
と
い
う

自
発
性
を
大
切
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

長野県飯田市出身。南信州
をフィールドに各地のまちづ
くり活動へ参加をしている
大学院生。

片桐  陽己

07

https://www.town.nagano-takamori.lg.jp/soshiki/4/2_1/2/6117.html
高森町わかもの☆特命係

「
好
き
」の
想
い
と

「
や
っ
て
み
た
い
」を
大
切
に
…

（長
野
県
）
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秋
田
県
若
者
会
議
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

Facebook

…
…
き
こ
え
ま
す
か
…
若
者
団
体
の
…

み
な
さ
ん
…
10
年
後
の
世
界
か
ら
…

呼
び
か
け
て
ま
す

　

秋
田
県
は
全
国
一
の
高
齢
県
で
す
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
全

国
一
の
少
子
化
県
で
あ
り
、
全
国
一
若
者
が
少
な
い
県
で
も
あ
り

ま
す
。
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合
が
全
国
1
位
、
0
～
14
歳

の
年
少
人
口
割
合
が
47
位
、
15
～
64
歳
の
生
産
年
齢
人
口
割
合
が

47
位
で
す
。
日
本
全
国
で
少
子
化
・
高
齢
化
が
話
題
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
ど
っ
こ
い
秋
田
は
少
子
化
・
高
齢
化
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン

ナ
ー
、
皆
さ
ん
の
地
域
の
10
年
以
上
先
を
独
走
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
若
者
た
ち
の
力
を
引
き
出
す
た
め
、
若
者
が
自
分

の
住
む
地
域
に
つ
い
て
考
え
、
話
し
合
い
、
行
動
す
る
場
を
作

る
「
若
者
会
議
」
が
2
0
0
9
年
に
秋
田
県
の
事
業
と
し
て
始

ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
若
者
会
議
は
の
べ
7
0
0
回
以
上

開
催
さ
れ
、
冬
の
除
雪
を
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
楽
し
む
「
ス
ポ
ー
ツ

Y
U
K
I
Y
O
S
E
（
雪
寄
せ
）
世
界
大
会
」、
地
域
の
若
者
を

歓
迎
す
る
「
勝
手
に
若
者
歓
迎
会
」
な
ど
、ユ
ニ
ー
ク
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

県
の
事
業
が
終
了
し
た
現
在
も
、
各

地
で
若
者
会
議
の
メ
ン
バ
ー
が
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
地
域
に
お
い
て
も
若
者
が
主
体
と
な
っ
た
活
動
を
実

践
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
10
年
以
上
前
か

ら
若
者
会
議
の
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
昔
は
若
者
だ
っ
た
メ
ン

バ
ー
も
、
10
年
経
つ
な
か
で
、
結
婚
、
出
産
、
転
職
な
ど
に
よ
り
、

始
め
た
時
と
同
じ
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
関
わ
り
続
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

そ
う
し
た
中
で
、
私
た
ち
が

関
わ
っ
て
き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
眺
め
て
み
る
と
、
新
し
い
メ
ン

バ
ー
が
入
っ
て
き
て
続
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
あ
れ
ば
、
続
か
な

か
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
続
い
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

は
い
く
つ
か
の
共

通
点
と
い
う
か
、

コ
ツ
が
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
皆
さ

ん
の
10
年
後
の
姿

で
す
。
10
年
後
の

世
界
か
ら
、
10
年
後

も
活
動
を
継
続
さ

せ
た
い
若
者
団
体

に
向
け
て
、
活
動

継
続
の
３
つ
の
コ

ツ
を
紹
介
し
ま
す
。

⑴
恒
例
イ
ベ
ン
ト
を
つ
く
ろ
う

　

年
1
回
で
も
い
い
の
で
、
い
つ
も
行
う
こ
と
に
し
て
い
る
行

事
を
つ
く
り
、
実
施
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
ょ
う
。「
い
つ
か
や

ろ
う
は
バ
カ
ヤ
ロ
ー
」
で
す
。
忙
し
い
の
が
落
ち
着
い
た
ら
や
ろ

う
と
言
っ
て
も
そ
ん
な
日
は
来
ま
せ
ん
。
恒
例
行
事
が
あ
る
こ
と

は
、
団
体
と
し
て
の
継
続
性
に
明
ら
か
に
役
に
立
ち
ま
す
。

⑵
イ
ベ
ン
ト
の
動
画
を
撮
っ
て
発
信
し
よ
う 　

　

新
し
い
メ
ン
バ
ー
を
リ
ク
ル
ー
ト
す
る
時
に
「
ど
ん
な
雰
囲
気

で
す
か
？
何
を
す
る
ん
で
す
か
？
」
と
聞
か
れ
ま
す
。
上
手
じ
ゃ

な
く
て
も
い
い
の
で
活
動
の
様
子
を
動
画
に
撮
っ
て
、
新
し
い
メ

ン
バ
ー
が
安
心
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

⑶
他
の
団
体
と
も
交
流
し
よ
う

　

皆
さ
ん
の
団
体
が
抱
え
て
い
る
悩
み
は
他
の
団
体
で
解
決
済
み

の
悩
み
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
他
団
体
と
交
流
し
、
悩
み

の
相
談
や
「
こ
う
や
っ
た
ら
う
ま
く
い
っ
た
よ
」
と
い
っ
た
情
報

交
換
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

 

…
と
偉
そ
う
な
こ
と
を
書
き
ま
し
た
が
、
私
自
身
10
年
間
継
続

で
き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
私
が
関
わ
っ

て
今
で
も
継
続
し
て
い
る
の
は
、
勤
労
感
謝
の
日
に
子
ど
も
た
ち

が
職
業
体
験
を
す
る
「
し
ご
と
―
い
あ
き
た
」
く
ら
い
で
す
が
、

こ
の
イ
ベ
ン
ト
だ
け
が
上
記
⑴
か
ら
⑶
を
満
た
し
て
い
ま
す
。
是

非
動
画
も
見
て
み
て
く
だ
さ
い
。

Yuya Nakajima
中嶋  結也
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2009 年から秋田県若者会
議メンバーとして、地域の若
者が主体となって企画する

「スポーツ YUKIYOSE（雪寄
せ）世界大会」、「勝手に若
者歓迎会」などを実施。
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新
城
市
若
者
議
会

2019 年 4 月に新城市役所
企画部まちづくり推進課（現 :
市民自治推進課）に配属。
2023 年 4 月から新城市企
画部企画調整課に配属、東
三河広域連合に派遣。

Seiya Maruyama
丸山  征哉

新城市若者議会 公式 WEB

　

新
城
市
は
、
愛
知
県
の
東
部
に
位
置
し
、
2
0
0
5
年
10
月

に
旧
新
城
市
、
旧
鳳
来
町
、
旧
作
手
村
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
ま

し
た
。面
積
は 

4
9
9
・
2
3 

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
県
内
2
番

目
の
広 

さ
を
有
し
、
市
域
の
84
％
は
豊
か
な
緑
に
覆
わ
れ
、
古

く
は
長
篠
の
合
戦
の
舞
台
に
も
な
っ
た
自
然
と
歴
史
あ
る
ま
ち
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
2
0
1
4
年
度
に
制
定
さ
れ
た
「
新
城
市
若
者

条
例
」「
新
城
市
若
者
議
会
条
例
」に
基
づ
き「
新
城
市
若
者
議
会
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

若
者
議
会
は
、
予
算
提
案
権
を
持
ち
、
若
者
自
ら
が
地
域
を
取

り
巻
く
様
々
な
問
題
を
考
え
、
話
し
合
う
と
と
も
に
若
者
の
力 

を

活
か
す
ま
ち
づ
く
り
政
策
を
検
討
す
る
組
織
で
す
。
若
者
議
会
は

20
人
の
委
員
と
5
人
の
市
外
委
員
、
メ
ン
タ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
委
員
は
概
ね
16
歳
か
ら
29
歳
の
市
内
に
在
住
・
在
学
・
在

勤
す
る
方
で
、
新
城
市
に
ゆ
か
り
の
な
い
方
は
市
外
委
員
と
し
て

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
メ
ン
タ
ー
は
、
メ
ン
タ
ー
市
民 

と

メ
ン
タ
ー
職
員
に
分
か
れ
て
お
り
、
メ
ン
タ
ー
市
民
に
は
若
者
議

会
経
験
者
が
多
く
参
加
し
、
自
身
の
経
験
か
ら
助
言
を
行
っ
て
い

ま
す
。
メ
ン
タ
ー
職
員
は
行
政
の
若
手
職
員
が
担
い
、 

行
政
目
線

か
ら
若
者
た
ち
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、
５
月
に
新
城
市
議
会
議
場
で
所
信

表
明
が
行
わ
れ
、
こ
こ
で
市
長
か
ら
諮
問
を
受
け
、
活
動
が
始
ま

り
ま
す
。
会
議
は
全
体
会
と
委
員
会
に
分
か
れ
て
お
り
、 

各
テ
ー

マ
毎
に
政
策
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
途
中
、
市
役
所
の
担
当

部
署
と
の
意
見
交
換
会
な
ど
を
行
う
こ
と
で
政
策
の
成
熟
度
を

高
め
、
11
月
の
市
長
答

申
を
迎
え
ま
す
。
答
申

さ
れ
た
政
策
案
は
当
該

年
度
の
３
月
議
会
で
承

認
さ
れ
れ
ば
、
翌
年
度

実
施
さ
れ
て
い
く
流
れ 

で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
提
案
事

業
の
例
と
し
て
は
、
図

書
館
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
、
企
業
情
報
誌
や
観 

光
マ
ッ
プ
の
作
成
、
国

際
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
な
ど
多
岐
に
渡
る
大

小
様
々
な
提
案
が
実
施

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
若
者
議
会
を
通

し
て
、
多
く
の
若
者
が
ま
ち
づ
く
り
の
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
若
者
議
会
の
卒
業
生
が
地
域
の
協
議
会
や
市
の
審
議
会

に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
市
議
会
議
員
に
な
ら
れ
た
方
も

い
ま
す
。
市
の
職
員
に
な
っ
た
方
も
い
れ
ば
、
活
動
を
通
し
て
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
高
校
卒
業
後
の
進
路
を
変
え
た

方
も
い
ま
し
た
。「
新
城
市
を
も
っ
と
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
進

学
で
一
度
外
に
は
出
て
し
ま
う
け
ど
、 

必
ず
戻
っ
て
き
ま
す
」
と

い
う
嬉
し
い
言
葉
を
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
若
者
の
防
災
意
識
を
高
め
た
い
と
い
う
提
案
か
ら
始

ま
っ
た
若
者
防
災
の
会
「
襷
」 

や
、
若
者
議
会
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
か
ら

な
る
若
者
議
会
連
盟
と
い
う
組
織
も
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
は
、
若
者
議
会
の
経
験
を
生
か
し
、
自
分
た
ち
で
も
行
動
し
た

い
と
実
際
に
プ
ロ 

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
若
者
も
い
ま
す
。 

　

若
者
議
会
は
、
若
者
の
ま
ち
づ
く
り
参
加
の
ほ
ん
の
一
部
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
若
者
議
会
を
経
て
、
自
身
が
成
長
し
、
自
ら
行

動
を
す
る
若
者
が
増
え
て
い
く
。
若
者
の
成
長
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
行
政
側
か
ら
も
若
者
に
意
見
を
求
め
る
機
会
が
増
え
て
き

ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
若
者
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
意
識
が
ま

ち
全
体
に
広
が
り
、
若
者
た
ち
が
日
常
的
に
、
自
然
に
自
分
た
ち

の
ま
ち
の
こ
と
を
考
え
、
行
動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
そ
ん

な
ま
ち
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
私
た
ち
は
期
待
し
て
い
ま
す
。

09

https://wakamono-gikai.jp/

自
分
た
ち
の
ま
ち
を

考
え
行
動
す
る

FacebookTwitter

（愛
知
県
）
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創
造
集
団
4
4
0
H
z

FacebookInstagramTwitter

創造集団 440Hz 公式 WEB

　

創
造
集
団
4
4
0
H
z
（
以
下
、
4
4
0
H
z
）
は
、
映
像
・

デ
ザ
イ
ン
・
W
E
B
サ
イ
ト
の
制
作
会
社
で
す
。
メ
ン
バ
ー
の

ほ
ぼ
全
員
が
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
を
経
験
し
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
中
学
校
で
不
登
校
を
経
験
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大

学
ま
で
進
学
し
ま
し
た
が
、
そ
の
大
学
に
は
ほ
と
ん
ど
通
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
圧
倒
的
な
孤
独
感
・
否
定
感
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

自
分
に
は
何
の
価
値
も
な
い
。
生
き
て
い
る
意
味
が
な
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
期
の
私
は
、
自
死
を
選
び
得
た
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
、
そ
ん
な
自
分
の
苦
し
さ
を
わ
か
っ
て
く

れ
な
い
社
会
へ
の
恨
み
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
人
が
嫌
い
。
日
本

社
会
が
嫌
い
。
で
も
自
分
自
身
が
一
番
嫌
い
で
し
た
。
今
、
世
界

中
で
、
人
が
人
を
傷
つ
け
る
痛
ま
し
い
事
件
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

自
分
も
彼
ら
の
よ
う
に
他
者
を
加
害
し
得
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
自
分
の
状
況
を
変
え
た
い
と
思
う
中
で
「
T
D
U
・

雫て
き
せ
ん穿

大
学
」
を
見
つ
け
ま
し
た
。
雫て

き
せ
ん穿

大
学
は
、
学
生
た
ち
が
自

分
た
ち
で
運
営
し
て
、
自
分
の
生
き
方
を
模
索
す
る
大
学
で
す
。

私
は
こ
こ
で
、
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
制
作
、
演
劇
、
当
事
者
研
究
な
ど

に
取
り
組
み
、【
自
分
と
し
て
生
き
て
い
い
】
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

2
0
1
0
年
、
私
は
、
雫
穿
大
学
で
出
会
っ
た
仲
間
た
ち
と
一

緒
に
4
4
0
H
z
を
設
立
し
ま
し
た
。
自
分
に
合
っ
た
就
職
先

を
探
す
よ
り
も
、
自
分
た
ち
で
作
っ
て
し
ま
っ
た
方
が
早
い
と
考

え
た
の
で
す
。
4
4
0
H
z
は
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
の
話
し
合

い
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
お
互
い
の
人
生
を
応
援
す

る
こ
と
を
大
事
に

し
て
い
ま
す
。
演

劇
を
大
切
に
す
る

メ
ン
バ
ー
が
公
演

を
行
う
際
、
仕
事

の
時
間
を
圧
縮
す

る
相
談
を
し
た
り
、

広
報
や
照
明
等
の

裏
方
を
手
伝
っ
た

り
し
ま
す
。

　
4
4
0
H
z
を
運

営
す
る
中
で
実
現

し
て
き
た
こ
と
は

「
生
き
が
た
さ
を
抱

え
た
私
た
ち
が
、

無
理
に
社
会
に
合

わ
せ
る
こ
と
な
く
、

自
分
ら
し
く
生
き

る
道
を
見
つ
け
た
」

と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り

の
経
験
を
持
っ
た
人
た
ち
の
み
な
ら
ず
、
生
き
が
た
さ
を
抱
え
る

多
く
の
人
た
ち
に
勇
気
を
与
え
て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

設
立
時
か
ら
、
仕
事
が
途
絶
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
社
会

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
や
今
の
社
会
を
変
え
て
い
こ
う
と
し
て
い
る

方
々
か
ら
の
依
頼
が
多
い
で
す
。
設
立
当
初
に
は
、
U
N
H
C
R

（
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
）
の
依
頼
で
、
カ
レ
ン
民
族
の
第
三
国

定
住
に
関
し
て
の
映
像
制
作
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
視
覚
障
害
者

の
当
事
者
団
体
に
よ
る
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
制
作
や
「
協
同
組

合
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」に
関
す
る
映
像
制
作
も
行
い
ま
し
た
。

　

2
0
2
1
年
、
雫
穿
大
学
と
共
同
で
「
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
ド
エ

デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
事
業
を
は
じ
め
ま
し
た
。
学
校
に
合
わ
な
い

子
ど
も
と
親
の
学
び
の
場
で
す
。
昨
年
の
文
科
省
調
査
で
、
不
登

校
の
子
ど
も
が
約
25
万
人
い
る
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
ひ
き
こ
も

り
の
人
数
は
1
0
0
万
人
を
超
え
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
が
示
し
て
い
る
の
は
、
学
校
も
社
会
も
変
わ
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
た
ち
は
「
そ
の
人
自
身
か
ら
始

ま
る
学
び
・
生
き
方
」
が
実
現
さ
れ
て
い
く
社
会
を
望
ん
で
い

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
体
現
し
て
い
る
の
が
雫
穿
大
学
で
あ
り

4
4
0
H
z
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

福島県出身。440Hz では 企
画、シナリオ、WEB サイト
制作などを行う。最近、電動
ミルを手に入れて、ひきたて
のコーヒーを入れるのが幸
せ。雫穿大学理事。

Gaku Nagai
長井  岳
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https://creators440.org/

生
き
た
い
よ
う
に
生
き
る
集
団
、

創
造
集
団
4
4
0
H
z
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ち
く
せ
い
若
者
ま
ち
づ
く
り
会
議

FacebookTwitter

ちくせい若者まちづくり会議 公式 WEB

　

ち
く
せ
い
若
者
ま
ち
づ
く
り
会
議
は
、
筑
西
市
（
企
画
部
地

方
創
生
課
）
が
主
催
と
な
り
、
メ
ン
バ
ー
を
大
学
生
に
限
定
し

令
和
２
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
会
議
で
す
。（
令
和
４
年
度
の

メ
ン
バ
ー
数
は
35
名
）

　

会
議
で
は
、
市
内
を
巡
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
市
民
と
の

交
流
会
等
を
通
じ
、
メ
ン
バ
ー
の
目
線
で
発
見
し
た
市
の
魅
力

を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
す
る
ほ
か
、
地
域
課
題
の
解
決
策
や
地
域
活

性
化
策
を
考
え
、
提
言
・
実
施
す
る
こ
と
で
、
若
者
に
よ
る
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
私
は
、
こ
の
会
議
の
中
で
”
郷

土
愛
の
醸
成
”
を
テ
ー
マ
に
し
た
市
民
団
体
「
ち
く
せ
い
魅
力

発
見
お
手
伝
い
係
」
を
立
ち
上
げ
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
地
域
の
魅
力
を
発
見
す
る
機
会
を
提
供
し
、
多

く
の
人
に
筑
西
市
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、
好
き
に
な
っ
て
も

ら
い
郷
土
愛
を
育
む
こ
と
で
、
地
域
へ
の
定
着
や
地
域
活
動
を
行

う
原
動
力
の
一
助
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
活
動
の
中
で
大

切
に
し
た
い
の
は
、“
新
た
な
気
付
き
”
で
す
。
自
転
車
で
通
る

田
ん
ぼ
道
や
緑
の
景
色
、
普
段
食
べ
て
い
る
地
域
の
野
菜
や
お
米

な
ど
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
こ
と
も
、
そ
の
地
域
の

一
つ
の
魅
力
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
が
住
む
地
域
の
良
さ
を

改
め
て
実
感
し
た
り
、
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
り
す

る
と
嬉
し
い
で
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
地
域
の
魅
力

に
気
付
い
て
も
ら
う
こ
と
を
大
切
に
し
た
い
た
め
、
現
在
は
、

地
域
の
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
活
動
が
メ
イ
ン
で
す
。
今
年
度

は
、
市
内
の
中
学
３
年
生
と
コ
ラ
ボ
し
、”
地
域
魅
力
か
る
た
”

を
作
成
す
る
企
画
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
講
演
会
や
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
の
配
布
を
通
し
て
、
ひ
と
り
ひ
と
り
に
地
元
の
良
さ

や
魅
力
を
考
え
て
も
ら
い
、
次
に
、
各
グ
ル
ー
プ
で
か
る
た
に

使
用
す
る
題
材
を
選
び
、読
み
句
を
考
え
、絵
札
を
描
き
ま
し
た
。

完
成
後
は
、
か
る
た
大
会
の
実
施
や
、
現
役
大
学
生
か
ら
受
験

体
験
談
を
話
し
た
り
す
る
交
流
会
も
実
施
し
ま
し
た
。
色
鮮
や

か
で
個
性
あ
ふ
れ
る
素
敵
な
46
音
の
か
る
た
が
出
来
上
が
り
、

先
生
や
生
徒
か
ら
も
好
評
で
、「
か
る
た
を
通
し
て
地
域
の
い
い

所
を
た
く
さ
ん
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
」
や
「
自
分
た
ち
で

作
っ
た
か
る
た
が
新
鮮
で
楽
し
か
っ
た
」、「
今
後
、
筑
西
市
の

魅
力
を
も
っ
と
発
信
で
き
る
よ
う
に
授
業
な
ど
の
中
で
取
り
扱

い
た
い
」
と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
、
私
た
ち
も
企
画
を
実
施

で
き
て
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
か
る
た
を
小

学
校
や
図
書
館
に
配
布
し
、
中
学
生
が
見
つ
け
た
地
域
の
魅
力
を

い
ろ
ん
な
人
に
ご
紹
介
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
私
自
身
は
、
筑
西
市
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
ま
ち
づ
く
り
会
議
に
参
加
し
、
活
動
を
通
し
て
市

の
お
い
し
い
食
べ
物
、
四
季
を
感
じ
ら
れ
る
風
景
、
人
の
温
か
み

な
ど
に
触
れ
、
愛
着
が
湧
き
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
地
域
を
盛
り
上

げ
た
い
！
そ
ん
な
想
い
と
、
私
た
ち
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
参
加

者
か
ら
の
「
楽
し
か
っ
た
」、「
筑
西
市
に
対
す
る
気
持
ち
が
変

わ
っ
た
」
な
ど
の
声
が
、今
の
活
動
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
メ
ン
バ
ー
と
企
画
を
考
え
て
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
実

行
し
て
い
く
こ
と
は
、
刺
激
的
で
自
己
成
長
に
も
繋
が
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
魅
力
を
発
見
す
る
お
手
伝
い
を
通
し
て
、

筑
西
市
を
元
気
に
で
き
た
ら
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

茨城県筑西市在住。趣味は
丁寧な暮らし、スクラップ
ブッキング、四季を感じる旅
行。写真は、筑西市のひまわ
りフェスティバルの様子で
す！

Ayumi Fukuda
福田  歩未 

11

https://www.city.chikusei.lg.jp/page/page009290.html

地
域
に
ふ
れ
て
愛
着
が
湧
い
た

（茨
城
県
筑
西
市
）

Instagram
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遊
佐
町
少
年
町
長
・
少
年
議
員
公
選
事
業
（
以
下
、
少
年
議
会
）

と
は
遊
佐
町
在
住
・
在
学
の
中
高
生
を
対
象
に
し
た
事
業
で
す
。

毎
年
自
薦
で
、
少
年
町
長
も
し
く
は
少
年
議
員
の
立
候
補
者
を
募

り
、
定
員
を
超
え
た
と
き
に
は
選
挙
を
行
い
事
業
の
メ
ン
バ
ー
を

決
定
し
ま
す
。

　

少
年
議
会
で
行
う
こ
と
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
り
ま
す
。
一

つ
目
は
、
中
高
生
が
日
頃
感
じ
て
い
る
町
に
対
し
て
の
要
望
を
一

般
質
問
と
い
う
形
で
町
へ
伝
え
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
出
た

要
望
の
中
に
は
、
夜
の
道
が
暗
い
、
雪
の
降
る
時
期
に
危
な
い
道

が
あ
る
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
町
で
予
算
化
さ
れ
実
際
に
街
路

灯
や
防
雪
柵
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
二
つ
目
は
、

少
年
議
会
が
政
策
を
掲
げ
、
遊
佐
町
の
活
性
化
や
よ
り
よ
い
遊
佐

町
を
つ
く
る
た
め
に
実
施
す
る
こ
と
で
す
。
過
去
に
は
、
町
の
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
作
成
や
、
特
産
品
の
開
発
な
ど
様
々
な

政
策
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
2
0
1
8
年
に
は
町
議
会
議
員
と
の

意
見
交
換
会
を
実
施
し
、
現
在
で
は
年
間
行
事
の
中
の
一
つ
に
組

み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
の
大
き
な
活
動
は
、

少
年
議
会
の
有
権
者
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
も
と

に
決
定
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
遊
佐
町
の
中
高
生
の
代
表
と
し
て
活

動
す
る
こ
と
で
、
若
い
う
ち
か
ら
民
主
主
義
を
経
験
で
き
る
機
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

少
年
議
会
の
メ
ン
バ
ー
が
行
う
実
際
の
活
動
は
、
一
般
質
問

や
自
分
た
ち
が
掲
げ
た
政
策
に
つ
い
て
話
し
合
う
場
と
し
て
、

年
20
回
前
後
集
ま
る
「
全
員
協
議
会
」
と
、
町
三
役
と
全
課
長
が

出
席
し
て
一
般
質
問
・
政
策
の
発
表
、
報
告
を
行
う
年
三
回
行
わ

れ
る
「
少
年
議
会
」
が

あ
り
ま
す
。
学
年
も
学

校
も
違
う
同
年
代
の
メ

ン
バ
ー
と
学
校
以
外
で

交
流
す
る
こ
と
も
、
町

長
や
大
勢
の
大
人
の
前

で
自
分
の
考
え
を
発

表
す
る
機
会
と
い
う
の

も
な
か
な
か
な
い
貴
重

な
経
験
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
5
年
前
の
中
学

1
年
生
の
時
に
、
初
め

て
少
年
議
会
に
参
加
し

ま
し
た
。参
加
し
た
き
っ

か
け
は
、
遊
佐
町
を
良

く
し
た
い
、
自
分
が
変

え
て
や
る
と
い
っ
た
大

き
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
学

生
に
な
り
、
何
か
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
と
、
何
だ
か
楽

し
そ
う
と
い
う
理
由
か
ら
少
年
議
会
に
立
候
補
し
て
み
ま
し
た
。

中
高
生
に
お
け
る
5
歳
の
差
は
と
て
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

緊
張
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
年
上
で
あ
る
高
校
生
の
み
な
さ

ん
が
初
め
の
こ
ろ
は
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
参
加
し
て
み
る
と
、
先

輩
方
と
の
活
動
も
と
て
も
楽
し
く
、
気
づ
け
ば
自
分
が
高
校
3

年
に
な
る
ま
で
6
年
間
少
年
議
会
に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

特
に
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
町
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
あ
る
看

板
に
つ
い
て
一
般
質
問
と
し
て
修
繕
を
要
望
し
、
そ
の
後
、
町

で
対
応
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
。
た
ま
た
ま
私
が
そ
の
場
所

に
訪
れ
た
際
に
、
他
の
観
光
客
の
方
も
そ
の
看
板
を
利
用
し
て
い

る
の
を
見
て
、
自
分
た
ち
の
活
動
が
現
実
と
し
て
町
や
他
の
方
々

の
た
め
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
、
大
き
な
成
功
体
験
と
し
て
実
感

し
ま
し
た
。

　

少
年
議
会
に
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
気
づ

け
な
か
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
こ
の
小
さ
な
町
の
中
高
生
の
活
動
を
温
か
く
見
守
っ

て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す
。

2005 年山形県生まれ。現
在県内の学校に通う高校 3
年生。2017 年少 年 議 会 事
業に初参加。以降 5 年間参
加し、遊佐町少年議会史上
初の 6 年間参加した初めて
の学生。

Rui Sato
佐藤  塁

12

http://www.town.yuza.yamagata.jp/education/learning/
e4d77copy_of_shounengikai_2021htm

活
動
の
成
果
、地
域
で
実
感

（山
形
県
）
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私
の
故
郷
山
形
県
は
非
常
に
高
い
投
票
率
を
誇
り
、
国
政
選
挙

で
は
4
回
連
続
で
全
国
ト
ッ
プ
を
維
持
し
て
い
る
。
そ
の
背
景

の
ひ
と
つ
に
主
権
者
教
育
が
重
要
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
遊
佐
町
は
2
0
0
3
年
か
ら
「
少
年
議
会
」
を
続
け
て

お
り
、
今
や
全
国
に
広
が
り
を
見
せ
る
ユ
ー
ス
カ
ウ
ン
シ
ル
事
業

の
中
で
も
先
駆
的
で
あ
る
。

　

私
は
中
学
2
年
生
で
初
め
て
少
年
議
会
に
参
画
し
た
が
、
地

元
が
大
嫌
い
だ
っ
た
。
買
い
物
や
交
通
に
不
便
で
「
何
も
な
い
」

町
に
生
ま
れ
育
っ
た
自
分
を
不
幸
に
感
じ
て
い
た
。
た
だ
、
町
を

よ
り
良
く
し
た
い
と
は
全
く
思
わ
な
か
っ
た
。
ま
ち
で
何
か
を
作

り
、
影
響
を
与
え
ら
れ
る
の
は
大
人
だ
け
だ
と
感
じ
て
い
た
か
ら

だ
。

　

私
は
小
学
生
の
時
か
ら
行
事
を
作
る
こ
と
が
好
き
で
、
学
校
だ

け
で
な
く
家
の
中
で
も
自
分
で
ポ
ス
タ
ー
を
書
い
て
企
画
す
る
よ

う
な
子
ど
も
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
少
年
議
会
な
ら
町
と
い
う
さ

ら
に
大
き
な
規
模
で
自
分
た
ち
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
作
れ
る

と
思
い
、
参
画
し
た
。

　

そ
れ
で
も
活
動
の
中
で
よ
り
深
く
ま
ち
に
触
れ
た
り
、
仲
間
や

支
え
て
く
れ
る
大
人
と
出
会
っ
た
こ
と
で
私
は
変
わ
っ
た
。「
私

に
だ
っ
て
ま
ち
は
変
え
ら
れ
る
」
と
本
気
で
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

初
年
度
は
町
外
へ
の
P
R
目
的
で
、
町
の
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
制
作
し
た
。
そ
の
制
作
活
動
で
町
の
様
々
な
こ
と
を
改
め
て

知
る
う
ち
に
、
小
さ
く
て
何
も
な
い
町
だ
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た

故
郷
に
は
、
実
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
良
さ
が
あ
る
こ
と
を
再

確
認
し
た
。
ま
た
、
少
年
議
会
で
活
動
す
る
中
で
、
町
を
大
切
に

思
う
多
く
の
人
に
出
会

い
、
思
い
に
触
れ
た
。

特
に
驚
き
、嬉
し
か
っ
た

こ
と
は
大
人
た
ち
が
何

よ
り
も
大
切
に
思
う
遊

佐
町
を
、中
高
生
の
私
た

ち
に
ち
ゃ
ん
と
任
せ
て

く
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。

そ
れ
ま
で
様
々
な
場
面

で
、
子
ど
も
を
消
費
す

る
よ
う
な
扱
い
を
当
た

り
前
の
よ
う
に
受
け
、

う
ん
ざ
り
し
て
い
た
私

に
と
っ
て
子
ど
も
扱
い

は
一
切
さ
れ
ず
に
、し
っ

か
り
ま
ち
づ
く
り
の
一

員
と
し
て
接
し
て
く

れ
た
こ
と
は
本
当
に
新
鮮
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
私
は
若
い
感
覚
が

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
十
分
生
か
す
こ
と
が
出
来
て
必
要
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
。

　

今
で
は
少
年
議
会
を
通
じ
て
ま
ち
に
育
て
て
も
ら
っ
た
感
覚
が

あ
り
、大
学
で
学
ん
で
い
る
こ
と
も
全
て
還
元
す
る
た
め
に
来
年
、

遊
佐
町
へ
U
タ
ー
ン
す
る
。
大
学
生
活
で
、
故
郷
へ
の
不
満
を

感
じ
る
同
世
代
の
声
も
よ
く
耳
に
し
た
。
彼
ら
は
「
地
元
は
好
き

だ
」
と
言
う
し
、
学
内
活
動
は
精
力
的
だ
が
、
実
際
の
ま
ち
の
こ

と
と
な
る
と
「
自
分
に
は
変
え
ら
れ
な
い
」
と
思
い
込
み
、
不
満

を
そ
の
ま
ま
募
ら
せ
、
町
外
へ
出
て
行
っ
て
し
ま
う
。
彼
ら
が
無

力
感
を
抱
い
た
先
に
、
故
郷
で
は
暮
ら
し
た
く
な
い
と
思
う
未
来

を
考
え
る
と
と
て
も
寂
し
い
。
私
も
中
学
生
ま
で
同
じ
よ
う
に
感

じ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
同
世
代
の
一
歩
目
を
応
援
し
た
い
。

　

私
と
彼
ら
の
違
い
は
た
だ
「
気
持
ち
を
行
動
に
移
す
こ
と
が
で

き
る
場
」
と
「
応
援
し
て
く
れ
る
仲
間
・
大
人
と
の
出
会
い
」
が

あ
っ
た
だ
け
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
の
機
会
を
多
く
の
若

者
に
広
め
る
こ
と
が
重
要
だ
。
仲
間
や
大
人
の
応
援
を
受
け
つ

つ
、
町
が
好
き
だ
と
い
う
想
い
を
形
に
し
た
り
、
町
へ
の
不
満
を

自
分
た
ち
で
解
決
す
る
場
が
広
が
れ
ば
、
そ
の
中
で
自
分
が
町
に

と
っ
て
意
味
あ
る
存
在
だ
と
い
う
自
信
を
深
め
ら
れ
る
は
ず
だ
。

2002 年山形県生まれ。現
在、東 北 芸 術 工 科 大 学 コ
ミュニティデザイン学科 2
年 生。2016 年 から 5 年 間
少 年議 会に参画し、うち 3
年間少年町長を務めた。

13
本
気
で
思
う

「
ま
ち
は
変
え
ら
れ
る
」

Aya Saito
齋藤  愛彩

（山
形
県
）

遊佐町少年議会
http://www.town.yuza.yamagata.jp/education/learning/

e4d77copy_of_shounengikai_2021htm
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川
根
町
青
年
団
（静
岡
県
島
田
市
）

1987 年川根町生まれ。川根
町青年団団長。青年団活動
の傍ら、消防団や町内会、商
工会などにも携わる。

Shota Hashimoto
橋本  翔太

14こ
の
町
で
楽
し
く
生
き
た
い
か
ら

　

島
田
市
川
根
町
は
島
田
市
の
北
部
に
あ
り
、
2
0
0
8
（
平

成
20
）年
4
月
、島
田
市
と
編
入
合
併
し
ま
し
た
。
2
0
2
2（
令

和
４
）
年
現
在
、
９
６
,４
９
６
人
の
市
の
人
口
の
う
ち
川
根
地

区
に
は
４
,１
７
８
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
緑
豊
か
な
山
々
に

囲
ま
れ
、
大
井
川
流
水
を
使
っ
た
農
業
が
盛
ん
で
、
特
に
川
根

茶
は
全
国
で
も
有
名
で
美
味
し
い
お
茶
の
一
つ
で
す
。
そ
ん
な

場
所
に
川
根
町
青
年
団
が
あ
り
ま
す
。

　

川
根
町
青
年
団
は
今
か
ら
20
数
年
前
、
活
動
が
途
絶
え
て
い
た

時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
先
輩
た
ち
が
「
自
分
た
ち
若

者
が
楽
し
め
る
場
所
を
、
生
ま
れ
た
地
域
で
つ
く
っ
て
い
こ

う
」
と
の
思
い
で
、
ふ
た
た
び
川
根
町
青
年
団
を
復
活
さ
せ
た
の

で
す
。
そ
れ
が
今
も
続
い
て
い
て
、
地
域
の
人
た
ち
に
も
理
解
さ

れ
、
み
ん
な
が
一
丸
と
な
っ
て
川
根
町
を
盛
り
上
げ
て
い
く
活
動

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
代
表
的
な
も
の
は
、「
K
A
W
A
N
E
夏

祭
り
＠
B
I
G
N
A
T
U
R
E
」
と
「
天
王
山
冬
ま
つ
り
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
で
す
。
こ
こ
で
は
「
K
A
W
A
N
E
夏
祭
り

＠
B
I
G
N
A
T
U
R
E
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

 

「
K
A
W
A
N
E
夏
祭
り
＠
B
I
G
N
A
T
U
R
E 

」
は

毎
年
８
月
か
ら
９
月
頃
に
開
催
し
て
い
る
屋
外
の
フ
ェ
ス
で
、

20
年
以
上
続
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
音
楽
イ
ベ
ン
ト
や
施
設

が
町
に
は
な
く
、
青
年
団
の
先
輩
が
２
０
０
０
年
代
に
川
根
町

に
「
若
者
が
楽
し
め
る
場
所
を
つ
く
り
た
い
」
と
試
行
錯
誤
で

こ
の
＠
B
I
G
N
A
T
U
R
E
を
つ
く
り
ま
し
た
。
当
時
は
騒

音
な
ど
で
地
域
の
人
た
ち
か
ら
の
苦
情
な
ど
も
多
く
、 

そ
の
反

省
か
ら
＠
B
I
G
N
A
T
U
R
E
が
始
ま
る
前
に
な
る
と
、
１

軒
１
軒
頭
を
下
げ
て
住
民
の
理
解
を
得
て
い
ま
す
。
今
で
は
み

な
さ
ん
か
ら
「
青
年
団
頑
張
っ
て
る
ね
。
今
年
も
川
根
を
盛
り

上
げ
て
ね
！
」
と
言
わ
れ
、
川
根
に
有
名
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を

呼
べ
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
み

な
さ
ん
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
み
な
さ
ん
と
つ
く
り
上
げ
る
こ
の

＠
B
I
G
N
A
T
U
R
E 

は
、
団
員
の
み
ん
な
も
大
好
き
な
事

業
で
す
。

　

僕
は
、
川
根
町
が
大
好
き
で
す
。
社
会
人
に
な
っ
て
一
時
期
町

外
に
住
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
た
だ
仕
事
の
日
々
で
し
た
。

そ
ん
な
時
、
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
町
が
衰
退
し
て
い
く
こ
と

に
寂
し
さ
を
感
じ
た
こ
と
も
あ
り
、
ふ
た
た
び
川
根
町
に
戻
り
ま

し
た
。
親
し
い
仲
間
と
楽
し
い
こ
と
を
し
な
が
ら
、
町
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
青
年
団
を
続
け
て
い
ま
す
。
町
に
は
多
く

の
し
が
ら
み
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、
そ
ん
な
し
が
ら
み
の
お
か
げ

で
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
ま
す
。
消
防
団
や
商
工
会
、
P
T
A
、
町

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
地
域
の
人
た
ち
と
何
度
も
顔
を
合
わ
せ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
地
域
全
体
が
幸
せ
に
な
っ
た
ら
み
ん
な
の
生

活
が
豊
か
に
な
る
。
こ
の
町
で
楽
し
く
生
き
た
い
か
ら
町
を
盛
り

上
げ
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
う
ま
れ
て
き
ま
す
。
僕
た
ち
に
と
っ

て
大
切
な
場
所
で
あ
る
青
年
団
を
残
し
て
い
き
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
も
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
川
根
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

Youtube Twitter Instagram Facebook
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ひ
た
ち
若
者
か
が
や
き
会
議

FacebookInstagramTwitter https://hitacheer.com/
ひたち若者かがやき会議 HITACHEER

は
私
た
ち
コ
ア
メ
ン
バ
ー
自
身
が
感
じ
、
そ
の
上
で
若
者
の
皆
さ

ん
に
も
感
じ
て
も
ら
い
た
い
…
そ
ん
な
想
い
で
、
現
在
５
つ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

【
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
H
I
T
A
C
H
E
E
R
（
ヒ
タ
チ
ア
ー
）】

　

日
立
市
の
魅
力
を
「
再
編
集
」
し
て
発
信
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
は
「
日
立
」
と
応
援
を
意
味
す
る
「
チ
ア
」

を
掛
け
合
わ
せ
た
造
語
で
す
。
日
立
市
内
の
「
発
信
し
て
み
た

い
！
」
と
思
っ
て
い
る
若
者
を
集
め
て
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
講
座
を

開
催
。
3
か
月
の
講
座
の
の
ち
、
日
立
市
へ
の
想
い
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
文
章
や
写
真
を
、
移
動
式
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
多
く
の
市
民

　

活
動
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
茨
城
県
日
立
市
は
、
過
ご
し
や
す
い

温
暖
な
気
候
と
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
ま
ち
で
す
。
そ
し

て
、知
ら
れ
て
い
な
い
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、

こ
れ
ら
を
若
者
視
点
で
発
掘
し
、
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
目
指
す
ま
ち
の
姿
は
、「
か
が
や
く
若
者
で
あ
ふ
れ

る
ひ
た
ち
」。
設
立
前
に
市
民
2
0
0
0
人
と
こ
れ
か
ら
の
日
立

市
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
話
し
合
い
、「
ひ
た
ち
若
者
か
が
や

き
プ
ラ
ン
」
と
い
う
指
針
を
作
成
。
そ
の
中
で
は
、“
特
別
な
こ

と
を
実
現
す
る
だ
け
で
な
く
、自
分
ら
し
く
い
ら
れ
る
こ
と
“
を
、

「
か
が
や
く
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。
か
が
や
く
瞬
間
を
、
ま
ず

に
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。
現
在
は
10
名
で
若
者
目
線
で
の
魅
力
を

発
信
す
る
サ
イ
ト
「
H
I
T
A
C
H
E
E
R
」
を
運
営
中
で
す
。

【
産
直
講
座
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　

日
立
市
で
暮
ら
し
、
働
き
、
活
躍
す
る
若
者
「
ひ
た
ち
び
と
」

を
発
掘
・
紹
介
し
、
仕
事
に
触
れ
る
体
験
型
講
座
と
し
て
日
立
市

の
魅
力
で
あ
る
「
海
」
や
「
山
」
を
舞
台
に
、「
食
」
と
「
人
」

に
触
れ
な
が
ら
、
地
産
地
消
の
大
切
さ
や
日
立
市
で
「
暮
ら
す
こ

と
」「
働
く
こ
と
」
を
考
え
る
キ
ッ
カ
ケ
を
つ
く
り
ま
し
た
。

【
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　

子
育
て
世
代
が
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
目
指
し
、
子
育
て

と
い
う
テ
ー
マ
を
基
に
、
垣
根
を
越
え
て
つ
な
ぎ
・
つ
な
が
る
活

動
を
子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
支
援
団
体
、
マ
マ
・
パ
パ
・
関
係

機
関
、
地
域
団
体
な
ど
が
集
ま
り
い
つ
で
も
気
軽
に
意
見
交
換
が

で
き
る
場
を
つ
く
り
、
自
分
ら
し
く
い
ら
れ
る
環
境
を
創
出
し
て

い
ま
す
。
よ
り
良
い
子
育
て
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
自
分
た
ち
に

は
何
が
で
き
る
か
を
考
え
な
が
ら
実
践
中
で
す
。

【
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
C
A
P
I
（
カ
ピ
）】

　

若
者
団
体
な
ど
を
つ
な
ぐ
組
織
と
な
る
た
め
、
交
流
イ
ベ
ン
ト

の
実
施
や
、
他
団
体
と
の
連
携
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
学
生
メ
ン
バ
ー
が
漏
ら
し
た
「
い
ろ
い
ろ
な
方
と
の
つ
な
が

り
を
持
ち
た
い
！
」
と
い
う
想
い
を
起
点
に
、
日
立
市
発
祥
の
ス

ポ
ー
ツ
「
パ
ン
ポ
ン
」
を
み
ん
な
で
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
一
緒
に
汗
を
流
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
や
私
た
ち
の
名
物
企
画
と
な
っ
て
い
ま
す
！

【
場
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　

若
者
が
イ
キ
イ
キ
・
ワ
ク
ワ
ク
活
動
し
続
け
ら
れ
る
た
め

の
“
場
”
に
つ
い
て
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
横
断
で
思
考
し
て
い
ま
す
。

年
に
２
回
、
日
立
市
の
未
来
に
つ
い
て
話
し
合
う
「
若
者
会
議
全

体
会
」
で
は
、“
場
”
を
持
つ
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
さ
せ
ら
れ

ま
す
。
先
進
地
の
視
察
も
交
え
な
が
ら
、
様
々
な
角
度
か
ら
検
討

中
で
す
。

　

活
動
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

は
、“
知
れ
ば
、
好
き
に
な
る
”

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
、
若
者
世
代
が
社
会
を
知

る
・
つ
な
が
る
キ
ッ
カ
ケ
を
つ
く

り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
若
者
と
地

域
社
会
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
の
よ
う

な
存
在
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、私
た
ち
の
奮
闘
す

る
姿
が
、
日
立
の
ま
ち
全
体
を
盛

り
上
げ
る
起
爆
剤
に
な
る
と
信
じ

て
活
動
し
て
い
き
ま
す
！

2021 年に地元日立市に U
ターンし、私立総合学園の
広報担当として働きながら、
PR 支援や学生のキャリア講
演などを展開中！2023 年
度よりひたち若者かがやき
会議代表に就任。

Motomi Niitsuma
新妻 幹生
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ば
、好
き
に
な
る
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か
わ
さ
き
若
者
会
議

若
者
と
若
者
を
繋
げ
、

若
者
と
地
域
を
繋
げ
る

FacebookInstagramTwitter

　

私
た
ち
は
、
神
奈
川
県
川
崎
市
を
活
動
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、

25
歳
以
下
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
す
る
「
か
わ
さ
き
若
者
会
議
」
を

立
ち
上
げ
、
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

川
崎
市
は
、
全
国
と
比
較
し
て
も
若
い
世
代
が
多
い
地
域
で
す

が
、
東
京
都
と
横
浜
市
と
い
う
大
都
市
圏
に
囲
ま
れ
、
多
く
の
若

者
が
市
外
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
地
域
に

若
者
が
住
ん
で
い
る
の
に
、
地
域
社
会
に
は
若
者
が
不
在
と
い
う

構
造
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。
地
域
創
生
や
S
D
G
s
な
ど
に
興

味
・
関
心
の
あ
る
若
者
も
、
都
内
や
横
浜
に
流
出
し
て
地
域
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
背
景
を
受
け
、25
歳
以
下
の
若
者
た
ち
20
名
弱
で
「
か

わ
さ
き
若
者
会
議
」
を
2
0
2
1
年
に
発
足
さ
せ
ま
し
た
。「
若

者
と
若
者
を
繋
げ
、
若
者
と
地
域
を
繋
げ
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

し
て
掲
げ
、
現
在
は
1
2
0
名
弱
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
団
体

の
機
能
と
し
て
は
、
①
川
崎
市
内
の
地
域
社
会
に
お
け
る
若
者
の

受
け
皿
と
し
て
、
②
若
者
世
代
が
自
己
実
現
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、
③
若
者
同
士
の
交
流
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
、

と
い
う
3
つ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

従
来
の
地
域
組
織
や
学
生
サ
ー
ク
ル
と
は
大
き
く
異
な
っ
た
組

織
形
態
を
持
っ
て
お
り
、
ま
ず
第
一
に
代
表
者
な
ど
の
役
職
を
設

置
し
て
い
ま
せ
ん
。
中
学
生
か
ら
25
歳
の
若
手
社
会
人
ま
で
在
籍

し
て
お
り
ま
す
が
、
年
齢
に
関
係
な
く
、
上
下
関
係
は
一
切
設
け

な
い
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ご
と
に
取
り
ま
と
め
役
と
し
て
代
表
者
が
お
り
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
立
ち
上
げ
も
自
由
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
従
来
の
組

織
が
、
か
な
り
上
下
関

係
や
役
職
で
の
締
め
付

け
が
厳
し
い
の
に
対
し

て
、若
者
が
参
加
し
や
す

い
環
境
と
し
て
全
員
が

フ
ラ
ッ
ト
な
組
織
形
態

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
サ
ー
ク
ル
や

部
活
動
の
よ
う
に
、
定

例
活
動
も
設
け
て
い
ま

せ
ん
。
好
き
な
時
に
好

き
な
イ
ベ
ン
ト
や
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
の
み
参

加
す
れ
ば
良
い
、
と
い

う
形
態
を
取
っ
て
お
り
、

サ
ー
ク
ル
や
部
活
動
に

次
ぐ
緩
い
居
場
所
と
し

て
多
く
の
メ
ン
バ
ー
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
か
わ
さ
き
若
者
会
議
は
多
く
の
行
政
や
民
間
企

業
、
市
民
団
体
と
の
連
携
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
川
崎
市
役
所
と

は
、
環
境
問
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
本
を
共
同
で
制
作
し
た
ほ

か
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
カ
ル
チ
ャ
ー
と

い
っ
た
分
野
で
市
役
所
の
行
政
計
画
策
定
な
ど
に
協
力
し
て
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
各
区
役
所
と
は
さ
ら
に
緊
密
な
連
携
を
し
て

お
り
、
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
共
同
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
民

間
企
業
と
の
連
携
で
は
、
富
士
通
や
ト
ヨ
タ
自
動
車
、
無
印
良
品

と
い
っ
た
大
企
業
の
ほ
か
、
地
域
の
多
く
の
中
小
企
業
と
も
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
と
あ
る
製
菓
業
者

と
は
、
川
崎
市
の
新
た
な
お
土
産
開
発
も
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
青
年
館
の
「
全
国
ま
ち
づ
く
り
若
者
サ
ミ
ッ
ト
」
に
参
加

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
全
国
津
々
浦
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

と
繋
が
れ
た
こ
と
は
、
団
体
と
し
て
も
、
ま
た
個
人
と
し
て
も
非

常
に
大
き
な
刺
激
と
学
び
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
川
崎
市
の
背
景

や
課
題
は
、他
の
地
域
と
は
大
き
く
異
な
る
一
面
も
あ
り
ま
す
が
、

ぜ
ひ
こ
れ
か
ら
は
他
の
地
域
や
団
体
と
と
も
に
多
種
多
様
な
枠
組

み
で
連
携
を
推
進
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Kento Nakano
中野  絢斗

中野絢斗と申します。大学生
の時に「かわさき若者会議」
という団体を立ち上げ、現在
は会社員と大学院生を両立
しながら、継続して地域活動
にも取り組んでいます。
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未
来
守

Twitter Instagram

Yoshiaki Usahara
宇佐原  嘉晃

東京都昭島市に生まれ、17
年。昭島市を一番愛し、将来
国会議員になる若き “ 未来
クリエイター ” こと宇佐原嘉
晃です。活動の根底は、「人
の心から笑える笑顔を作る」
こと！

　

私
た
ち
は
、
東
京
都
昭
島
市
で
生
ま
れ
た
、
高
校
生
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
兼
サ
ロ
ン
団
体
で
す
。

　

昭
島
市
長
に
対
し
、
給
食
の
堆
肥
化
や
清
掃
活
動
の
拡
充
を
求

め
、
要
望
書
を
製
作
す
る
チ
ー
ム
と
し
て
、
創
設
者
の
宇
佐
原
と

二
ノ
宮
が
声
を
掛
け
合
い
、
高
校
1
年
生
8
人
で
2
0
2
1

年
に
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
島
市
は
実
際
に
ど
ち

ら
に
対
し
て
も
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
解

散
か
、活
動
を
続
け
る
か
協
議
に
な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
な
さ
れ
た

判
断
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ら
高
校
生
で
も
で
き
る
の
で
は
、

と
の
意
見
が
メ
ン
バ
ー
で
も
ま
と
ま
り
、
4
月
に
清
掃
活
動
（
ゴ

ミ
拾
い
）、
6
月
に
無
料
塾
、
7
月
か
ら
は
特
別
活
動
（
フ
ー
ド

パ
ン
ト
リ
ー
・
季
節
毎
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
）
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
の
根
底
に
は
、「
幅
広
い
年
代
の
方
々
が
交
流
し
、

過
ご
し
や
す
い
環
境
を
共
創
す
る
」
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
が
活
動
の
中
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
開
催
ま
で

の
段
階
で
ど
れ
だ
け
多
く
の
方
を
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
巻
き
込

め
た
の
か
。
ま
た
、
参
加
者
は
前
回
よ
り
も
多
く
呼
ぶ
こ
と
が
で

き
た
の
か
な
ど
、
私
た
ち
の
行
動
を
適
切
に
振
り
返
る
時
間
を
確

保
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
地
域
の
子
ど
も
会
が
保
有
し
て
い
る
会
場
で
開
催
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
小
学
校
の
P
T
A
の
皆
様
と
共
に
清
掃

活
動
を
開
催
し
た
り
な
ど
な
ど
、
工
夫
を
す
る
こ
と
で
関
わ
る
み

な
さ
ん
が
増
え
、
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
く
だ
さ
る
方
も
か
な

り
増
え
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
我
々
が
掲
げ
て
い
る
の
は
、
交
流
を
増
や
す
中

で
、
地
域
課
題
を
解
決
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
全
体
で
問

題
に
な
る
「
交
流
不
足
」。
こ
れ
に
、
高
校
生
と
い
う
一
番
地
域

を
巻
き
込
み
や
す
い
年
代
が
、
自
身
の
五
感
で
感
じ
、
考
え
、
見

つ
け
た
地
域
課
題
を
「
若
さ
」
の
ブ
ラ
ン
ド
を
生
か
し
な
が
ら
解

決
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
昭
島
市

で
活
動
を
す
る
と
き
に
は
、
清
掃
活
動
や
無
料
塾
を
行
い
ま
す

が
、
八
王
子
支
部
で
は
、
交
流
を
よ
り
積
極
的
に
行
う
た
め
に
、

「
音
楽
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
と
り
い
れ
た
り
、
府
中
支
部
で
は
、

Y
o
u
T
u
b
e
な
ど
の
動
画
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
楽
し
い
配

信
を
し
て
い
ま
す
。
高
校
生
が
「
こ
れ
な
ら
で
き
る
！
」
と
思
え

る
解
決
方
法
を
見
つ
け
、
課
題
解
決
の
た
め
に
、
試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
何
度
も
何
度
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　
「
高
校
生
が
活
動
す
る
地
域
の
未
来
を
守
り
た
い
」。
こ
ん
な
単

純
な
思
い
か
ら
は
じ
ま
っ
た
、
未
来
守
。
私
た
ち
現
役
高
校
生
の

挑
戦
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。
日
本
青
年
館
1
0
0
周
年
に
も

負
け
ず
、
青
年
館
が
2
0
0
周
年
の
際
に
は
、
未
来
守
が
高
校

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
、
1
0
0
周
年
を
迎
え
ら
れ
る

こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
応
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
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地
域
の
未
来
を
守
り
た
い

（東
京
都
昭
島
市
）
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学
生
団
体
Y
U
Z
U

ま
ち
づ
く
り
と
は「
人
」で
あ
る

FacebookInstagramTwitter https://gakusei-yuzu.vercel.app/home
学生団体 YUZU 公式 WEB

　

私
が
所
属
す
る
学
生
団
体
Y
U
Z
U
は
2
0
2
1
年
3
月

に
発
足
し
、
神
奈
川
県
湯
河
原
温
泉
を
拠
点
に
活
動
に
取
り
組
む

団
体
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
地
域
に
入
っ
て
活
動
す
る
第
一
歩
と

し
て
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
や
地
域
清
掃
な
ど
の
活
動
に
取
り
組
ん

で
き
た
。

　

私
が
団
体
で
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
活
動
は
、
地
域
の
名
産

品
で
あ
る
竹
灯
籠
を
用
い
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
で
あ
る
。
団
体
と

し
て
初
め
て
の
オ
フ
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ
り
、
関
係
者
の

方
々
と
の
打
ち
合
わ
せ
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
竹
灯
籠
制
作
、
資
金

調
達
の
た
め
に
初
め
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
に
挑

戦
し
、
多
く
の
方
に
ご
支
援
い
た
だ
い
た
。
そ
し
て
、
最
も
苦
労

し
た
の
が
集
客
で
あ
る
。
参
加
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
な
ん
な

の
か
、
ど
う
す
れ
ば
魅
力
的
に
感
じ
て
も
ら
え
る
の
か
な
ど
み
ん

な
で
頭
を
悩
ま
せ
た
。
こ
れ
は
ひ
い
て
は
地
域
活
性
と
同
じ
考
え

方
、
悩
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
は
、

通
り
が
か
っ
た
地
域
住
民
や
観
光
客
の
方
々
が
足
を
止
め
訪
れ
て

く
だ
さ
る
方
が
多
く
、
そ
の
場
か
ら
た
く
さ
ん
の
つ
な
が
り
が
生

ま
れ
、
温
泉
地
の
方
々
の
あ
た
た
か
さ
を
肌
で
感
じ
た
大
き
な
出

来
事
だ
っ
た
。

　

地
域
で
活
動
し
て
い
く
な
か
で
、
行
政
や
商
工
会
の
方
か
ら
ご

依
頼
を
い
た
だ
き
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
く
機
会
も
次
第
に
多
く
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
外
部
の
方
か
ら

も
お
声
が
け
い
た
だ
く
機
会
が
増
え
、
湯
河
原
町
と
い
え
ば
学
生

団
体
Y
U
Z
U
と
言
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
幾
度
か
あ
っ
た
の

が
活
動
を
続
け
て
い
て
嬉
し
い
と
思
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
。

　

団
体
の
活
動
分
野
で

あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」

と
い
う
枠
を
通
し
て
の

出
会
い
も
広
が
っ
た
。

そ
れ
に
大
き
な
き
っ
か

け
を
与
え
て
く
れ
た
の

が
日
本
青
年
館
主
催
の

「
全
国
ま
ち
づ
く
り
若

者
サ
ミ
ッ
ト
」
で
あ
る
。

昨
年
度
、
同
サ
ミ
ッ
ト

に
登
壇
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
団
体
の
活
動
を
再

認
識
す
る
と
と
も
に
、

自
身
の
活
動
に
誇
り
が

持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
に

携
わ
る
諸
団
体
の
皆
様

と
の
交
流
を
通
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
裾
野
の
広
さ
、
そ
し
て
楽

し
さ
を
改
め
て
感
じ
た
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
ら
全
て
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
は
、
ま
ち
づ
く

り
と
は
「
人
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
私
は
活
動
を
通
し

て
、
地
域
の
方
々
、
そ
し
て
、
苦
楽
を
と
も
に
す
る
大
切
な
仲
間

と
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
一
方
で
、
副
代
表
と
イ
ベ
ン
ト
責
任

者
と
い
う
立
場
を
数
多
く
経
験
し
、
活
動
の
中
で
最
も
頭
を
悩
ま

せ
た
の
も
人
間
関
係
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
足
並
み
を
揃

え
て
活
動
に
取
り
組
む
た
め
に
、
メ
ン
バ
ー
の
近
況
や
団
体
の
活

動
に
対
す
る
想
い
、
熱
量
な
ど
、
メ
ン
バ
ー
ひ
と
り
ひ
と
り
と
向

き
合
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
痛
感
し
た
。

　

あ
り
き
た
り
か
も
し
れ
な
い
が
、
活
動
に
関
わ
っ
て
い
る
地
域

の
方
々
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
こ
れ
が
私
の
活
動

の
や
り
が
い
で
あ
り
原
点
で
あ
る
。
活
動
を
始
め
る
ま
で
名
前
も

知
ら
な
か
っ
た
湯
河
原
町
に
、
今
で
は
親
し
み
を
感
じ
ら
れ
て
い

る
の
が
と
て
も
嬉
し
く
誇
り
に
思
う
。
現
在
で
も
自
身
の
活
動
に

迷
う
と
き
も
あ
る
が
、
支
え
て
く
だ
さ
る
周
り
の
方
々
の
存
在
を

忘
れ
ず
に
、
自
身
が
今
楽
し
い
と
思
う
こ
と
、
や
り
た
い
と
心
か

ら
思
え
る
こ
と
を
全
力
で
取
り
組
む
、
そ
の
想
い
で
こ
れ
か
ら
も

多
く
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

東京都立大学３年。長野県
出身。高校時 代に、地元の
温泉地の活性事業に関わっ
たことをきっかけに地域活
性化に興味を抱く。昨年度、
学生団体 YUZU の副代表を
務めた。

Yuri Suzuki
鈴木  悠里
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C
R
E
N
E
C
T
I
O
N

地
域
か
ら
日
本
を

変
え
て
い
き
た
い

FacebookInstagramTwitter

Crenection 公式 WEB
https://www.crenection.com/

　

私
は
地
域
で
活
動
す
る
若
者
を
繋
げ
る
団
体
で
あ
る

「
C
R
E
N
E
C
T
I
O
N
」
の
代
表
を
し
て
い
る
大
学
生
で
す
。

私
が
C
R
E
N
E
C
T
I
O
N
で
活
動
し
て
い
る
内
容
は
主
に

3
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
取
材
で
す
。
私
は
取
材
を
「
人
生
を
追
体
験
で
き
る
」

も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

取
材
す
る
時
そ
の
人
の
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
活
動
に

至
っ
た
経
緯
ま
で
取
材
し
ま
す
。
な
ぜ
そ
の
選
択
を
し
た
の
か
、

そ
の
背
景
に
は
ど
ん
な
環
境
や
要
因
が
あ
っ
た
の
か
、
色
ん
な
可

能
性
を
探
り
な
が
ら
、
な
ぜ
を
突
き
詰
め
て
取
材
を
し
ま
す
。

そ
う
す
る
と
そ
の
人
が
今
に
至
る
ま
で
歩
ん
で
き
た
道
を
追
体
験

し
て
い
る
よ
う
な
感
覚
に
な
り
、
そ
の
考
え
や
経
験
を
理
解
で
き

る
の
で
す
。
取
材
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
自
分
の
視
野
や
考
え
方

に
深
み
や
幅
が
増
し
て
く
る
の
を
実
感
し
ま
す
。

　

二
つ
目
に
交
流
の
場
づ
く
り
で
す
。
私
は
ま
ち
づ
く
り
と
い
う

分
野
で
活
動
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
地
域
に
根
差
し
た
活
動

は
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
場
づ
く
り
が
ま
ち
づ
く
り
を
本
気
で

し
て
い
る
人
ほ
ど
手
が
届
か
な
い
領
域
だ
か
ら
で
す
。

　

活
動
地
域
が
あ
る
人
な
ら
ば
、
一
番
に
行
う
べ
き
は
自
分
の
地

域
で
の
活
動
で
あ
り
、
他
の
地
域
と
関
係
を
持
っ
た
り
交
流
す
る

の
は
二
の
次
、
ま
し
て
や
自
分
が
そ
の
場
を
主
催
す
る
に
は
キ
ャ

パ
シ
テ
ィ
ー
を
大
き
く
割
く
必
要
が
あ
り
、
自
分
が
地
域
で
の
活

動
に
注
力
し
に
く
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
繋
が
る
場
は
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
大
き
な
意

味
を
持
ち
ま
す
。
こ
の
実
践
事
例
集
を
手
に
と
っ
て
い
る
人
な
ら

な
お
さ
ら
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
を
本
気
で
取
り
組
ん
で
い
る
人
だ
か
ら
こ
そ
、
手

が
回
ら
な
い
領
域
。
こ
れ

を
専
門
で
扱
う
こ
と
で
日

本
全
体
の
地
域
活
動
を
底

上
げ
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

三
つ
目
に
繋
が
り
を
維

持
す
る
事
で
す
。

　

場
づ
く
り
も
大
事
で
す

が
場
を
つ
く
っ
た
だ
け
で

終
わ
ら
ず
、
そ
の
場
の
繋

が
り
を
維
持
す
る
こ
と
も

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
」
の

よ
う
な
社
交
辞
令
な
ど

で
は
な
く
、
本
気
で
お
互
い
の
地
域
に
対
す
る
考
え
方
や
抱
え

る
問
題
を
共
有
し
一
緒
に
悩
み
、
解
決
策
を
模
索
し
合
え
る
よ

う
な
関
係
性
を
維
持
し
て
い
き
た
い
で
す
。
こ
の
関
係
性
は
長

い
間
一
緒
に
仕
事
を
し
た
り
、
同
じ
環
境
で
過
ご
す
こ
と
で

し
か
共
有
で
き
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、

C
R
E
N
E
C
T
I
O
N
の
活
動
を
通
し
て
10
分
前
ま
で
初
対

面
だ
っ
た
人
と
自
分
が
考
え
る
地
域
と
は
何
か
、
団
体
運
営
の
課

題
な
ど
、
地
域
に
対
す
る
熱
量
が
あ
れ
ば
共
有
で
き
る
の
だ
と
い

う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
私
は
こ
の
感
覚
を
も
っ
と
多
く
の
人
に

体
験
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
、
繋
が
り
を
作
る
だ
け
で
な
く
維

持
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
私
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
で
す
。私
の
ビ
ジ
ョ
ン
は「
地

域
か
ら
日
本
を
変
え
る
若
者
が
切
磋
琢
磨
す
る
社
会
を
実
現
し
、

日
本
の
ま
ち
づ
く
り
を
加
速
さ
せ
る
」
こ
と
で
す
。
今
の
日
本
は

各
地
域
で
各
々
の
地
域
課
題
に
立
ち
向
か
っ
て
い
る
孤
軍
奮
闘
状

態
で
す
。
特
に
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
背
負
っ
て
い
く
若
者
ほ
ど
、

自
分
の
地
域
以
外
の
つ
な
が
り
が
な
い
。
S
N
S
は
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
の
綺
麗
な
部
分
を
拡
散
す
る
。
し
か
し
そ
の
裏
に
あ
る
泥
臭

さ
や
、
苦
労
は
見
せ
て
く
れ
な
い
。
課
題
先
進
国
と
言
わ
れ
る
日

本
だ
か
ら
こ
そ
、
孤
軍
奮
闘
で
な
く
志
あ
る
若
者
が
一
致
団
結
し

て
日
本
の
地
域
課
題
を
一
緒
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
社
会
に
し
た

い
で
す
。

Sora Shirota
城田  空

2002 年に東京で生まれ、幼
少期を福島県いわき市で過
ごす。東日本大震災による
原発事故により 7 歳で神奈
川県に引っ越す。大学進学
後まちづくりの活動に絞り
CRENECTION 代表就任。
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高
知
県
青
年
団
協
議
会

四国ブロック青年団協議会
代 表 幹 事・高知 県青 年 団
協 議 会 前 会 長。職 業 はシ
ンガーソングライター、自分
の 歌と活 動で地 元高知か
らエールを発信する全国ツ
アーを目標に活動中。

Chiharu Morioka
森岡  千晴

今
こ
そ
青
年
団
・
社
会
教
育
。

ト
モ
ニ
、コ
レ
カ
ラ
ヲ

　
「
頑
張
れ
…
！
フ
ァ
イ
ト
！
」
舞
台
袖
で
さ
さ
や
く
と
、
そ
っ

と
笑
顔
で
う
な
ず
く
メ
ン
バ
ー
た
ち
。
こ
の
光
景
を
目
の
当
た
り

に
し
た
時
、「
こ
れ
や
！
」
と
心
が
う
る
う
る
と
し
ま
し
た
。

　

高
知
県
青
年
団
協
議
会
（
以
下
、
県
団
）
が
コ
ロ
ナ
禍
で
力
を

入
れ
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
の
一
つ
に
「
劇
団
高
知
家
青
年
団
」
が

あ
り
ま
す
。
5
、6
年
前
よ
り
、
高
知
の
偉
人
「
ジ
ョ
ン
万
次
郎
」

や
防
災
、
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
運
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ

を
発
信
す
る
手
段
と
し
て
寸
劇
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
各
地

の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
る
中
で
、
み
ん
な
が
参
加
で
き

る
場
所
や
企
画
を
作
ろ
う
と
県
団
役
員
で
話
し
合
っ
た
結
果
で

し
た
。
初
め
て
県
内
各
地
の
青
年
団
メ
ン
バ
ー
に
も
声
を
か
け
る

と
、
総
勢
20
名
が
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

寸
劇
の
テ
ー
マ
に
し
た
の
は
「
北
海
道
開
拓
物
語
」。
北
の
大

地
開
拓
に
高
知
県
人
が
尽
力
し
た
と
知
っ
た
の
は
、
高
知
県
津
野

町
と
姉
妹
都
市
の
北
海
道
訓
子
府
町
・
菊
池
一
春
町
長
が
感
慨
深

く
高
知
の
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
語
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
し
た
。
知
ら
な
い
こ
と
を
み
ん
な
で
学
び
交
流
し
な
が
ら

深
め
て
い
け
る
楽
し
さ
は
、
青
年
団
活
動
の
魅
力
の
一
つ
で
す
。

　

人
前
で
大
声
を
出
す
こ
と
に
緊
張
気
味
の
メ
ン
バ
ー
も
い
ま

し
た
が
、
一
人
が
真
剣
に
セ
リ
フ
を
言
い
始
め
る
と
、
続
々
と
感

情
の
乗
っ
た
セ
リ
フ
が
飛
び
交
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

寸
劇
で
生
ま
れ
た
成
果
は
ズ
バ
リ
「
団
結
力
」「
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
向
上
」、
そ
し
て
圧
倒
的
に
「
響
く
！
伝
わ
る
！
発
信
力
」

で
す
。
仲
間
の
知
ら
な
か
っ
た
一
面
が
見
え
、
し
だ
い
に
お
互
い

の
性
格
を
受
け
止
め
合
い
な
が
ら
や
り
と
り
を
し
、
仲
が
深
ま
っ

て
い
く
。
寸
劇
を
通
じ
て
一
緒
に
一
つ
の
場
所
・
時
間
・
空
気

を
作
っ
て
い
く
感
覚
を
味
わ

い
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
そ

の
後
の
活
動
で
自
然
と
頼
り

合
っ
た
り
相
談
し
合
っ
た
り

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
今
回

主
人
公
を
演
じ
た
土
佐
清
水

市
青
年
団
団
長
の
宮
崎
果
七

く
ん
に
は
誰
も
が
刺
激
を
受

け
ま
し
た
。
長
い
セ
リ
フ
に

も
ひ
る
ま
ず
一
生
懸
命
に
臨

み
、
何
よ
り
楽
し
み
な
が
ら

取
り
組
む
彼
の
姿
に
チ
ー
ム

の
気
合
は
一
段
と
強
ま
り
一

体
感
が
高
ま
り
ま
し
た
。
若

者
た
ち
が
演
じ
る
姿
に「
や
っ

ぱ
し
、
若
い
も
ん
の
パ
ワ
ー

は
え
い
ね
ぇ
！
」
と
想
像
以
上
に
寸
劇
へ
の
反
響
が
あ
り
、
繋
が

り
の
な
か
っ
た
県
内
各
地
の
地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら
出
演
の
声
を

い
た
だ
け
、
多
く
の
人
に
青
年
団
や
社
会
教
育
に
触
れ
て
も
ら
う

機
会
に
も
な
っ
た
こ
と
が
大
変
嬉
し
い
で
す
。

　

人
と
人
と
が
生
み
出
す
感
動
な
ど
、
や
り
と
り
の
過
程
は
タ
フ

だ
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
越
え
て
関
係
が
深
ま
る

こ
と
は
、
何
と
も
言
え
な
い
ぬ
く
も
り
や
力
が
湧
き
立
ち
ま
す
。

こ
れ
が
大
事
な
こ
と
で
、そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
生
き
る
力
と
な
り
、

地
域
の
活
気
の
源
に
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
大
人
に
な
っ
て
も

葛
藤
す
る
人
間
関
係
だ
か
ら
こ
そ
、
同
世
代
や
子
ど
も
た
ち
に
も

「
失
敗
し
て
も
大
丈
夫
だ
よ
」
と
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　

私
た
ち
に
と
っ
て
の
課
題
は
、「
こ
れ
か
ら
の
自
分
た
ち
」で
す
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
本
当
に
高
ま
り
、
み
ん
な
が
集
ま
れ
ば
チ
ー
ム

の
空
気
が
す
ぐ
に
生
ま
れ
活
動
も
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
そ
の
分
、自
分
た
ち
が
ど
う
し
て
い
き
た
い
の
か
、ど
う
あ
り
た

い
の
か
と
い
う
こ
と
が
よ
り
鮮
明
に
問
わ
れ
事
業
ご
と
に
み
ん
な

で
模
索
し
て
い
ま
す
。
青
年
団
活
動
は
一
人
ひ
と
り
が
時
間
や
事

情
も
調
整
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
意
義
の
あ
る
、
や

り
が
い
の
あ
る
活
動
を
、
こ
れ
か
ら
も
繋
い
で
い
き
た
い
で
す
。

全
国
で
活
動
す
る
み
な
さ
ん
！
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

や
っ
ぱ
り
お
疲
れ
様
の
乾
杯
は
ひ
と
し
お
で
す
よ
ね
！

「
ト
モ
ニ
、
コ
レ
カ
ラ
ヲ
」
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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多
摩
市
若
者
会
議

Youtube FacebookInstagramTwitter https://tamayouth.jp/
多摩市若者会議  公式 WEB

Yoshihiro Takano
髙野  義裕

合 同 会 社 MichiLab 代 表
社員 。多摩市出身、都内企
業の SE、学生時代から多摩
ニュータウンのまちづくりに
取り組む。就職を機に多摩
を離れる。結婚後妻を説得
し多摩ニュータウンに戻る。

21
　

多
摩
市
若
者
会
議
は
2
0
1
7
年
度
に
多
摩
市
の
事
業
と
し

て
始
ま
っ
た
取
り
組
み
で
す
。
多
摩
市
若
者
会
議
の
特
徴
は
、

参
加
者
を
市
民
に
限
定
し
て
い
な
い
こ
と
と
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
に
総
務
省
地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
林
田
暢
明
氏
を

迎
え
、
提
案
者
で
あ
る
若
者
が
自
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
・

立
案
し
、
実
践
し
て
い
く
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
上
辺
だ
け
で

は
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

　

2
年
目
に
「
未
知
カ
フ
ェ
」
と
い
う
若
者
の
拠
点
（
飲
食
営

業
も
可
能
な
活
動
交
流
拠
点
）
の
ア
イ
デ
ア 

を
実
践
し
よ
う
と

な
っ
た
と
き
に
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
資
金
調
達
す

る
方
針
と
な
り
、
私
自
身
も
「
本
気
か
？
」
と
驚
き
ま
し
た
。

　

多
摩
市
は
市
域
の
6
割
を
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
が
占
め
、

市
民
の
大
半
は
昭
和
40
年
代
以
降
に
移
り
住
ん
だ
新
住
民
と
そ
の

子
ど
も
で
す
が
、
多
摩
市
周
辺
に
大
学
の
郊
外
キ
ャ
ン
パ
ス
が
多

く
立
地
し
て
い
る
た
め
、
大
学
生
も
多
く
住
ん
で
い
ま
す
。
当
初

の
多
摩
市
若
者
会
議
は
周
辺
大
学
の
大
学
生
が
多
く
、
私
の
よ
う

な
多
摩
市
出
身
2
世
代
目
の
社
会
人
は
少
数
派
で
し
た
。

　

自
ら
資
金
調
達
し
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
し
よ
う
な
ん
て
、
社
会

人
の
多
く
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
壮
大
で
「
熱
い
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
す
。
私
自
身
が
多
摩
市
若
者
会
議
に
コ
ミ
ッ
ト
し
た
い
と

思
っ
た
の
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
資
金
調
達
し
よ
う
と
な
る
と
、
メ

ン
バ
ー
自
身
が
「
自
分
事
」
と
し
て
友
人
や
身
内
に
支
援
を
お

願
い
で
き
な
い
と
な
り
ま
せ
ん
。
活
動
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
多
摩

市
出
身
の
社
会
人
が
増
え
る
一
方
で
、
大
学
生
メ
ン
バ
ー
が
多

数
離
れ
て
い
っ
た
の
も
こ

の
時
期
で
し
た
。
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ

る
資
金
調
達
に
成
功
し
、

地
域
の
工
務
店
の
指
導

の
下
D
I
Y
中
心
で
内

装
を
完
成
、
3
年
目
の

2
0
1
9
年
春
に
「
未

知
カ
フ
ェ
」
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。

　

多
摩
市
若
者
会
議
は
林

田
氏
の
意
向
も
あ
り
、
当

初
か
ら
3
年
間
の
取
り

組
み
と
期
間
が
決
め
ら

れ
て
い 

ま
し
た
未
知
カ

フ
ェ
オ
ー
プ
ン
直
後
、
カ

フ
ェ
の
運
営
や
そ
の
他
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
中
、
4
年
目
以
降
の
未
知
カ
フ
ェ

や
若
者
会
議
の
取
り
組
み
を
ど
う
す
る
か
決
め
な
く
て
は
な
ら

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
活
動
を
継
続
し
た
い
気
持
ち
は
メ
ン
バ
ー

の
総
意
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

4
年
目
の
2
0
2
0
年
4
月
に
社
会
人
メ
ン
バ
ー
の
有
志 

6
名
と
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
林
田
氏
（
顧
問
）
の
7
名
で
合

同
会
社
M
i
c
h
i
L
a
b
を
設
立
、
こ
の
法
人
が
多
摩
市
か

ら
多
摩
市
若
者
会
議
の
事
業
を
受
託
す
る
形
で
メ
ン
バ
ー
自
身

に
よ
る
体
制
に
移
行
、
コ
ロ
ナ
禍
で
飲
食
店
営
業
も
ま
ま
な
ら
な

い
中
、
若
者
会
議
以
外
の
事
業
に
も
取
り
組
み
、
受
託
事
業
を
通

じ
た
若
者
の
活
躍
の
場
を
増
や
し
な
が
ら
多
摩
市
と
の
協
力
関

係
を
継
続
・
発
展
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
多
摩
市
若
者
会
議
は
6
年
目
、
合
同
会
社 

M
i
c
h
i
L
a
b
は
3
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
6
年
前
に
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン 

デ
ィ
ン
グ
を
「
自
分
事
」
と
し
て
取
り
組
ん
だ

メ
ン
バ
ー
の
多
く
は
今
も
活
動
に
参
加
し
、
多
摩
市
に
移
住
し
て

く
れ
た
メ
ン
バ
ー
も
い
ま
す
。
世
代
交
代
が
進
ま
な
い
こ
と
や
、

未
知
カ
フ
ェ
オ
ー
プ
ン
以
降
に
参
画
し
た
メ
ン
バ
ー
の
定
着
率

が
低
い
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
ど
う
す
れ
ば
地
域
の
こ
と
・
若
者

会
議
の
活
動
を
「
自
分
事
」
に
し
て
も
ら
え
る
か
を
日
々
手
探
り

で
探
し
て
い
る
状
況
で
す
。

い
か
に
「
自
分
事
」に
し
て
い
く
か （東

京
郡
）
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現
代
の
青
年
団
活
動
が
生
み
出
す
価
値
と
課
題 

― 

宮
城
県
内
の
青
年
団
の
事
例
か
ら 

―

（特
定
非
営
利
活
動
法
人  

秋
田
県
南
N
P
O
セ
ン
タ
ー

 

南
部
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
次
長
）

奥 

ち
ひ
ろ

１
．「青
年
団
」
は
本
当
に
「オ
ワ
コ
ン
」
な
の
か

　

青
年
団
は
過
去
の
も
の
で
あ
り
、
オ
ワ
コ
ン
（
終
わ
っ
た
コ
ン

テ
ン
ツ
＝
ブ
ー
ム
が
過
ぎ
去
り
、
先
が
な
い
と
み
な
さ
れ
て
い
る

も
の
）
だ
と
思
っ
て
い
る
人
は
多
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う

に
簡
単
に
決
め
つ
け
、
切
り
捨
て
な
い
で
ほ
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、

私
も
そ
の
認
識
を
改
め
た
か
ら
だ
。

　

私
が
初
め
て
「
青
年
団
」
を
意
識
し
た
の
は
、秋
田
県
内
に
「
若

者
会
議
」
と
い
う
若
者
の
社
会
参
画
の
仕
組
み
を
定
着
さ
せ
よ
う

と
奔
走
し
て
い
た
2
0
1
5
年
頃
だ
っ
た
。
秋
田
県
議
会
で
小
会

派
の
議
員
に
よ
る
自
主
勉
強
会
に
招
か
れ
、
若
者
会
議
に
つ
い
て

説
明
し
た
時
に
、
青
年
団
O
B
で
県
議
会
議
員
（
当
時
）
の
瀬
田

川
榮
一
さ
ん
に
青
年
団
か
ら
学
ぶ
こ
と
を
諭
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
当
時
の
私
が
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
県
内
で
は
大
潟
村

に
青
年
団
が
あ
る
ら
し
い
と
い
う
情
報
く
ら
い
で
、
他
市
町
村
で

も
現
在
70
代
く
ら
い
の
方
が
若
か
り
し
頃
に
活
発
に
活
動
し
て

い
た
と
い
う
話
し
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

青
年
団
が
あ
る
地
域
は
現
存
す
る
も
の
の
、
全
国
的
に
も
団
員

の
減
少
と
と
も
に
活
動
も
縮
小
し
て
き
て
い
る
と
い
う
。
一
方
、

最
盛
期
で
は
3
0
0
万
人
以
上
の
団
員
が
い
た
時
代
も
あ
り
、

1
0
0
年
を
超
え
る
歴
史
が
あ
る
の
も
ま
た
事
実
だ
。
若
者
会
議

も
今
や
全
国
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
が
、
そ
の
歴
史
は
秋
田
県

内
で
ス
タ
ー
ト
し
た
2
0
0
9
年
以
降
の
も
の
で
あ
り
、
ま
だ
15

年
に
も
満
た
な
い
。
時
代
背
景
の
違
い
は
あ
れ
ど
、
青
年
団
が
こ

こ
ま
で
全
国
的
な
ウ
エ
ー
ブ
と
な
り
継
続
さ
れ
て
い
る
の
は
、
青

年
団
活
動
に
何
ら
か
の
価
値
や
若
者
た
ち
に
よ
る
活
動
の
ヒ
ン
ト

が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
今
回
は
宮
城
県
内
で
活
動
す
る
青
年
団
の

み
な
さ
ん
の
お
話
か
ら
、
そ
の
糸
口
を
見
出
し
て
い
き
た
い
。
青

年
団
の
実
践
知
を
ふ
り
か
え
り
、
み
ん
な
で
学
ん
で
い
こ
う
。

２
．青
年
団
と
は
な
に
か

　

そ
も
そ
も
、「
青
年
団
」
と
は
な
ん
だ
ろ
う
。
い
く
つ
か
の
資
料

学校区もしくは市町村単位に構成される地縁型の自主組織
その地域に住む青年であれば誰でも入ることができ、職業、
趣味、思想信条等は問われない

・
・

・

・

・

・

自己開発、自己成長（青年が直面する問題を正しく理解し、
自らの頭で考え、自らの力で解決するための知識や技術を
身につけること）
社会開発、社会変革（青年を取りまく環境、地域社会をよ
りよいものに高めていくこと）
青年の集団として、団員個々の要求に応えること

・

・

・

・

・

・
・

団則に基づき、団長、副団長、事務局長、監事などの役員
を置く。
※取材によると、空席となっている場合もある。
※後述する県青年団には上記の役職に加えて、各事業を担
　当する常任理事がいる。
理事会や総会の決議を重要視し、可決された年度計画に基
づき活動を行う。
全国的な組織の枠組みと事業を持っている(下記参照)。

・
・
・
・
・

レクリエーション活動（ダンス、ゲーム等）
スポーツ活動（野球、バレー等）
文化活動（演劇、コーラス、郷土芸能等）
ボランティア活動（花いっぱいや清掃、施設慰問等）
社会活動（村おこし、明正選挙、青年議会、北方領土、
核兵器廃絶等）

青年の生活を高めること

・学生も含むが、多くは働く青年男女によって構成される
（20 ～ 30代中心）

① 青年団の条件

③ 目的達成のための
　アプローチ

② 青年団の目的

⑤ 活動内容例

⑥ 組織形態 日本青年団協議会

道府県青年団体連絡協議会

④ 参加者

加盟する各道府県の青年団連合組織を統括する。地域での青年
団活動や広域組織での活動を経験したリーダーが役員となる。
年1回、全国青年大会※１と全国青年問題研究集会※2を日本青年
館と共催。
全国の青年団の現状を踏まえた事業や研修会を実施。
日本青年館に事務所を置く。

・郡市や町村の青年団を統括する。
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と
今
回
の
調
査
を
も
と
に
、
表
の
よ
う
に
整
理
を
行
っ
た
。

３
．青
年
団
の
成
り
立
ち
と
経
緯

　

こ
れ
ら
の
青
年
団
活
動
は
、
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
き
た
の

だ
ろ
う
。
右
表
に
記
載
し
て
い
る
文
献
お
よ
び
文
部
科
学
省
が
発

行
し
た
『
学
制
百
年
史
』（
1
9
8
1
）
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。

　

青
年
団
の
前
身
は
江
戸
時
代
に
定
着
し
た
若
者
組
、
若
集
組
だ

と
い
わ
れ
、
ム
ラ
の
自
治
機
能
の
一
部
を
果
た
し
て
い
た
と
い
う
。

1
8
7
0（
明
治
10
）年
代
頃
か
ら
は
青
年
会
、夜
学
会
な
ど
が
新
た

に
生
ま
れ
、
特
に
農
村
で
は
若
者
組
の
組
織
を
再
編
し
な
が
ら
発

展
し
、
知
識
の
習
得
、
風
紀
の
改
善
、
農
事
の
改
良
等
に
活
躍
す

る
青
年
の
集
団
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
い
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
日

露
戦
争
以
降
、
青
年
団
に
目
を
付
け
た
政
府
に
よ
り
教
化
訓
練
団

体
と
し
て
変
革
さ
せ
ら
れ
、
戦
時
体
制
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
。

　

こ
の
頃
、
東
北
地
方
で
は
凶
作
飢
饉
が
続
き
、
宮
城
県
内
の
青

年
団
は
村
お
こ
し
に
着
手
。
1
9
3
5
（
昭
和
10
）
年
、
宮
城
県

青
年
団
は
青
年
に
夢
と
希
望
を
与
え
よ
う
と
、
伊
達
政
宗
公
騎
馬

像
を
仙
台
城
址
に
設
置
。
戦
争
の
激
化
に
伴
い
、
像
は
金
属
供
出

の
た
め
に
回
収
さ
れ
た
が
、後
に
胸
部
と
銘
板
が
発
見
・
保
存
さ
れ
、

宮
城
県
青
年
団
の
名
前
を
後
世
に
残
し
て
い
る
（
現
在
城
址
に
あ

る
騎
馬
像
は
復
元
さ
れ
た
2
代
目
。
初
代
は
胸
像
と
し
て
仙
台
市

博
物
館
に
保
存
さ
れ
て
い
た
が
2
0
2
3
年
4
月
に
城
址
に
移
設

さ
れ
た
）。

　

1
9
4
5
（
昭
和
20
）
年
、
青
年
団
の
全
国
組
織
は
学
徒
隊
へ

再
編
成
さ
れ
解
散
。
8
月
に
日
本
は
敗
戦
を
迎
え
る
。
青
年
た
ち

は
戦
争
に
加
担
し
た
経
験
を
反
省
し
、
自
主
的
で
民
主
的
な
組
織

を
目
指
し
た
新
た
な
青
年
団
を
各
地
で
再
建
し
た
。地
域
を
超
え
た

広
域
的
な
共
通
課
題
に
も
挑
む
必
要
が
あ
る
と
各
道
府
県
青
年
団
、

続
い
て
日
本
青
年
団
協
議
会
（
以
下
、
日
青
協
）
を
組
織
し
、
地

域
課
題
が
全
国
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
日
青
協
の
運
動
を
形
成
し
た

り
、
日
青
協
が
提
唱
し
た
運
動
が

全
国
の
青
年
団
に
普
及
し
た
り
し

て
い
っ
た
。
運
動
は
ム
ラ
の
古
い

価
値
観
や
貧
し
さ
か
ら
の
解
放
を

目
指
し
、
地
域
の
民
主
化
や
生
活

の
近
代
化
、
地
域
産
業
の
改
善
等

多
岐
に
わ
た
っ
た
。
1
9
5
3（
昭

和
28
）
年
に
青
年
学
級
振
興
法
が

制
定
さ
れ
、
青
年
学
級
の
開
設
や

社
会
教
育
主
事
の
設
置
が
行
わ
れ

※1

※2

第二次世界大戦後のサンフランシスコ講和条約締結を記念して

1952（昭和27）年に初開催された青年によるスポーツ・文化の

祭典。日頃の練習の成果を競い合い、参加者同士の連帯や友情

を深め合う。

家庭や仕事、恋愛、青年団活動などでぶつかる青年ならではの

問題や実践を持ち寄り、ひとりの課題をみんなの課題として考え、

語り合いを通じて解決策を見出す場。1955（昭和30）年に初開催。

・各道府県の青年会館、日本青年館
青年団を中心に設立された別組織が運営。青年団の活
動場所の確保や活動への助言等を行う。宿泊料等を収
入とし、財政的支援を行いつつ経営を安定化させようと
努めている。

郡市・町村青年団体連絡協議会

・全国青年大会の予選会として、各道府県青年体育大会と青年  
　文化祭を主催。
・各道府県青年問題研究集会を主催。ここで取り上げられた話
　題のうち、全国の青年団で考えたいことが全国青年問題研究
　集会で議論される。
・各道府県青年会館に事務所を置く。

・地域の青年団を統括する。
・郡市や町村の青年体育大会、青年文化祭を主催。
・地域青年団の交流・研修事業

地域青年団
・青年が住む地域ごとに活動を展開する。

⑦その他の支援体制

…

・各市町村や各道府県の教育委員会
青年団を管轄し、補助金確保や活動の後方支援等を行っ
ている。

…

第1回全国青年問題研究大会

参考文献：『社会教育・生涯学習辞典』（社会教育・生涯学習辞典編集委員会（2012））
　　　　　『宮城流青年団仕掛人運営指南書　上巻「入門の巻」』（宮城県青年団研究所（1988））
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る
中
、
日
青
協
は
自
主
性
・
民
主
性
に
重
き
を
置
き
、
語
り
合
い

を
中
心
と
し
た
学
び
「
共
同
学
習
論
」
を
展
開
し
て
そ
の
推
進
を

計
っ
た
。

　

高
度
経
済
成
長
期
以
降
は
、
産
業
構
造
や
地
域
共
同
体
の
変
化

に
よ
り
青
年
の
都
市
流
出
が
顕
在
化
。
青
年
の
関
心
も
地
域
社
会

の
問
題
や
学
習
か
ら
趣
味
的
な
も
の
に
移
り
、
青
年
団
の
団
員
減

少
は
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
。
団
内
に
趣
味
サ
ー
ク
ル
を
作
っ
た

り
サ
ー
ク
ル
的
運
営
を
し
た
り
し
て
対
応
し
よ
う
と
す
る
青
年
団

が
増
加
す
る
と
、
地
域
性
の
希
薄
化
に
危
機
を
感
じ
た
日
青
協
は
、

青
年
団
の
目
的
は
「
青
年
の
生
活
を
高
め
る
こ
と
」
に
あ
る
と
統

一
理
念
を
掲
げ
た
。

４
．青
年
団
活
動
の
今

　

以
上
の
変
遷
を
辿
り
な
が
ら
、
青
年
団
は
現
在
も
全
国
に
存
在

し
て
い
る
。
今
回
は
、
宮
城
県
内
で
活
動
す
る
18
青
年
団
の
う
ち
、

大
和
町
連
合
青
年
団
と
そ
の
広
域
組
織
で
あ
る
黒
川
郡
連
合
青

年
団
、
蔵
王
町
青
年
団
体
連
絡
協
議
会
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の
広
域

組
織
で
あ
る
宮
城
県
青
年
団
連
絡
協
議
会
の
活
動
を
紹
介
す
る
。

①
大
和
町
連
合
青
年
団

　

黒
川
郡
大
和
町
は
、宮
城
県
中
部
に
あ
る
人
口
約
2
8
0
0
0
人

の
町
だ
。
か
つ
て
は
町
内
の
地
域
単
位
に
青
年
団
が
あ
っ
た
が
現

在
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、そ
れ
ら
の
連
絡
調
整
機
能
を
持
っ
て
い
た

大
和
町
連
合
青
年
団
（
以
下
、
大
和
町
青
年
団
）
は
1
つ
の
活
動

主
体
と
な
っ
て
い
る
。

　

団
長
の
萩
原
聖
之
さ
ん
に
よ
る
と
、
大
和
町
青
年
団
は
「
団
員

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
目
的
と
し
て
お
り
、
町

な
ど
が
主
催
す
る
夏
祭
り
に
出
店
等
で
協
力
す
る
ほ
か
、子
ど
も
た

ち
へ
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
届
け
る
「
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
事

業
」、
小
学
生
向
け
プ
ラ
モ
デ

ル
教
室
を
主
催
し
て
い
る
。
月

1
回
、
町
民
研
修
セ
ン
タ
ー

で
開
く
定
例
会
で
は
活
動
準
備

を
行
う
ほ
か
、
新
た
な
活
動
が

発
案
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
活

動
後
に
は
青
年
団
O
B
・
O
G

に
も
声
を
か
け
て
慰
労
会
を
行

い
、
団
員
同
士
の
交
流
も
大
切

に
す
る
。

　

課
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
団

員
の
減
少
と
世
代
交
代
だ
。
18
歳
か
ら
40
歳
ま
で
の
人
で
あ
れ
ば

誰
で
も
入
団
で
き
る
が
、
現
在
の
団
員
は
6
人
で
、
萩
原
さ
ん
を

は
じ
め
と
す
る
3
人
の
主
力
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
萩
原
さ
ん
を
除
く

2
人
は
40
歳
を
超
え
た
。
萩
原
さ
ん
も
団
長
と
な
っ
て
8
年
が
経

過
し
た
が
、
後
継
者
が
い
な
い
こ
と
が
悩
み
と
な
っ
て
い
る
。
数

年
前
か
ら
は
解
散
を
視
野
に
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
が
、

萩
原
さ
ん
の
青
年
団
を
途
切
れ
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
思
い

が
踏
み
と
ど
ま
ら
せ
て
い
る
。「
ま
ち
が
廃
れ
て
い
く
と
い
っ
た
危

機
感
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
慣
れ
親
し
ん
だ
ま
ち
を

良
く
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
若
者
が
変
わ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

自
分
た
ち
の
た
め
と
い
う
よ
り
も
地
域
の
た
め
に
活
動
し
よ
う

と
い
う
団
員
共
通
の
思
い
が
あ
り
ま
す
」
と
萩
原
さ
ん
は
言
う
。

2
0
2
0
年
か
ら
は
町
に
協
力
を
仰
ぎ
、
成
人
式
や
町
の
広
報
紙

を
活
用
し
て
団
員
募
集
を
開
始
。
今
後
は
S
N
S
も
活
用
す
る
予

定
だ
。

②
黒
川
郡
連
合
青
年
団

　

黒
川
郡
連
合
青
年
団
（
以
下
、
黒
川
郡
青
年
団
）
は
、
大
和
町

青
年
団
、
大
郷
町
青
年
会
、
大
衡
村
青
年
団
、
富
谷
市
青
年
団
が

加
盟
す
る
郡
単
位
の
広
域
組
織
だ
（
富
谷
町
は
平
成
の
合
併
で
単

独
市
制
）。
大
和
町
青
年
団
の
萩
原
さ
ん
は
黒
川
郡
青
年
団
の
団
長

を
兼
務
す
る
。

　

萩
原
さ
ん
に
よ
る
と
黒
川
郡
青
年
団
の
目
的
は「
地
域
貢
献
」で
、

こ
れ
は
「
市
町
村
の
青
年
団
が
掲
げ
る
目
的
の
延
長
線
上
に
あ
る
」

と
い
う
。
そ
の
活
動
に
は
団
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
で
あ
る

「
黒
川
サ
ミ
ッ
ト
」、「
黒
川
郡
青
年
体
育
大
会
」が
あ
る
。
郡
青
年
体

育
大
会
は
県
大
会
の
予
選
会
と
し
て
開
催
し
て
き
た
が
、
出
場
者

の
減
少
か
ら
現
在
は
団
員
同
士
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
会
と
し

て
継
続
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、「
く
ろ
か
わ
コ
ー

ラ
ス
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
主
催
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
青
年
に
よ
る
文
化
活
動
の

活
性
化
を
目
的
に
日
青
協
が
主

催
し
た
「
文
化
活
動
リ
ー
ダ
ー

養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
通
称
『
地

域
が
ス
テ
ー
ジ
！
』
事
業
）」

が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
も
の

だ
。
モ
デ
ル
地
区
と
な
っ
た
黒

川
郡
青
年
団
は
合
唱
を
学
び
、

団
内
に
合
唱
部
を
設
立
。
部
員

は
4
名
と
減
少
し
た
が
、
17

サンタクロース事業くろかわコーラスチャリティコンサート
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年
経
っ
た
現
在
も
練
習
を
続
け
て
い
る
。
コ
ン
サ
ー
ト
は
合
唱
部

や
地
域
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の
発
表
の
場
と
し
て
開
催
し
て
い

る
も
の
で
、
チ
ケ
ッ
ト
販
売
に
よ
る
収
入
は
4
市
町
村
の
教
育
委

員
会
を
通
じ
て
学
校
図
書
の
購
入
代
金
と
し
て
寄
付
し
て
い
る
。

③
蔵
王
町
青
年
団
体
連
絡
協
議
会

　

蔵
王
町
は
、
宮
城
県
南
西
部
に
位
置
す
る
人
口
約

1
1
0
0
0
人
の
町
だ
。
蔵
王
町
青
年
団
体
連
絡
協
議
会
（
以
下
、

蔵
王
町
青
年
会
）
も
地
域
単
位
に
あ
っ
た
青
年
団
の
広
域
組
織
と

し
て
結
成
さ
れ
た
が
、
地
域
青
年
団
の
解
散
に
よ
り
1
つ
の
活
動

主
体
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

会
長
の
佐
藤
和
博
さ
ん
と
会
員
の
吉
田
歩
実
さ
ん
に
よ
る

と
、
蔵
王
町
青
年
会
の
目
的
は
「
ま
ち
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
、
地

域
貢
献
す
る
こ
と
」
だ
と
い
い
、
ご
み
拾
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

取
り
組
む
ほ
か
、
町
な
ど
が
主
催
す
る
「
遠
刈
田
温
泉
大
道
芸

F
e
s
t
i
v
a
l
」
の
共
催
団
体
、「
遠
刈
田
温
泉
仮
装
盆
踊
り

大
会
」
の
実
行
委
員
と
し
て
、
青
年
会
が
代
々
担
う
役
割
を
務
め

て
い
る
。

　
「
仙
南
青
年
文
化
祭
」
に
も
実
行
委
員
と
し
て
携
わ
る
。
こ
れ

は
、
七
ヶ
宿
町
を
除
く
仙
南
地
区
の
2
市
7
町
（
白
石
市
、
角
田

市
、
蔵
王
町
、
大
河
原
町
、
村
田
町
、
柴
田
町
、
川
崎
町
、
丸
森
町
）

で
毎
年
開
催
地
を
変
え
な
が
ら

開
か
れ
る
も
の
で
、
も
と
も
と

は
県
青
年
文
化
祭
の
予
選
会
と

し
て
地
区
内
の
青
年
団
が
主
催

し
て
い
た
。
現
在
は
青
年
団
の

な
い
市
町
村
が
増
え
た
た
め
、

2
市
7
町
と
宮
城
県
の
教
育

委
員
会
が
主
催
し
、
企
画
・
運

営
が
実
行
委
員
会
に
委
ね
ら
れ

て
い
る
。
蔵
王
町
青
年
会
は
文

化
祭
で
演
劇
を
披
露
し
て
き
た

が
、
現
在
、
文
化
祭
の
目
的
や
あ
り
方
が
見
直
さ
れ
て
い
る
最
中

で
あ
り
、
2
0
2
3
年
は
廃
校
舎
を
会
場
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

や
地
域
の
自
慢
大
会
を
行
っ
た
。

　

他
に
も
、
蔵
王
町
青
年
会
は
町
教
育
委
員
会
か
ら
の
依
頼
を
受

け
て
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
の
交
流
や
育
成
に
関
わ
っ
て
お
り
、

青
年
会
会
員
の
半
数
は
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
経
験
者
と
な
っ
て
い

る
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
毎
週
公
民
館
で
開
く
定
例
会
で
準
備
す
る
。

「
や
る
と
き
は
し
っ
か
り
や
っ
て
、
遊
ぶ
と
き
は
思
い
っ
き
り
遊

ぶ
。
大
変
な
こ
と
も
多
い
か
ら
こ
そ
、
仲
良
く
楽
し
み
な
が
ら
活

動
し
よ
う
と
会
員
に
伝
え
て
い
ま
す
」と
佐
藤
さ
ん
は
話
す
。
ゲ
ー

ム
を
し
た
り
地
域
へ
出
か
け
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
う
し
た

「
遊
び
」も
定
例
会
で
の
雑
談
か
ら
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る
と
い
う
。

時
に
は
家
庭
や
職
場
で
の
悩
み
を
語
り
出
す
会
員
も
い
る
。
話
し

足
り
ず
に
公
民
館
閉
館
後
も
駐
車
場
で
雑
談
す
る
こ
と
が
多
い
と

い
う
。

④
宮
城
県
青
年
団
連
絡
協
議
会

　

宮
城
県
青
年
団
連
絡
協
議
会

（
以
下
、
宮
城
県
団
）
は
、
県
内

で
活
動
す
る
青
年
団
の
広
域
組

織
で
、
黒
川
郡
を
含
む
16
青
年
団

が
加
盟
団
、
蔵
王
町
を
含
む
２
青

年
団
が
準
加
盟
団
と
な
っ
て
い

る
。
蔵
王
町
青
年
会
の
佐
藤
さ

ん
は
、
宮
城
県
団
の
会
長
も
兼

務
す
る
。

　

宮
城
県
団
は
「
地
域
の
青
年
が

伸
び
伸
び
と
活
動
で
き
る
世
の

中
を
作
る
た
め
、
地
域
の
青
年
団

活
動
を
後
押
し
し
て
い
る
」
と

佐
藤
さ
ん
は
言
い
、「
全
国
青
年
大
会
」
の
予
選
会
で
あ
る
「
宮
城

県
青
年
文
化
祭
」「
宮
城
県
青
年
体
育
大
会
」
を
主
催
し
て
い
る
。

出
場
者
の
減
少
か
ら
団
体
や
年
齢
の
枠
を
超
え
て
参
加
を
募
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
同
時
に
青
年
層
の
体
育
競
技
や
文
化
活
動
を
活

性
化
す
る
役
割
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
っ
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
時
は
体
育
祭
を
中
止
、
文
化
祭
は
動
画
を

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
共
有
す
る
形
と
し
た
が
、2
0
2
2
年
は
3
年
ぶ

り
に
対
面
開
催
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
宮
城
県
団
は
「
宮
城
県
青
年
問
題
研
究
集
会
」（
以
下
、

宮
城
県
青
研
集
会
）
も
主
催
す
る
。
青
研
集
会
は
日
青
協
が
生
み

出
し
た
「
共
同
学
習
論
」
を
具
現
化
し
た
も
の
で
、
日
青
協
が
発

行
し
た
『
共
同
学
習
の
手
引
き
』
に
よ
る
と
「
自
分
た
ち
の
問
題

を
自
分
た
ち
で
考
え
、
そ
の
解
決
を
追
及
し
て
い
く
」
場
だ
。「
生

活
の
問
題
や
社
会
の
問
題
を
ひ
と
り
ひ
と
り
が
ど
う
み
る
こ
と
が

正
し
い
か
を
話
し
合
い
、
正
し
い
こ
と
は
勇
気
を
も
つ
て
実
践
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
話
し
合
い
を
充
実
さ
せ
」
た
り
「
経

験
に
学
ん
で
運
動
を
理
論
化
」
し
た
り
す
る
と
い
う
。
宮
城
県
青

研
集
会
は
毎
年
、
宮
城
県
青
年
会
館
で
開
催
し
て
お
り
、
参
加
者

が
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
に
記
入
し
た
悩
み
や
取
り
組
み
を
題
材
と
し

て
、
対
話
形
式
で
の
学
び
合
い
が
行
わ
れ
て
い
る
。
参
加
者
の
前

向
き
な
変
化
が
生
ま
れ
る
一
方
、
近
年
で
は
10
名
程
度
し
か
集
ま

2020 年に開催された仙南青年文化祭

宮城県団が主催する県青年文化祭
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ら
ず
、
積
極
的
な
参
加
者
募
集
も
で
き
て
い
な
い
と
い
う
。

５
．団
員
に
と
って
の
青
年
団

　

次
に
、
活
動
に
携
わ
る
団
員
が
ど
の
よ
う
な
経
験
を
し
、
青
年
団

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
紹
介
す
る
。

①
萩
原
聖
之
さ
ん
（
大
和
町
連
合
青
年
団
団
長
、
黒
川
郡
連
合
青

年
団
団
長
）

　

大
衡
村
出
身
の
萩
原
聖
之
さ
ん
（
30
歳
）
は
大
和
町
に
あ
る
高

校
を
卒
業
後
、
地
元
企
業
に
就
職
。
20
歳
に
な
る
頃
、
仲
間
に

誘
わ
れ
参
加
し
た
の
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
落
合
ク
ラ
ブ
」

だ
っ
た
（
落
合
は
大
和
町
に
あ
る
地
区
名
）。
楽
し
み
な
が
ら
練
習

し
て
い
る
と
、
地
域
の
祭
り
や
県
体
育
大
会
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
り
、
後
に
落
合
ク
ラ
ブ
が
大
和
町
青
年
団
の
バ
レ
ー
部
で
、
参

加
し
た
地
域
活
動
は
青
年
団
活
動
だ
っ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。

同
時
に
、
萩
原
さ
ん
が
入
団
し
な
け
れ
ば
青
年
団
が
な
く
な
る
と

言
わ
れ
、「“
楽
し
い
”
の
延
長
に
あ
る
こ
の
場
所
を
な
く
し
た
く

な
い
」
と
思
っ
た
萩
原
さ
ん
は
2
0
1
4
年
に
入
団
。
翌
年
に
は

団
長
に
選
ば
れ
た
。
そ
の
後
、
青
年
団
を
学
ぶ
よ
う
勧
め
ら
れ
て

黒
川
郡
青
年
団
の
定
例
会
へ
参
加
す
る
と
「
来
年
か
ら
団
長
だ
よ

ね
。
だ
か
ら
今
年
は
副
団
長
を
や
っ
て
ね
」
と
言
わ
れ
、
黒
川
郡

青
年
団
の
副
団
長
に
就
任
。
そ
の
翌
年
に
団
長
と
な
っ
た
。

　

青
年
団
で
の
経
験
は
、
社
会
人
と
し
て
働
く
萩
原
さ
ん
の
自
信

に
な
っ
た
。
人
と
話
す
こ
と
が
苦
手
だ
っ
た
が
、
団
長
に
な
っ
た

こ
と
で
市
町
村
長
や
行
政
職
員
と
話
す
機
会
が
増
え
、
場
数
を

踏
む
う
ち
に
苦
手
意
識
も
克
服
さ
れ
た
と
い
う
。
青
年
団
で
事
務

作
業
を
経
験
し
た
こ
と
で
、
実
務
面
で
も
戸
惑
う
こ
と
は
な
い
と

話
す
。

　

青
年
団
は
若
者
に
と
っ
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
だ
と
考

え
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
萩
原
さ
ん
は
、
地
域
の
集
ま
り
で
「
若

手
の
意
見
が
全
く
尊
重
さ
れ
ず
、
年
配
者
の
意
見
に
押
し
つ
ぶ
さ

れ
る
」
場
面
を
目
に
し
て
き
た
と
い
う
。
青
年
会
が
あ
る
こ
と
で

「
若
者
は
抱
え
て
い
る
問
題
を
さ
ら
け
出
し
、
気
持
ち
を
フ
ォ
ロ
ー

で
き
る
ほ
か
、
若
者
た
ち
が
結
束
し
、
そ
の
声
を
届
け
る
こ
と
で

地
域
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
」
と
語
る
。

②
吉
田
歩
実
さ
ん
（
蔵
王
町
青
年
団
体
連
絡
協
議
会
会
員
）

　

蔵
王
町
出
身
の
吉
田
歩
実
さ
ん
（
32
歳
）
は
、
友
人
関
係
の
こ

じ
れ
か
ら
人
間
不
信
に
な
り
、
本
音
や
表
情
を
隠
し
て
過
ご
し
て

い
た
と
い
う
。
通
訳
士
に
な
り
た
か
っ
た
が
高
校
教
師
に
語
学
力

不
足
を
指
摘
さ
れ
、
短
期
大
学
卒
業
後
は
児
童
館
の
臨
時
職
員
と

な
っ
た
。
任
期
満
了
を
控
え
た
2
0
1
1
年
3
月
に
東
日
本
大
震

災
が
発
生
。
何
も
で
き
な
い
自
分
に
歯
が
ゆ
さ
を
感
じ
た
吉
田
さ

ん
は
兵
庫
県
淡
路
市
で
営
農
を
学
ぶ
と
、
両
親
が
営
む
ハ
ー
ブ
農

家
を
手
伝
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
、家
に
い
る
こ
と
が
多
い
吉
田
さ
ん
を
心
配
し
た

両
親
か
ら
町
の
広
報
紙
を
手
渡
さ
れ
る
と
、
蔵
王
町
青
年
会
の
楽

し
そ
う
な
掲
載
写
真
に
興
味
を
持
っ
た
と
い
う
。震
災
か
ら
1
年
後

の
3
月
11
日
、吉
田
さ
ん
は
黙
祷
し
な
が
ら「
陰
キ
ャ（
陰
気
な
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
）
で
根
暗
な
自
分
を
変
え
た
い
」
と
願
う
と
、
追
悼
の

サ
イ
レ
ン
に
背
中
を
押
さ
れ
た
気
持
ち
に
な
り
、
青
年
会
の
定
例

会
に
参
加
。
会
長
（
当
時
）
か
ら
自
動
販
売
機
で
奢
ら
れ
た
ジ
ュ
ー

ス
を
一
口
飲
ん
だ
と
こ
ろ
「
も
う
青
年
会
の
仲
間
だ
か
ら
ね
」
と

言
わ
れ
、
そ
ん
な
誘
い
方
も
魅
力
的
に
映
り
、
入
会
を
決
め
た
。

　

会
員
と
仲
良
く
な
り
地
域
の
祭
り
に
関
わ
っ
て
い
る
と
、「
中

学
生
時
代
の
嫌
な
記
憶
が
残
る
ま
ち
」
が
「
青
年
会
で
の
楽
し
い

思
い
出
が
あ
る
ま
ち
」
と
い
う
認
識
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。

同
級
生
と
会
っ
て
も
会
話
が
で
き
、
吉
田
さ
ん
は
自
分
が
か
け
た

呪
縛
に
囚
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
気
が
つ
い
た
と
話
す
。
青
年
会
で

会
員
に
温
か
く
支
え
ら
れ
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
経
験
か
ら
、

「
後
に
入
会
す
る
人
た
ち
の
た
め
に
青
年
会
を
守
っ
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
」
と
考
え
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
人
間
関
係
の
悪
化
か

ら
会
員
が
減
少
し
、青
年
会
存
続
の
危
機
に
陥
っ
た
2
0
1
6
年
頃

に
は
、
揉
め
ご
と
に
介
入
し
調
整
を
試
み
た
。
2
0
1
9
年
に
蔵

王
町
で
開
催
さ
れ
た
仙
南
青
年
文
化
祭
の
実
行
委
員
会
で
は
、
総

務
部
長
と
な
り
役
割
を
担
っ
た
。

　

吉
田
さ
ん
は
青
年
会
活
動
を
通
じ
て
「
自
分
の
言
い
た
い
こ
と

を
言
え
る
よ
う
に
な
り
、
不
得
意
だ
っ
た
人
を
ま
と
め
る
こ
と
に

も
慣
れ
て
き
た
」
と
言
い
、
青
年
会
は
「
仲
間
と
話
し
た
り
遊
ん

だ
り
し
な
が
ら
笑
い
あ
え
る
居
場
所
」
だ
と
話
す
。

③
佐
藤
和
博
さ
ん
（
蔵
王
町
青
年
団
体
連
絡
協
議
会
会
長
、
宮
城

県
青
年
団
連
絡
協
議
会
会
長
）

　

蔵
王
町
出
身
の
佐
藤
和
博
さ
ん
（
30
歳
）
は
、リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
や
家
族
の
意
向
で
企
業
へ
の
就
職
も
進
学
も
で
き
ず
、
高
校
卒

業
後
は
残
さ
れ
た
選
択
肢
か
ら
蔵
王
町
役
場
に
入
職
し
た
。
仕
事

で
町
の
イ
ベ
ン
ト
に
関
わ
る
と
、
真
っ
赤
な
つ
な
ぎ
服
を
着
た
集

団
が
お
り
、怪
し
む
佐
藤
さ
ん
に
周
囲
の
人
が「
青
年
会
と
い
っ
て
、

地
域
行
事
に
積
極
的
に
携
わ
っ
て
い
る
団
体
だ
」と
教
え
て
く
れ
た

と
い
う
。
そ
の
後
、
観
光
係
と
し
て
担
当
し
た
祭
り
で
蔵
王
町
青

年
会
か
ら
協
力
を
も
ら
う
と
、
幼
少
期
か
ら
の
顔
見
知
り
だ
っ
た

佐
藤
啓
太
さ
ん
と
再
会
。
啓
太
さ
ん
に
誘
わ
れ
青
年
会
の
定
例
会

に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、
活
動
に
つ
い
て
真
面
目
に
話
し
合
い
、
会
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議
後
に
は
全
力
で
遊
ぶ
会
員
の
生
き
生
き
と
し
た
表
情
に
佐
藤
さ

ん
は
魅
力
を
感
じ
た
と
い
う
。
定
例
会
後
に
自
動
販
売
機
で
買
っ

て
も
ら
っ
た
ジ
ュ
ー
ス
を
開
け
た
瞬
間
、啓
太
さ
ん
に「
よ
う
こ
そ
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
を
「
ま
ん
ざ
ら
で
も
な
か
っ
た
」
と
話
す
佐
藤

さ
ん
は
、
2
0
1
3
年
に
青
年
会
に
入
会
。
と
は
い
え
、
初
め
は
た

ま
に
遊
び
に
行
く
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
。

　

転
機
と
な
っ
た
の
は
、
異
動
先
で
の
仕
事
が
う
ま
く
い
か
ず
、

退
職
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。
定
例
会
に
行
く
と

自
分
ら
し
く
い
ら
れ
、
心
が
“
充
電
”
さ
れ
る
気
が
し
た
。
毎
週

参
加
す
る
よ
う
に
な
る
と
会
長
（
当
時
）
の
啓
太
さ
ん
と
行
動
を

共
に
す
る
こ
と
も
増
え
、
2
0
1
5
年
、
佐
藤
さ
ん
は
会
長
を
引

き
継
い
だ
。

　

と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
佐
藤
さ
ん
の
仕
事
の
状
況
は
さ
ら
に
悪
化
。

仕
事
の
苦
悩
に
加
え
、
会
長
に
な
っ
た
こ
と
も
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と

な
っ
て
気
持
ち
が
参
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
職
場
で
募
集
の

あ
っ
た
震
災
被
災
地
へ
の
派
遣
を
希
望
し
、
異
動
が
決
ま
る
と
青

年
会
も
退
会
。
途
中
で
投
げ
出
そ
う
と
す
る
佐
藤
さ
ん
に
啓
太
さ

ん
が
伝
え
た
「
俺
の
真
似
を
し
な
く
て
良
い
か
ら
、
自
分
ら
し
い

こ
と
を
や
っ
て
み
ろ
よ
」
と
い
う
言
葉
は
佐
藤
さ
ん
の
教
訓
と
な

り
、
年
度
終
わ
り
に
自
身
を
振
り
返
る
こ
と
が
習
慣
と
な
っ
た
と

い
う
。

　

2
年
間
の
県
外
勤
務
で
気
分
転
換
し
た
佐
藤
さ
ん
は
蔵
王
町
に

戻
る
と
、
会
員
の
願
い
を
受
け
て
2
0
1
8
年
に
青
年
会
に
再

入
会
、
会
長
に
就
任
し
た
。
す
る
と
、
定
例
会
に
は
宮
城
県
団
か

ら
の
訪
問
が
あ
り
、
佐
藤
さ
ん
は
そ
こ
で
初
め
て
宮
城
県
団
の
存

在
や
活
動
を
知
っ
た
と
い
う
。
度
々
の
訪
問
に
恩
義
を
感
じ
、
誘

わ
れ
た
宮
城
県
団
の
理
事
会
へ
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
。
宮
城
県
青

研
集
会
へ
参
加
す
る
と
、
蔵
王
町
青
年
会
の
宮
城
県
団
へ
の
加

盟
と
佐
藤
さ
ん
の
常
任
理
事
選
挙
へ
の
立
候
補
を
勧
め
ら
れ
た
。

2
0
1
9
年
に
常
任
理
事
に
就
任
し
て
県
体
育
大
会
の
実
行
委

員
長
と
な
る
と
、
全
国
青
年
大
会
に
も
参
加
。
す
る
と
、
そ
の
帰

り
道
に
宮
城
県
団
会
長
（
当
時
）
か
ら
勧
め
ら
れ
、
佐
藤
さ
ん
は

2
0
2
0
年
に
宮
城
県
団
の
会
長
に
就
任
し
た
。

　

し
か
し
、
佐
藤
さ
ん
は
常
任
理
事
就
任
時
か
ら
宮
城
県
団
の
活

動
に
積
極
的
に
な
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
仕
事
終
わ
り
に
仙

台
市
の
宮
城
県
青
年
会
館
ま
で
行
く
こ
と
を
億
劫
に
感
じ
て
し

ま
っ
た
こ
と
や
、
虚
弱
体
質
だ
っ
た
佐
藤
さ
ん
を
心
配
す
る
両
親

に
反
対
さ
れ
た
こ
と
も
影
響
し
た
。
就
任
を
打
診
さ
れ
た
時
、「
何

も
で
き
な
い
け
ど
い
い
で
す
か
」
と
い
う
言
葉
を
発
し
た
こ
と
が

甘
え
に
も
な
っ
て
い
た
。
会
長
と
な
っ
て
2
年
目
を
迎
え
、
意
識

を
改
め
て
参
加
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
役
職
で
呼
ば
れ
た
り
判
断

を
求
め
ら
れ
た
り
す
る
機
会
も
増
え
て
自
身
の
言
葉
の
重
み
や
発

言
力
を
実
感
し
、
会
長
と
し
て
の
自
覚
が
芽
生
え
て
い
っ
た
と
い

う
。
全
国
規
模
の
事
業
に
参
加
す
る
と
、「
宮
城
県
を
背
負
っ
て

い
る
」
と
い
う
重
圧
を
感
じ
、
よ
り
慎
重
に
な
っ
た
。
最
近
で
は
、

宮
城
県
団
と
し
て
の
総
意
を
意
識
し
な
が
ら
自
分
の
意
見
も
交
え

て
発
言
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
佐
藤
さ
ん
は
自
ら
の
成
長
を
感
じ

る
と
い
う
。

　

2
0
2
2
年
に
主
催
し
た
宮
城
県
青
研
集
会
で
は
日
青
協
の
役

員
を
仙
台
城
址
へ
案
内
す
る
と
、
同
行
し
た
宮
城
県
団
O
B
か
ら

伊
達
政
宗
像
を
青
年
団
が
築
い
た
と
い
う
逸
話
を
聞
い
た
。青
年
団

の
歴
史
を
教
え
ら
れ
た
り
文
献
を
見
た
り
す
る
機
会
も
増
え
、
全

国
に
広
が
る
重
層
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
理
解
す
る
よ
う
に
な
る

と
、
そ
の
影
響
力
の
大
き
さ
に
青
年
団
に
対
す
る
認
識
が
変
わ
り
、

自
身
の
積
極
性
も
増
し
た
と
い
う
。
佐
藤
さ
ん
に
と
っ
て
青
年
団

は
、
家
庭
や
職
場
、
友
人
関
係
の
中
で
は
話
し
づ
ら
く
、
抱
え
て

込
ん
で
い
た
気
持
ち
を
話
す
こ
と
が
で
き
る
「
精
神
安
定
剤
」
で

あ
り
、「
生
活
の
一
部
と
し
て
切
り
離
せ
な
い
も
の
」
だ
と
い
う
。

今
度
は
、
青
年
団
が
そ
う
し
た
若
者
の
声
を
集
約
し
て
社
会
に
問

題
提
起
し
世
の
中
を
変
え
て
き
た
歴
史
を
後
輩
に
伝
え
る
と
と
も

に
、
青
年
団
を
「
居
場
所
」
や
活
動
の
機
会
で
終
わ
ら
せ
ず
、
そ

の
よ
う
な
運
動
を
展
開
す
る
力
も
つ
け
て
い
き
た
い
と
話
す
。

 

６
．青
年
団
の
価
値
と
そ
れ
を
生
む
要
因

 　

以
上
の
事
例
か
ら
、
青
年
団
の
価
値
と
そ
れ
を
生
む
要
因
を
整

理
し
て
み
た
い
。

①
若
者
の
自
己
形
成
の
場

　

自
身
を
「
人
間
不
信
」
で
「
陰
キ
ャ
で
根
暗
」
だ
っ
た
と
話
す

吉
田
さ
ん
は
「
青
年
会
に
入
っ
て
O
B
に
お
世
話
に
な
る
う
ち
に
、

仲
間
も
増
え
て
い
き
、
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
を
言
え
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
語
る
。
吉
田
さ
ん
に
と
っ
て
青
年
会
は
「
仲
間
と
話

せ
て
遊
び
、笑
い
合
え
る
居
場
所
」
で
あ
り
、「
だ
か
ら
こ
そ
活
動
す

る
と
き
に
は
団
結
で
き
る
」
と
い
う
。
佐
藤
さ
ん
も
「
友
達
や
家

族
や
上
司
に
は
言
え
ず
に
、
溜
め
込
ん
で
し
ま
う
気
持
ち
が
あ
る
」

と
言
い
、
そ
れ
を
語
れ
る
青
年
会
は
「
自
分
が
自
分
で
あ
る
た
め

に
必
要
な
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
」
で
あ
り
、「
精
神
安
定
剤
」
だ
と
語

る
。同
時
に
、会
員
の
話
か
ら
見
分
が
広
が
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

萩
原
さ
ん
も
「
普
段
の
生
活
で
は
年
配
の
方
の
意
見
に
押
し
つ
ぶ

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
」
と
言
い
、「
青
年
会
に
集
ま
る
こ
と
で
、
抱

え
て
い
る
問
題
や
胸
の
内
を
さ
ら
け
出
す
こ
と
が
で
き
、
相
互
に

フ
ォ
ロ
ー
も
で
き
る
」
と
話
す
。
蔵
王
町
青
年
会
で
は
定
例
会
終

了
後
も
会
員
が
雑
談
を
続
け
て
い
る
と
い
い
、
佐
藤
さ
ん
は
若
者
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が
話
す
場
所
を
ほ
し
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

　

青
年
団
が
家
庭
や
職
場
、
友
人
関
係
と
い
っ
た
し
が
ら
み
を
超

え
た
同
年
代
の
集
ま
り
で
あ
り
、
定
例
会
と
い
う
集
い
の
場
が
あ

る
こ
と
や
活
動
と
い
う
団
員
共
通
の
目
標
・
体
験
が
あ
る
こ
と
に
よ

り
地
域
に
新
た
な
人
間
関
係
が
形
成
さ
れ
、
若
者
が
自
分
の
気
持

ち
や
意
見
を
素
直
に
話
し
受
容
さ
れ
る
経
験
が
で
き
て
い
る
ほ
か
、

自
身
の
物
の
見
方
・
考
え
方
の
確
認
や
広
が
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
、
青
年
団
は
団
員
に
と
っ
て
の
居
場
所
で
あ
り
自
己

（
自
分
ら
し
さ
）を
獲
得
す
る
場
に
も
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

②
若
者
が
社
会
性
を
身
に
つ
け
る
場

　

萩
原
さ
ん
は
職
場
の
同
僚
や
顧
客
と
話
す
こ
と
に
不
安
を
感
じ

る
ほ
ど
人
と
話
す
こ
と
が
苦
手
だ
っ
た
と
い
う
が
、
団
長
と
し
て

対
外
的
な
場
で
話
す
機
会
が
増
え
た
こ
と
で
苦
手
意
識
が
克
服
さ

れ
た
と
話
す
。
吉
田
さ
ん
も
文
化
祭
の
総
務
部
長
に
挑
戦
し
た
こ

と
で
、
ま
と
め
役
と
し
て
の
立
ち
振
る
舞
い
を
学
ん
だ
と
い
う
。

佐
藤
さ
ん
も
、
会
長
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
ず
に
先
輩
か
ら
叱

咤
激
励
さ
れ
た
こ
と
が
自
分
ら
し
さ
を
見
つ
め
る
き
っ
か
け
と
な

り
、
宮
城
県
団
で
の
経
験
を
通
じ
て
自
分
の
課
題
を
自
覚
し
、
自

分
の
言
動
を
律
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

こ
う
し
た
語
り
か
ら
は
、
青
年
団
活
動
に
お
け
る
役
職
に
は
期

待
さ
れ
て
い
る
個
人
の
言
動

や
振
る
舞
い
が
あ
り
、
役
割
を

果
た
そ
う
と
努
力
す
る
経
験
か

ら
学
び
や
自
信
を
得
て
若
者
が

育
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で

き
る
。
一
方
、
佐
藤
さ
ん
は
宮

城
県
団
の
会
長
と
い
う
自
身
の

立
場
に
重
圧
を
感
じ
て
い
る
と

も
話
す
。「
自
分
の
言
葉
が
県

の
言
葉
に
な
る
の
で
、
間
違
わ

ず
に
話
す
た
め
に
一
旦
思
っ
た

こ
と
を
飲
み
込
ん
で
考
え
、
ふ
さ
わ
し
い
意
見
を
選
ん
で
話
し
て

い
る
」と
い
う
。
役
職
は
若
者
の
素
直
な
気
持
ち
や
発
言
を
抑
圧
す

る
性
質
も
併
せ
持
つ
と
考
え
ら
れ
、
自
由
な
意
見
交
換
や
民
主
的

な
合
意
形
成
を
疎
外
す
る
要
因
に
も
な
り
得
る
こ
と
に
は
注
意
が

必
要
だ
ろ
う
。

　

以
上
が
今
回
の
調
査
で
考
え
ら
れ
た
団
員
一
人
ひ
と
り
に
と
っ

て
の
青
年
団
の
価
値
で
あ
り
、こ
れ
は「
青
年
の
生
活
を
高
め
る
」た

め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、「
自
己
開
発
、
自
己
成
長
」
に
も
通
ず
る
も
の

が
あ
る
。
現
在
活
動
し
て
い
る
団
員
は
こ
れ
を
実
感
す
る
か
ら
こ

そ
、
青
年
団
を
次
世
代
に
つ
な
げ
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
青
年
団
活
動
が
継
続
さ
れ
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
と
思
わ

れ
る
こ
と
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

①
活
動
を
支
え
る
組
織
体
制

　

1
つ
目
は
青
年
団
を
支
え
る
O
B
・
O
G
の
存
在
だ
。
佐
藤
さ

ん
が
蔵
王
町
青
年
会
の
会
長
を
引
き
受
け
た
と
き
、
前
任
者
は

「
今
す
ぐ
俺
は
辞
め
な
い
」
と
話
し
、活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
。

ま
た
、
佐
藤
さ
ん
は
O
B
か
ら
青
年
団
の
歴
史
や
全
国
的
な
仕
組

み
を
教
え
ら
れ
た
こ
と
で
、
青
年
団
に
対
す
る
認
識
が
変
わ
り
誇

り
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
話
す
。
大
和
町
と
蔵
王
町
の
青
年
団

は
、
活
動
や
慰
労
会
に
O
B
・
O
G
に
も
参
加
し
て
も
ら
っ
て

い
る
と
い
い
、
O
B
・

O
G
が
人
的
・
心
理
的

支
え
と
な
っ
て
い
た
り

役
職
経
験
者
が
後
任
を

育
て
よ
う
と
し
た
り
す

る
こ
と
が
青
年
団
の
継

承
・
継
続
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
言
う
こ
と
が

で
き
る
。

　

2
つ
目
は
黒
川
郡
青
年
団
や
宮
城
県
団
、
日
青
協
と
い
っ
た
広

域
組
織
の
存
在
だ
。
青
年
大
会
の
予
選
会
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
等
は
日
青
協
や
宮
城
県
団
が
推
進
し
た
こ
と
で
地
域
に
生

ま
れ
た
活
動
だ
。
黒
川
サ
ミ
ッ
ト
も
加
盟
団
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
目
的
と
し
て
い
る
。
活
動
記
録
や
手
引
き
を
資
料
と
し
て
残
し

て
い
る
こ
と
は
、
団
員
の
青
年
団
に
対
す
る
愛
着
や
誇
り
を
醸
成

さ
せ
、
活
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
ヒ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
広
域
組

織
に
は
地
域
の
青
年
団
活
動
を
後
押
し
す
る
役
目
が
あ
る
と
言
え

る
。
な
お
、
こ
う
し
た
戦
略
的
な
取
り
組
み
に
は
時
間
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
必
要
に
な
る
た
め
、
地
域
の
青
年
団
員
が
こ
こ
に
取
り
組

み
続
け
る
こ
と
は
地
域
の
活
動
が
手
薄
に
な
る
こ
と
に
つ
な
が
り

か
ね
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
日
青
協
の
役
員
が
県
団
等
の
O
B
・

O
G
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
可
能
性
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
今
回
は
詳
し
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
市
町
村
の
教

育
委
員
会
に
社
会
教
育
主
事
な
ど
青
年
団
を
担
当
す
る
職
員
が
い

る
こ
と
や
社
会
教
育
施
策
と
し
て
公
共
施
設
利
用
料
の
減
免
や
補

助
金
等
の
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
更
に
は
青
年
会
館
の

応
援
も
、
青
年
団
の
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
い
る
。

 

②
慣
例
・
恒
例
的
な
活
動

　

青
年
団
の
活
動
は
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
事
業
な
ど
の
自
主
事
業
、

みんなでまちをきれいに

仲間の存在が支えになる
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地
域
行
事
等
依
頼
へ
の
協
力
、
定
例
会
、
青
年
大
会
な
ど
の
広
域

活
動
で
あ
り
、
多
く
は
決
ま
っ
た
時
期
に
決
ま
っ
た
枠
組
み
で
実

施
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
恒
例
・
慣
行
的
な
活
動
は
年
度
計
画
が
立
て

や
す
く
、
団
員
の
活
動
の
し
や
す
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
言
え

る
。
た
だ
し
、
黒
川
郡
青
年
体
育
大
会
や
仙
南
青
年
文
化
祭
の
よ

う
に
、
事
業
の
位
置
づ
け
が
地
域
や
若
者
の
現
状
と
合
わ
な
く
な

る
こ
と
は
起
こ
り
得
る
。
広
域
組
織
は
地
域
の
青
年
団
に
事
業
の

本
質
的
な
目
的
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
現
状
を
確
認
し
修
正
を
重

ね
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

　

他
方
、青
年
団
は「
青
年
の
生
活
を
高
め
る
」た
め
に「
社
会
開
発
、

社
会
変
革
」
に
も
取
り
組
む
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
が
、
活
動
が
恒

例
・
慣
行
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
「
自
分
た
ち
の
問
題
を

自
分
た
ち
で
考
え
、
そ
の
解
決
を
追
及
」
す
る
よ
う
な
活
動
は
、

今
回
の
調
査
か
ら
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

現
在
活
動
し
て
い
る
団
員
が
、
青
年
団
の
目
的
を
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」「
ま
ち
を
盛
り
上
げ
る
」「
地
域
貢
献
」
と
い
っ
た
言
葉
で
語
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
日
青
協
が
「
青
年
の
生
活
を
高
め
る
」
と

い
う
言
葉
に
込
め
た
思
い
が
地
域
の
青
年
団
や
県
団
に
ま
で
伝
達
・

伝
承
し
き
れ
て
い
な
い
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
自
分
た
ち
が

取
り
組
む
活
動
の
必
要
性
や
目
的
に
つ
い
て
実
感
を
持
っ
て
伝
え

ら
れ
な
け
れ
ば
、
周
囲
か
ら
の
理
解
と
共
感
が
得
づ
ら
く
、
青
年
団

へ
の
入
団
希
望
者
や
応
援
者
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
だ

ろ
う
。
社
会
を
動
か
し
て
き
た
運
動
を
ふ
り
か
え
り
、
そ
の
価
値

を
改
め
て
見
直
す
こ
と
が
必
要
だ
。
特
に
深
い
対
話
か
ら
物
事
の

見
方
や
考
え
方
を
広
げ
、
活
動
や
運
動
に
つ
な
げ
て
い
く
青
研
集

会
は
、
取
り
扱
わ
れ
る
課
題
と
若
者
の
実
感
と
の
距
離
が
近
く
、

若
者
は
当
事
者
意
識
を
持
ち
や
す
い
。
こ
れ
を
実
践
す
る
こ
と
は
、

青
年
団
の
価
値
の
再
発
見
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

７
．お
わ
り
に

　

少
子
高
齢
化
や
A
I
の
台
頭
等
、
社
会
に
大
き
な
変
化
が
訪
れ

て
い
る
今
、
多
く
の
人
が
将
来
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
を
生
き
る
若
者
が
孤
立
せ
ず
に
集
ま
り
、
多
様
な
経
験
を
通
じ

て
自
己
を
獲
得
し
て
い
く
場
は
ま
す
ま
す
必
要
と
さ
れ
て
い
く
だ

ろ
う
。
同
時
に
、
今
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
な
っ
た
若
者
の
「
生
活

を
高
め
る
」
た
め
に
若
者
自
ら
が
課
題
に
向
き
合
い
行
動
す
る
意

義
も
大
き
く
、「
共
同
学
習
論
」
や
青
年
団
を
支
え
る
広
域
組
織
等

の
仕
組
み
は
若
者
に
と
っ
て
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
財
産
と
な
り

得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
青
年
団
や
若
者
の
団
体
に
は
、
居

場
所
や
活
躍
の
機
会
を
よ
り
多
く
の
若
者
に
開
き
、
若
者
に
必
要

と
さ
れ
る
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

◎必要事項をご記入いただき、下記までお申込みください。
【お申込み先】（一財）日本青年館公益事業部事業課
【℡】03-6452-9012 【FAX】03-6452-9026 【Email】koueki@nippon-seinenkan.or.jp

日本青年館100周年記念誌
～若者と歩み、人々が集い、文化を紡いだ一世紀～

発売中!

【定価】5,000円(税・送料別)
【体裁】A4判／272ページ、

一部カラー

この記念誌は、三代にわたって日本青
年館が取り組んだ公益事業やホテル、
ホール、清渓の運営等々、一世紀に及
ぶ私たちの歴史を編纂したものです。

【お申込み先】日本青年館公益事業部事業課
【℡】03-6452-9012 【FAX】03-6452-9026 【Email】koueki@nippon-seinenkan.or.jp 
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１
．は
じ
め
に

　

若
者
会
議
と
い
う
名
称
を
冠
し
た
グ
ル
ー
プ
や
活
動
が
各
地
で

活
発
化
し
て
い
る
。
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
基
本
的
に
各
々
独
立

し
た
も
の
で
若
者
会
議
と
い
う
一
つ
の
組
織
や
機
関
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
。
集
団
の
形
態
も
様
々
だ
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
市
町

村
や
郡
、
都
道
府
県
の
各
レ
ベ
ル
で
連
絡
組
織
（
連
絡
協
議
会
、

連
合
会
等
）
を
有
し
、
日
本
青
年
団
協
議
会
と
い
う
全
国
的
な
連

絡
組
織
（
道
府
県
青
年
団
連
合
体
に
よ
っ
て
構
成
）
を
有
す
る
地

域
青
年
団
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
集
う
若
者
の

状
況
や
問
題
関
心
、
活
動
の
す
す
め
方
や
そ
の
具
体
的
な
内
容
に

は
一
定
の
共
通
性
も
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
今
回
、
若
者
会
議
に

着
目
し
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
始
ま
り
、
ど
の
よ
う
に

活
動
を
行
っ
て
い
る
の
か
、
若
者
た
ち
が
な
ぜ
ど
の
よ
う
に
若
者

会
議
に
集
う
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
そ
こ
に
お
い
て
若
者
た
ち
は

ど
の
よ
う
な
経
験
を
し
て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
探
る
こ

と
と
し
た
。
具
体
的
に
は
、
秋
田
の
若
者
会
議
に
着
目
し
た
。
秋

田
で
は
、
秋
田
県
の
関
与
に
よ
っ
て
県
内
各
地
で
若
者
会
議
が
ほ

ぼ
同
時
に
発
足
し
、
そ
の
後
、
県
内
の
広
域
エ
リ
ア
や
全
県
域
の

若
者
会
議
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
は
広
く
注
目
を
集

め
、
他
県
で
秋
田
を
参
考
に
若
者
会
議
を
立
ち
上
げ
た
と
こ
ろ
も

見
ら
れ
る
。

　

秋
田
の
若
者
会
議
に
つ
い
て
の
情
報
・
資
料
・
調
査
（
グ
ル
ー
プ
・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）
の
収
集
に
あ
た
っ
て
は
、
N
P
O
法
人
秋
田
県

南
N
P
O
セ
ン
タ
ー
と
同
法
人
職
員
の
奥
ち
ひ
ろ
さ
ん
、
同
理
事

の
高
城
憲
子
さ
ん
、秋
田
の
若
者
会
議
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
。
あ
ら
た
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

以
下
、
ま
ず
若
者
会
議
の
概
況
を
確
認
し
た
上
で
、
秋
田
の
若

者
会
議
に
つ
い
て
、
若
者
た
ち
に
と
っ
て
の
若
者
会
議
、
若
者
会

議
を
支
え
促
し
た
も
の
、
に
つ
い
て
順
に
見
て
ゆ
こ
う
。

2
．若
者
会
議
の
概
況

　

日
本
青
年
館
主
催
「
全
国
ま
ち
づ
く
り
若
者
サ
ミ
ッ
ト
」（
第

1
回
2
0
2
0
年
、第
2
回
2
0
2
1
年
、第
3
回
2
0
2
2
年
、

第
4
回
2
0
2
3
年
）
に
お
い
て
発
表
さ
れ
た
若
者
会
議
を
一
覧

に
し
た
（
表
１
）。

青
年
た
ち
の
地
域
活
動
の
現
在  

―
「若
者
会
議
」
に
着
目
し
て

辻  

智
子
（北
海
道
大
学
准
教
授
）

秋田県が県内全市町村で「若者の行動力
発揮推進事業」（若者会議）を実施（NPO
に委託）。事業終了後に各市町村で若者会
議が結成され、そのネットワークとして県
内エリア（地区）および全県単位でも若者
会議が発足。[2021]

市内地域づくり協議会の連絡会が若い担い
手確保を議論する中で地域へのヒアリング
や他の若者会議を視察し、発足（約20人）。
市が事務局を担い、18 ～ 35歳の若者が地
域について考えやりたいことを議論し実行。
［2020］

市開催の「うおぬま若者会議」参加者が、
その後グループを結成。コアメンバー 10名
（2021年）。やりたいことを出しあい自分た
ちで企画・運営し実施。［2021］

市の事業として発足した若者のまちづくり
の場。企画財政部地域振興課を事務局とし
て市内15歳～ 40歳の82人が活動。アイ
デアを出し、それをプロジェクトとして実施。
29歳以下メンバー限定での活動もある。
[2020]
活動の具体例：イベント（燕の学校、大河津
分水嶺、ギフトマップ）、小円買い活性化企画、
企業プロモーション、つばめの魅力発信

地 域

〇〇（各自治体名）若者会議
／若者会議ネットワーク

地 域

秋 田 2009年

前橋の地域若者会議

つばめ若者会議

魚沼若者会議

飯山若者会議

群馬
前橋市

新潟
燕市

新潟
魚沼市

2014年

2013年

2016年

活動の具体例：市内イベントへの協力、自主
企画、市への提言など。

市が呼びかけた「飯山市で結婚・子育て
できる若者定住モデルの構築について」の
テーマの下に集まった市内外の若者によっ
て発足。［2020］

長野
飯山市

2015年

多摩市若者会議

市の募集で集まった39歳以下の若者によ
るグループ。延べ735人が参加、市内在住
者7割。コアメンバー約40人は大学生7割。
若者世代の視点で多摩市の魅力の発見・
創出・発信。［2020］　2019年にはカフェ
を開店。[2023]

東京
多摩市

2017年

設 立 設 立 経 緯

表１  若者会議の概況（「全国まちづくり若者サミット」発表団体）
（1）団体名称として「若者会議」を名乗っているもの

若者と若者、若者と地域をつなげるプラッ
トフォームとして、川崎市で活動する若者
の呼びかけによって結成。中学生から25
歳までの97名が在籍（2022年）。［2022］

かわさき若者会議
神奈川
川崎市

2021年
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富士市の大学生の発案で発足。「自らの目
でマチを見て、考え、行動する」「若者の
声を市政に届ける」ために活動。15～ 24
歳の10名（2021年）。[2021]

「若者が楽しむことができる場」「チャレン
ジできる場」を作るため市役所企画財政
部都市経営室が専門のコーディネーター
（コミュニティ・オーガナイザー）を配置し
て実施。15～ 34歳の約50人（2020-2022
年）。［2022］

市の呼びかけで市内在住またはゆかりのあ
る若者が「伊賀市のミライ」を考え、思い
を形にするために結成。18歳～ 35歳の約
90名。同じ課題意識をもつグループを作り、
課題解決に向けた活動を行う。［2020］
活動の具体例：若者ファーム、おんな神輿、
高校での先輩授業、子育て支援、なんでも鑑
定団の手伝い、伊賀ミート、まちづくりラウン
ドテーブルの開催

地 域 地 域

富士山わかもの会議

伊賀市若者会議

ながさき若者会議

静岡
富士市

三重
伊賀市

長崎
長崎市

2017年

2018年

2020年

第2期日立まち・ひと・しごと創生総合戦
略の一環として策定された「ひたち若者か
がやきプラン」（2021年3月）を受けて設立。
まちの未来を語り合う場、若者の声を集め
る場、意見を市へ報告、プロジェクトを実
施。[2023]

茨城
日立市

2021年

富田林市若者会議

若者が活躍するまちを目指し策定された
「若者条例」（2019年）を受け、ワークショッ
プ形式で意見を出し合う市民会議を開催、
条例に基づく市の付属機関「富田林市若
者会議」発足。16 ～ 30才の20名程度。
入庁3年目以降の若手職員がメンターとし
てサポート。市へ提案、イベント事業を若
者と市が協力して実施。[2023]

大阪
富田林市

2021年

設 立 設 立 経 緯

ひたち若者かがやき会議

小川町第2期総合戦略策定にあたり「小川
町まち・ひと・しごと創生総合戦略若者未
来会議」を設置（2019年）。高校生～ 25
歳（第2期（2020-2021年）高校生2、大
学生7、社会人7、第3期（2022年 -）高
校生6、大学生6、社会人1）。企画立案
（1年目）、企画の実現（2年目）。まち魅力
を発信するフォトブック製作など。[2023]

埼玉
小川町

2019年小川町若者未来会議

町の呼びかけで発足。町内短大生2人に町
出身大学生が加わり、2020年は神奈川・
大阪・愛知・東京など町外在住学生のみ
12人で活動。町の魅力発信、UIターン促進、
若者が活躍できるまちづくりへの意見提
案。［2021］

暮しの中で気づいたことを何とかしたい、
仲間と出会いたい、楽しいまちにしたいと
集まった、日野町連合青年会、地域おこし
協力隊、ファミリーサポートセンター、子
育てサロン、フリースクール、町内各公民館、
学童保育所などで活動する若者22人（20
代～ 40代）で発足。[2023]

地 域

（2）「若者会議」に類似した団体（例）

地 域

ひの若者会議（仮）

高森わかもの☆特命係

滋賀
日野町

長野
高森町

2022年

2017年

市役所人口対策課の事業（若者の意見を
反映したまちづくり、郷土愛の醸成、関係
人口の送出、UIターンの促進、地元就職
の促進）として市内在住・出身の大学生に
呼びかけて発足。27名（2021年度）、29
名（2022年度）。

茨城
日立市

2020年

かわじま☆未来塾

ねつせた !

埼玉
川島町

2016年

区が若者たちに世田谷区の魅力をSNSで
発信する活動の場を提案し、青少年交流セ
ンター、学校・大学等、若者総合支援セン
ターが連携・協力して活動を支える。23人
（2021年度）。[2021]

東京
世田谷

2016年

鯖江市役所 JK 課

市町（当時）の提案により市内の女子高校
生に呼びかけて参加者を募る形で発足。１
年度ごとにメンバーが変わる。第7期
（2020年度）は2つの高校から15人が参加。
市役所が事務局を担う。[2021]

福井
鯖江市

2014年

設 立 設 立 経 緯

地 域 地 域 設 立 設 立 経 緯

ちくせい若者まちづくり会議

若者のパワーで町を元気にしたいと町長が
呼びかけて発足。なかなか若い世代が集ま
らず、町行政推進課が工夫を凝らして呼び
かけ、2019年には20名で活動。［2020］
活動の具体例：旧庁舎跡地の利活用、学校跡
地の利活用、マスコットキャラクターのリニュー
アル、都内イベントで町のPR、イルミネーショ
ン、SNS情報発信

「全国まちづくり若者サミット」（第 1 回～第 4 回、2020 年～ 2023 年）発表資料をもとに作成（辻）し、青年問題研究
所（田中潮氏）に確認・加筆修正をお願いした。設立経緯末尾括弧内は「全国まちづくり若者サミット」での発表年。

（注）「若者会議」を名乗る団体の共通項を、①自治体名を名乗る、②中学生～ 30 代、③参加者提案型で様々な活動、
④ワークショップや話し合い、⑤ゆるやかでフラットな組織形態、と整理し、それを有するものを「若者会議」に類似し
た団体とした。
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こ
こ
か
ら
見
い
だ
せ
る
傾
向
や
共
通
点
は
以
下
の
よ
う
に
整
理

で
き
る
。

　

一
つ
に
、
行
政
単
位
と
し
て
の
自
治
体
（
市
町
村
）
へ
の
こ
だ

わ
り
で
あ
る
。「
○
○
若
者
会
議
」
の
「
○
○
」
に
は
自
治
体
名
が

入
る
。
実
際
、多
く
の
場
合
、そ
の
設
立
に
自
治
体
（
市
町
村
や
県
）

の
関
与
が
あ
る
。
発
足
の
契
機
の
提
供
や
集
団
運
営
に
継
続
的
に

か
か
わ
っ
て
お
り
、
所
管
が
、
地
域
振
興
、
人
口
対
策
、
行
政
推
進
、

都
市
経
営
と
い
っ
た
部
署
に
も
広
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
事
業

化
し
て
N
P
O
等
に
委
託
し
、
運
営
を
担
う
専
門
職
者
（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
）
を
配

置
（
有
期
雇
用
）
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

二
つ
に
、
参
加
者
は
中
学
生
・
高
校
生
か
ら
30
代
く
ら
い
ま
で

で
在
住
・
在
学
・
在
勤
と
い
っ
た
限
定
は
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

地
元
出
身
で
他
出
し
た
者
、
何
ら
か
の
縁
が
あ
る
者
（「
こ
の
町
が

好
き
」）
も
視
野
に
入
っ
て
い
る
。
大
学
生
が
主
体
と
い
う
も
の
も

少
な
く
な
い
。

　

三
つ
に
、
若
者
た
ち
が
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
あ
い
、
企
画
・
立

案
し
、
実
行
す
る
活
動
形
態
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
方
式
）
を
と
る
こ

と
で
あ
る
。
単
発
イ
ベ
ン
ト
の
他
、居
場
所
の
開
設
、子
育
て
支
援
、

空
き
店
舗
や
空
き
家
の
活
用
、
情
報
発
信
・
メ
デ
ィ
ア
製
作
、
農
園
、

商
品
開
発
と
い
っ
た
長
期
の
継
続
的
な
活
動
も
見
ら
れ
る
。
地
域

分
の
住
む
地
域
や
秋
田
県
を
暮
ら
し
や
す
く
、
ま
た
夢
や
希
望
を

持
て
る
地
域
と
す
る
た
め
に
、
地
域
の
課
題
や
若
者
を
取
り
巻
く

問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
柔
軟
な
発
想
で
思
考
し
、
議
論
し
、
行
動
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
の
問
題
意
識
か
ら
、「
若
者
の
主

体
的
な
取
り
組
み
姿
勢
を
育
成
し
、地
域
や
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
す

る
心
を
養
う
と
と
も
に
、
若
者
の
社
会
参
加
の
推
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
」
と
し
た
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
国
の
緊
急
雇
用
創

出
制
度
助
成
金
事
業
を
活
用
し
、
若
者
会
議
の
企
画
・
運
営
補
助

を
担
う
ス
タ
ッ
フ
を
雇
用
し
た
。
県
庁
内
の
担
当
部
署
は
生
活
環

境
文
化
部
県
民
文
化
政
策
課
で
あ
り
、
県
内
3
つ
の
エ
リ
ア
（
県

北
、
県
央
、
県
南
）
ご
と
に
事
業
実
施
主
体
が
選
定
・
委
託
さ
れ
た
。

な
お
、
こ
の
事
業
は
、
そ
の
企
画
立
案
に
当
た
り
県
南
エ
リ
ア
を

受
託
し
た
秋
田
県
南
N
P
O
セ
ン
タ
ー
が
提
案
を
行
っ
た
も
の
で

も
あ
っ
た
。

　

こ
れ
は
具
体
的
に
は
県
内
全
て
の
市
町
村
に
お
い
て
若
者
会
議

を
開
催
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
若
者
会
議
と
は
「
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
4
回
、
実
践
行
動
1
回
程
度
」
の
講
座
が
想
定
さ
れ
、

15
才
か
ら
34
才
ま
で
の
高
校
生
・
大
学
生
・
社
会
人
等
18
名
程
度

を
参
加
者
と
し
て
企
画
さ
れ
た
。
県
南
エ
リ
ア
を
受
託
し
た
秋
田

県
南
N
P
O
セ
ン
タ
ー
は
次
の
よ
う
に
呼
び
か
け
参
加
者
の
募
集

を
行
っ
た
。「
秋
田
が
好
き
な
の
に
出
て
行
か
ざ
る
を
得
な
い
若
者

が
ど
れ
く
ら
い
い
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
？
当
事
者
で
あ
る
私
た

ち
若
者
が
地
域
に
つ
い
て
考
え
、
動
い
て
い
く
と
き
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。「
行
動
力
発
心
」「
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
な
！
」（『
は

ん
さ
ん
』
2
0
0
9
年
9
月
号
）。
参
加
者
募
集
に
先
立
ち
、
運

営
者
で
あ
る
N
P
O
が
事
前
に
収
集
し
た
情
報
を
も
と
に
個
別
に

声
か
け
や
案
内
の
送
付
を
行
な
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

若
者
会
議
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
秋
田
県
南
N
P
O
セ
ン
タ
ー

職
員
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
を

通
じ
て
参
加
者
が
知
り
合
い
「
若
者
に
と
っ
て
住
ん
で
楽
し
い
地

域
」
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
（
第
1
回
）
後
、
そ
の
内
容
を
深
め
、

そ
こ
か
ら
導
か
れ
た
地
域
の
課
題

を
確
認
し
（
第
2
回
）、
そ
れ
に

対
す
る
解
決
策
を
考
え
、
そ
こ
か

ら
具
体
的
な
行
動
を
提
案
し
（
第

3
回
）、
そ
れ
を
実
際
に
実
行
し
、

最
後
に
そ
れ
を
総
括
す
る
（
第
4

回
）
と
い
う
組
み
立
て
で
あ
る
。

そ
こ
で
行
わ
れ
た
の
は
、
例
え

ば
、「
横
手
冬
の
陣
～
カ
マ
ク
ラ
ー

の
つ
ど
い
」（
2
0
0
9
年
2
月

18
日
開
催
、
か
ま
く
ら
を
イ
ル
ミ

行
事
や
他
団
体
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
、企
業
と
の
タ
イ
ア
ッ

プ
、
自
治
体
へ
の
提
言
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
野
外
活
動
や
放
課
後

の
居
場
所
づ
く
り
、
学
校
へ
の
出
前
授
業
な
ど
地
域
の
子
ど
も
た

ち
と
か
か
わ
る
活
動
な
ど
を
通
し
て
出
会
い
と
交
流
の
機
会
が
生

み
出
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
と
か
か
わ
っ
て
四
つ
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
過
程

で
の
話
し
合
い
で
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
特
徴
と
言
え
る
。

　

五
つ
に
、
集
団
と
し
て
の
ま
と
ま
り
（
凝
集
性
）
は
緩
や
か
で
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー
は
い
て
も
、
集
団
全
体
を
ま
と
め
る

会
長
や
代
表
、
そ
の
他
の
役
職
等
を
置
い
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ

る
。
役
割
分
担
は
流
動
的
で
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
づ
く
り
を
特
に
強

く
意
識
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
上
意
下
達
型
の
組
織
は
も
ち

ろ
ん
、
下
か
ら
積
み
上
げ
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
も
志
向
し
て
い
な
い
。

３
．秋
田
の
若
者
会
議
に
つ
い
て

（
1
）「
若
者
会
議
」
発
足
の
経
緯
（
2
0
0
9
年
～
2
0
1
1
年
）

　

2
0
0
9
年
、
秋
田
県
は
「
若
者
の
行
動
力
発
揮
推
進
事
業
」

と
し
て
「
若
者
会
議
（
仮
称
）」
を
開
催
し
た
。「
人
口
減
少
や
高

齢
化
が
進
む
秋
田
県
に
お
い
て
、
将
来
を
担
う
若
者
自
ら
が
、
自

美郷若者会議でプロジェクト案について話し合う参加者
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ネ
ー
シ
ョ
ン
で
装
飾
、
横
手
や
き
そ
ば
の
新
た
な
食
べ
方
を
楽
し

む
、
囃
子
や
バ
ン
ド
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
ク
イ
ズ
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
、
歌
、
花
火
な
ど
）、「
大
仙
ク
エ
ス
ト
～
駅
前
商
店

街
の
大
冒
険
～
」（
2
0
0
9
年
2
月
27
日
）
と
い
う
市
内
小
中

学
生
を
対
象
に
し
た
ゲ
ー
ム
性
の
あ
る
ま
ち
探
検
な
ど
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
は
地
元
の
新
聞
等
で
た
び
た
び
報
道
さ
れ
て
注
目
を
集
め
、

地
域
内
で
の
若
者
会
議
の
認
知
度
は
高
ま
っ
た
。
横
手
の
か
ま
く

ら
イ
ベ
ン
ト
は
、
そ
の
後
、
市
の
事
業
へ
と
移
行
し
、
現
在
、
冬

の
風
物
詩
に
な
っ
て
い
る
。

　

2
年
間
（
2
0
0
9
～
2
0
1
0
年
）
か
け
て
全
市
町
村

で
行
わ
れ
た
若
者
会
議
は
、

2
0
1
1
年
に
市
町
村
を
超

え
た
県
内
の
3
つ
の
エ
リ
ア

（
県
南
・
県
央
・
県
北
）
ご
と

に
開
催
さ
れ
た
（
県
に
よ
る
事

業
、
秋
田
県
南
N
P
O
セ
ン

タ
ー
が
受
託
）。
こ
の
時
、
既
に

県
南
エ
リ
ア
で
は
、
若
者
会
議

（
2
0
0
9
年
度
）
参
加
者
有

志
の
自
主
グ
ル
ー
プ
（
横
手
若

者
会
議
、
大
仙
若
者
会
議
）
が

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
取
り
組
ん
だ
。

　

2
0
1
2
年
7
月
、
全
県
合
同
若
者
会
議
が
開
催
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
若
者
会
議
が
活
動
を
紹
介
し
交
流
し
、行
政
（
県
、市
町
村
）

と
の
意
見
交
換
も
行
っ
た
。全
県
合
同
若
者
会
議（
2
0
1
2
年
度
）

は
、
11
月
（
第
2
回
）、
翌
年
3
月
（
第
3
回
）
と
開
催
し
た
が
、

第
2
、3
回
は
第
1
回
の
参
加
者
有
志
が
実
行
委
員
と
な
っ
て
企

画
・
運
営
を
担
っ
た
。「
若
者
会
議
な
の
に
秋
田
県
や
秋
田
県
南

N
P
O
セ
ン
タ
ー
が
主
催
者
で
い
い
の
か
」「
次
は
自
分
た
ち
の

手
で
や
り
た
い
」
と
の
声
が

参
加
者
か
ら
あ
が
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
全
県
合
同
若
者

会
議
の
実
行
委
員
会
が
動
き

出
し
た
。
集
ま
り
を
重
ね
る

中
で
若
者
会
議
の
今
後
を
話

し
合
う
よ
う
に
な
り
、
ど
の

よ
う
な
し
く
み
で
継
続
し
て

い
け
る
か
と
の
議
論
を
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
第

3
回
全
県
合
同
若
者
会
議

（
2
0
1
3
年
3
月
）
で
、

若
者
会
議
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
想
を
提
案
し
た
。
そ
の
規
約
は
若

者
会
議
を
「
年
齢
や
性
別
、
職
業
な
ど
の
立
場
を
超
え
て
、
若
者

が
自
分
の
住
む
地
域
に
つ
い
て
考
え
、
話
し
合
い
、
行
動
す
る
場
」

と
定
義
し
た
。
構
成
員
は
目
的
に
賛
同
し
た
各
地
区
の
若
者
会
議

で
、
若
者
会
議
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
事
務
所
は
秋
田
県
南
N
P
O
セ

ン
タ
ー
に
置
く
と
さ
れ
た
。

　

若
者
会
議
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
各
若
者
会
議
が
一
堂
に
会
す
る

場
の
開
催
（
全
県
合
同
若
者
会
議
、
年
2
回
程
度
）
と
情
報
交
換

を
行
う
こ
と
と
し
、
会
長
・
副
会
長
・
事
務
局
・
会
計
な
ど
の
役

職
は
置
か
ず
、
そ
の
代
わ
り
に
運
営
委
員
を
決
め
、
所
属
す
る
若

者
会
議
と
若
者
会
議
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
間
で
情
報
の
共
有
や
発

信
、
会
議
へ
の
出
席
者
の
調
整
、
若
者
会
議
ど
う
し
の
調
整
を
行

う
役
割
を
担
う
と
し
た
。全
県
合
同
若
者
会
議
な
ど
の
企
画
・
運
営
・

広
報
・
渉
外
・
会
計
や
親
睦
会
の
運
営
を
担
う
役
割
も
置
か
れ
た
。

（
3
）
活
動
の
広
が
り
（
2
0
1
3
年
～
2
0
1
4
年
）

　

当
時
、
若
者
会
議
は
、
新
規
メ
ン
バ
ー
の
獲
得
や
次
世
代
育
成
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
十
分
に
機
能
す
る
し
く
み
づ
く
り
、
行
政
（
市

町
村
）
と
の
協
力
関
係
の
構
築
と
い
う
問
題
に
直
面
し
て
い
た
。

こ
れ
を
意
識
し
つ
つ
全
県
規
模
で
の
イ
ベ
ン
ト
「
勝
手
に
若
者
歓

迎
会
」「
全
県
合
同
若
者
会
議
」
や
各
地
区
の
若
者
会
議
の
活
動
基

発
足
し
て
動
き
始
め
て
お
り
、
そ
れ
に
触
発
さ
れ
て
近
隣
市
町
村

で
も
自
主
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
若
者
会
議
が
生
ま
れ
、
こ
う
し
た

動
き
を
受
け
て
若
者
会
議
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
県
南
若
者
会
議
）

が
計
画
さ
れ
た
。
県
南
以
外
の
県
央
・
県
北
地
域
で
は
広
域
的
な

エ
リ
ア
を
単
位
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
の
若
者
会
議
が
開
催

（
2
0
1
1
年
）
さ
れ
た
（
県
央
若
者
会
議
、
県
北
若
者
会
議
）。

こ
こ
に
は
2
0
0
9
･
2
0
1
0
年
度
に
各
市
町
村
で
行
わ
れ
た

若
者
会
議
の
参
加
者
も
加
わ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
若
者
会
議
と
は
、
団
体
や
組
織
形
態
に
つ
い
て
は

多
義
的
な
意
味
を
持
つ
一
方
、「
自
分
の
住
む
ま
ち
を
、
住
ん
で
楽

し
く
、
夢
や
希
望
を
持
て
る
場
所
に
す
る
た
め
に
、
10
～
30
代
く

ら
い
ま
で
の
年
齢
や
業
種
の
異
な
る
若
者
が
、
地
域
に
つ
い
て
考

え
、
話
し
合
い
、
行
動
す
る
」
こ
と
、
と
い
う
思
い
と
志
向
性
を

表
現
す
る
も
の
と
し
て
広
が
っ
て
い
っ
た
。

（
2
）
若
者
会
議
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
全
県
合
同
若
者
会
議
）
の
発
足

（
2
0
1
2
年
頃
）

　

2
0
1
2
年
度
、
秋
田
県
（
生
活
環
境
部
男
女
共
同
参
画
課
調

整
・
参
画
推
進
班
）
が
「
地
域
の
若
者
育
成
支
援
事
業
」（
秋
田
県

南
N
P
O
セ
ン
タ
ー
に
事
業
委
託
）
を
実
施
し
、
各
市
町
村
・
各

エ
リ
ア
で
誕
生
し
た
若
者
会
議
を
つ
な
ぎ
、
県
内
の
若
者
会
議
の

第 1 回全県合同若者会議では一堂に会し、取り組みを発表
商店街と協力して開催した第 1 回大仙クエスト
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盤
強
化
を
目
的
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
市
町
村
と
若

者
会
議
と
の
協
働
モ
デ
ル
事
例
集
の
発
行
・
配
布
を
行
っ
た
。

　

特
に
、
こ
の
頃
、
課
題
と
し
て
意
識
さ
れ
た
の
は
、
活
動
の
継

続
性
を
支
え
る
支
援
体
制
づ
く
り
で
あ
っ
た
。
2
0
1
3
年
度

も
若
者
会
議
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
秋
田
県
の
事
業
と
し
て
県
の
予
算

に
よ
っ
て
配
置
さ
れ
た
職
員
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
。
こ

れ
は
秋
田
県
か
ら
秋
田
県
南
N
P
O
セ
ン
タ
ー
へ
の
事
業
委
託

で
あ
っ
た
が
、
年
度
ご
と
に
予
算
化
さ
れ
る
不
安
定
な
も
の
で

あ
っ
た
た
め
、若
者
会
議
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、行
政
（
秋
田
県
な
ど
）

に
対
し
て
、
若
者
会
議
の
認
知
と
理
解
を
高
め
る
働
き
か
け
を
強

め
、
若
者
会
議
へ
の
恒
常
的
・
継
続
的
な
支
援
制
度
の
必
要
性
を

訴
え
て
い
っ
た
。

　
「
地
域
横
断
課
題
解
決
逆
コ
ン
ペ
」（
2
0
1
3
年
）
は
、
こ
う

し
た
働
き
か
け
の
一
環
で
も
あ
っ
た
。「
一
緒
に
地
域
の
課
題
を
解

決
し
て
い
こ
う
」「
市
町
村
の
課
題
だ
け
で
は
な
く
行
政
区
域
を
超

え
て
や
ろ
う
」
と
行
政
や
企
業
に
呼
び
か
け
た
。
逆
コ
ン
ペ
と
は
、

若
者
会
議
が
提
案
し
た
ア
イ
デ
ア
に
対
し
て
「
一
緒
に
や
り
た
い
」

と
い
う
自
治
体
を
募
集
す
る
も
の
で
あ
る
。
様
々
な
ア
イ
デ
ア
が

提
案
さ
れ
、「
ス
ポ
ー
ツ
Y
U
K
I
Y
O
S
E
世
界
大
会
」「
恋
す

る
デ
ー
ト
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
と
い
う
企
画
が
横
手
市
で
実
現
し
た

（
前
者
は
観
光
庁
「
今
し
か
で
き
な
い
旅
が
あ
る
」
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

ク
は
、県
を
超
え
た
若
者
会
議
の
全
国
規
模
の
集
ま
り
を
開
催
し
た

（
2
0
1
3
年
「
若
者
会
議
大
集
会
」、
長
野
・
小
布
施
若
者
会
議

な
ど
が
参
加
）。
こ
こ
に
は
県
外
か
ら
の
注
目
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
若

者
会
議
の
存
在
の
価
値
と
必
要
性
を
行
政
に
訴
え
た
い
と
の
思
い

も
あ
っ
た
。

　

他
方
、
こ
の
頃
（
2
0
1
4
年
頃
）、
若
者
会
議
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
内
で
は
、
若
者
会
議
へ
の
参
加
者
の
固
定
化
が
議
論
に
な
っ
て

い
た
。
参
加
者
に
は
「
コ
ア
メ
ン
バ
ー
」「
準
コ
ア
メ
ン
バ
ー
」「
受

動
的
参
加
」
が
階
層
的
に
存
在
し
て
い
る
と
認
識
さ
れ
、
若
者
会

議
に
か
か
わ
っ
て
い
な
い
若
者
へ
の
働
き
か
け
が
課
題
と
さ
れ
た
。

「
勝
手
に
若
者
歓
迎
会
―
あ
な
た
が
秋
田
に
い
る
だ
け
で
」
と
い
う

イ
ベ
ン
ト
は
、
転
勤
し
て
秋
田
県
内
で
暮
ら
す
人
々
や
、
地
元
の

人
と
つ
な
が
れ
な
い
若
者
、
孤
立
し
て
い
る
若
者
へ
の
働
き
か
け

を
意
識
し
た
も
の
で
、「
秋
田
に
住
ん
で
い
て
く
れ
る
だ
け
で
あ
り

が
と
う
」
と
の
気
持
ち
を
伝
え
、「
あ
な
た
が
、
こ
こ
に
い
る
」
と

い
う
だ
け
で
、
そ
れ
は
歓
迎
さ
れ
る
に
値
す
る
の
だ
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
地
元
の
協
賛
企
業
か
ら

提
供
さ
れ
た
商
品
の
配
布
な
ど
も
行
わ
れ
た
。

（
4
）行
政
と
の
関
係
・
公
的
支
援
を
め
ぐ
っ
て（
2
0
1
4
年
以
降
）

　

と
は
い
え
、
若
者
の
地
域
活
動
を
支
え
る
公
的
な
体
制
の
必
要

性
へ
の
理
解
を
得
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
2
0
1
4
年
秋
、
若

者
会
議
へ
の
支
援
の
方
向
性
を
検
討
す
る
た
め
、
秋
田
県
男
女
共

同
参
画
課
は
、
そ
れ
ま
で
の
若
者
会
議
参
加
者
を
対
象
に
ネ
ッ
ト

上
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
若
者
会
議
メ
ン
バ
ー
と
の
意
見
交
換

会
も
行
っ
た
。
秋
田
県
南
N
P
O
セ
ン
タ
ー
職
員
・
奥
さ
ん
の

記
録
に
よ
れ
ば
、「
意
見
交
換
会
に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
は
“「
若

者
会
議
」
と
い
う
団
体
を
支
援
す
る
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
秋

田
県
の
今
後
の
若
者
支
援
の
在
り
方
を
き
ち
ん
と
検
討
し
て
ほ
し

い
。
若
者
支
援
が
「
若
者
会
議
」
の
事
業
以
外
に
行
わ
れ
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
適
切
な
も
の
を
今
後
も
実
施
し
て
い
け
ば
良
い
。
し

か
し
現
状
は
そ
う
で
は
な
い
の
で
、
せ
っ
か
く
こ
こ
ま
で
育
て
て

き
た
「
若
者
会
議
」
を
活
か
し
て
は
ど
う
か
。”
と
い
う
主
旨
の

発
言
を
し
ま
し
た
が
、
県
担
当
者
は
考
え
方
に
悩
ん
で
い
る
よ
う

で
し
ば
ら
く
回
答
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
あ
る
。
こ
れ
以
後

も
（
2
0
1
5
年
1
月
以
降
）、
秋
田
県
南
N
P
O
セ
ン
タ
ー
と

県
担
当
者
で
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
も
の
の
2
0
1
4
年
度
で
事

業
終
了
が
予
告
さ
れ
た
。「“
他
に
も
若
者
に
よ
る
団
体
が
あ
る
中

で
、な
ぜ
「
若
者
会
議
」
だ
け
を
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
”

と
「
若
者
会
議
」
そ
の
も
の
を
単
な
る
団
体
と
捉
え
る
よ
う
な
浅

い
理
解
し
か
さ
れ
」
ず
残
念
だ
っ
た
と
奥
さ
ん
は
書
い
て
い
る
。

そ
し
て
、
県
に
対
し
て
、「
事
業
が
終
わ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ま

賞
を
受
賞
）。
こ
の
経
験
を
踏
ま
え
、
当
時
の
横
手
市
長
・
五
十
嵐

忠
悦
さ
ん
は
、市
内
の
廃
校
に
な
っ
た
学
校
を
「
若
者
の
館
（
仮
）」

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
（
実
現
せ
ず
現
在
に
至
る
）。

な
お
、
五
十
嵐
元
市
長
は
、
後
に
参
考
人
と
し
て
呼
ば
れ
た
国
会

で
次
の
よ
う
に
意
見
を
述
べ
た
。「
今
の
若
い
方
々
が
、
高
望
み

は
し
な
い
、
将
来
に
対
す
る
非
常
に
冷
め
た
目
を
持
ち
な
が
ら

も
、
今
住
ん
で
い
る
町
を
元
気
に
し
た
い
と
い
う
思
い
を
も
の
す

ご
く
持
っ
て
い
る
」
人
が
多
く
、
S
N
S
に
よ
る
交
流
や
F
M

放
送
、
そ
し
て
若
者
会
議
な
ど

で
「
若
い
人
た
ち
が
頑
張
っ
て

い
る
」、
こ
れ
を
「
い
ろ
い
ろ
な

意
味
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
必
要
が

あ
る
」「
義
務
教
育
だ
け
で
な
く

て
社
会
教
育
も
含
め
て
支
援
し

て
い
く
仕
組
み
と
い
う
も
の
が
、

今
、
自
治
体
は
ど
こ
も
そ
の
必

要
性
を
感
じ
て
い
る
」（
衆
議
院

特
別
委
員
会「
地
方
創
生
に
関
す

る
特
別
委
員
会
議
録
」
第
六
号
、

2
0
1
8
年
10
月
30
日
）。

　

ま
た
、若
者
会
議
ネ
ッ
ト
ワ
ー

若者や行政等全国 12 県から 120 人が集った若者会議大集会
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で
育
て
て
き
た
若
者
会
議
を
ど
う
活
か
し
て
い
く
の
か
、
若
者
支

援
と
い
う
観
点
で
し
っ
か
り
考
え
て
ほ
し
い
」
と
伝
え
た
。
こ
う

し
た
状
況
の
中
で
、奥
さ
ん
は
若
者
会
議
メ
ン
バ
ー
に
向
け
て
「
み

ん
な
で
市
民
活
動
と
し
て
広
げ
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
2
0
1
5
年
3
月
半
ば
、
県
担
当
者
か
ら
次
年
度

の
予
算
が
つ
い
た
の
で
若
者
会
議
支
援
の
委
託
事
業
者
を
急
き
ょ

公
募
す
る
と
連
絡
が
あ
っ
た
。
秋
田
県
南
N
P
O
セ
ン
タ
ー
は
、

新
年
度
（
2
0
1
5
年
度
）
の
職
員
体
制
が
ほ
ぼ
決
定
さ
れ
て
お

り
、
県
と
の
間
に
考
え
方
の
ズ
レ
が
あ
る
中
で
単
な
る
下
請
け
と

し
て
手
を
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
、
応
募
し
な
か
っ
た
。

そ
の
結
果
、
別
の
N
P
O
が
事
業
を
受
託
し
、「
地
元
を
元
気
に

し
た
い
と
考
え
て
い
る
若
者
」
と
、
そ
れ
を
活
用
し
た
い
市
町
村
、

社
会
貢
献
し
た
い
企
業
、若
者
と
一
緒
に
課
題
解
決
に
取
り
組
み
た

い
市
民
活
動
団
体
を
募
集
し
て
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、そ
こ
で
成
立
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
支
援
す
る
、「
若
者
会
議
チ
ャ
レ
ン
ジ
作

戦
」
と
い
う
事
業
が
行
わ
れ
た
。

　

秋
田
県
南
N
P
O
セ
ン
タ
ー
へ
の
事
業
受
託
が
2
0
1
4
年
度

で
終
了
す
る
の
に
と
も
な
い
、
奥
さ
ん
は
、
若
者
会
議
メ
ン
バ
ー

に
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
活
動
が
で
き
な
く
な
る
こ
と

を
伝
え
た
。
と
は
い
え
、
奥
さ
ん
に
は
、
職
員
と
し
て
で
は
な
く

「
わ
た
し
個
人
と
し
て
も
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
と
し
て
」
か
か
わ
っ

て
い
き
た
い
と
の
思
い
が
あ
り
、
電
話
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
定
例
会
へ
の
参
加
な
ど
若
者
会
議
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
事
務
局
の
役
割
は
続
け
て
い
き
た
い
と
伝
え
た
。
さ
ら
に
、
出

産
を
機
に
2
0
1
5
年
10
月
か
ら
産
休
・
育
休
を
取
得
す
る
予
定

で
あ
る
こ
と
も
伝
え
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
、「
場
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ

ウ
」を
共
有
す
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
勉
強
会（
2
0
1
5
年
7

～
9
月
に
実
施
）、
ノ
ウ
ハ
ウ
ブ
ッ
ク
作
成
（
作
成
に
着
手
す
る

も
未
完
成
）、
各
地
区
か
ら
の
相
談
へ
の
対
応
、
な
ど
を
模
索
し
た
。

　

実
際
に
は
、
2
0
1
6
年
以
降
、
若
者
会
議
メ
ン
バ
ー
の
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
変
化
な
ど
に
よ
り
一
部
の
地
域
を
除
き
活
動

は
沈
静
化
し
て
い
っ
た
。
他
方
、

2
0
1
3
年
に
は
「
若
者
会
議

を
や
り
た
い
」
と
集
ま
っ
た
有
志

が
由
利
本
荘
若
者
会
議
、
続
い
て

2
0
1
5
年
に
は
か
づ
の
若
者
会

議
を
新
た
に
結
成
し
た
。
秋
田
県

南
N
P
O
セ
ン
タ
ー
や
全
県
の

若
者
会
議
も
こ
れ
を
後
押
し
し
若

者
会
議
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
も
加
入

し
た
。「
ま
ち
あ
る
き
」「
ま
ち
だ

べ
り
」
や
「
地
域
お
こ
し
」
に
関
す

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
い
、
市
へ
の
提
言
な
ど
の
活
動
を

続
け
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
逆
に
市
か
ら
住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
運
営
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

４
．若
者
た
ち
に
と
って
の
若
者
会
議

　

で
は
、
次
に
、
若
者
た
ち
に
と
っ
て
若
者
会
議
と
は
ど
の
よ
う

な
場
で
あ
っ
た
の
か
、
若
者
た
ち
は
若
者
会
議
で
ど
の
よ
う
な
経

験
を
し
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
の
か
見
て
ゆ
こ
う
。

今
回
、
秋
田
の
若
者
会
議
の
メ
ン
バ
ー
7
人
に
話
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
た
。
年
代
は
20
代
～
30
代
、
男
女
半
々
で
、
大
学
進
学

等
で
県
外
に
出
た
後
に
秋
田
に
戻
っ
て
来
た
人
が
半
分
ほ
ど
い
た
。

職
業
は
、
県
庁
、
市
役
所
職
員
、
県
立
高
校
教
諭
、
会
社
員
で
あ
る
。

（
１
）
参
加
の
動
機

　

若
者
会
議
へ
の
参
加
の
き
っ
か
け
は
、「
募
集
チ
ラ
シ
や
ポ
ス

タ
ー
を
見
て
」「
直
接
声
を
か
け
ら
れ
て
」
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
が
、

実
際
に
参
加
す
る
動
機
に
は
幅
が
あ
っ
た
。
図
書
館
で
参
加
者
募

集
ポ
ス
タ
ー
を
見
た
千
葉
さ
ん
は
、当
時
、仕
事
を
始
め
て
5
年
目

で
、「
今
の
ま
ま
で
い
い
の
か
な
」「
何
か
し
た
い
け
ど
何
を
し
た

ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」と
感
じ
て
お
り
、「
す
ぐ
さ
ま
電
話
し
た
」。

岩
田
さ
ん
は
、「
就
職
し
て
少
し
経
っ
た
、
駆
け
出
し
の
頃
だ
っ
た

の
で
、
仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
行
き
来
す
る
だ
け
じ
ゃ
、
人
生
、

味
気
な
い
」
と
思
っ
て
参
加
を
決
め
た
。
大
学
卒
業
後
に
地
元
に

戻
っ
て
働
き
始
め
た
篠
原
さ
ん
も
、
家
と
職
場
以
外
の
場
を
求
め

て
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

県
庁
に
置
い
て
あ
っ
た
チ
ラ
シ
を
見
て
参
加
し
た
中
嶋
さ
ん
に

は
、
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
い
う
明
確
な
目

的
が
あ
っ
た
。
小
助
川
さ
ん
は
、
す
で
に
学
ん
で
い
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
論
を
実
際
に
生
か
し

地
域
の
人
た
ち
と
課
題
解
決
の
活
動
を
展
開
し
た
い
と
考
え
て

い
た
。
な
か
な
か
言
い
づ
ら
い
、
目
に
つ
か
な
い
声
を
拾
う
こ
と
、

高
校
生
が
意
見
を
言
う
場
を
つ
く
る
こ
と
に
特
に
関
心
が
あ
っ
た
。

伊
藤
さ
ん
、
篠
原
さ
ん
は
、
大
学
時
代
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
震
災

の
支
援
活
動
を
経
験
し
て
地
域
活
動
に
関
心
が
あ
り
、「
何
か
や

り
た
い
、
横
の
つ
な
が
り
も
欲
し
い
」「
学
生
時
代
に
ア
ク
テ
ィ
ブ

な
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
社
会
人
に
な
っ
て
も
何
か
や
り
た
い
」
と

い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
若
者
会
議
で
活
動
す
る
過
程
で
自
分
の
中
に
あ
っ
た
地

域
へ
の
思
い
に
気
づ
い
た
と
い
う
岩
田
さ
ん
は
、
子
ど
も
の
頃
、

町
内
会
ご
と
に
青
年
会
が
あ
り
、
夏
祭
り
に
も
店
を
出
し
て
わ
い

わ
い
や
っ
て
い
る
の
を
見
て
い
た
が
、
そ
れ
が
下
火
に
な
り
、
若

由利本荘若者会議が参加者を募って実施したまちあるき
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い
人
が
減
り
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
町
の
様
子
も
変
化
し
て
ゆ
く

こ
と
に
「
さ
び
し
さ
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
言
う
。

　

ま
た
、
同
世
代
の
人
と
の
つ
な
が
り
に
「
飢
え
て
い
た
」
と
い

う
声
も
あ
っ
た
。
就
職
で
地
元
に
戻
っ
た
人
の
中
に
は
、
孤
立
感

や
地
域
へ
の
否
定
的
な
感
情
も
あ
っ
た
。
特
に
、
地
域
社
会
の
狭

い
人
間
関
係
や
「
女
は
こ
う
す
べ
き
」
と
い
っ
た
規
範
の
強
さ
は
、

日
常
生
活
を
「
息
苦
し
い
」
と
す
ら
感
じ
さ
せ
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
実
生
活
の
場
面
に
お
け
る
身
近
な
人
と
の
関
係
へ

の
欲
求
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
２
）「
ゼ
ロ
か
ら
１
を
生
み
出
す
場
」「
場
づ
く
り
」

　

若
者
会
議
は
、
そ
こ
に
集
っ
た
若
者
た
ち
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、
何
を
す
る
か
考
え
、
計
画
を
立
て
実
行
し
て
い
く
。
篠
原

さ
ん
は
、「
そ
も
そ
も
、
や
り
た
い
こ
と
が
な
い
、
興
味
が
な
い
っ

て
い
う
『
ゼ
ロ
』
を
、
若
者
会
議
で
『
１
』
に
で
き
た
ら
い
い
」

と
語
っ
た
。
若
者
会
議
は
、「
ゼ
ロ
か
ら
１
を
生
み
出
す
場
」
な
の

だ
と
い
う
。
中
嶋
さ
ん
も
、
若
者
会
議
が
一
つ
の
チ
ー
ム
で
あ
り
、

「
皆
で
作
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
か
ら
一
人
ひ
と
り
に
役
割
が
あ

る
。
誰
か
が
欠
け
て
い
て
も
で
き
な
い
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
が
い
た

か
ら
で
き
た
、
こ
れ
が
奇
跡
、
と
い
う
感
じ
」「
一
人
で
は
で
き
な

い
こ
と
が
チ
ー
ム
で
で
き
る
、
だ
か
ら
楽
し
い
」
と
話
す
。
誰
か

が
言
い
出
し
た
「
何
か
」
を
み
ん
な
で
一
緒
に
実
現
し
よ
う
と
「
汗

を
か
く
」
場
と
し
て
若
者
会
議
は
経
験
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
場
づ
く
り
の
過
程
を
体
験
的
に
学
ん
だ
の
が
若
者
会

議
だ
っ
た
と
語
る
岩
田
さ
ん
は
、「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
た
ち
と

出
会
っ
て
、
嗅
覚
が
や
し
な
わ
れ
た
、
若
い
人
た
ち
で
何
か
で
き

る
、
場
づ
く
り
」「
企
画
を
立
て
、
や
り
た
い
こ
と
を
ど
う
ま
と
め

て
、
ど
う
動
か
し
て
い
く
の
か
」、
集
団
の
思
い
を
ど
の
よ
う
に
ま

と
め
て
い
く
か
、
記
録
を
残
す
こ
と
の
重
要
性
も
体
験
的
に
学
ん

だ
と
い
う
。

（
３
）「
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」「
居
場
所
」

　
「
ゼ
ロ
か
ら
１
を
生
み
出
す
場
」
だ
か
ら
こ
そ
、
特
定
の
活
動
を

目
的
と
し
て
集
ま
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
い
る
メ
ン
バ
ー
と
の

「
つ
き
あ
い
」や
関
係
性
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
。
千
葉
さ
ん
は
、

「
自
分
に
と
っ
て
若
者
会
議
は
特
別
な
存
在
。
何
か
を
や
る
た
め
に

集
ま
る
と
い
う
よ
り
、
た
だ
集
ま
る
だ
け
、
何
か
や
る
こ
と
を
目

的
と
し
な
く
て
も
集
ま
る
だ
け
で
い
い
」
と
言
い
、
岩
田
さ
ん
は
、

「
そ
の
空
気
感
（
が
大
事
）。
目
的
が
明
確
じ
ゃ
な
く
て
も
人
が
集

ま
る
。「
居
場
所
と
出
番
」「
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
と
し
て
の
若

者
会
議
。
何
し
て
い
い
い
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
何
か
を
す
る
た
め

に
集
ま
る
」
と
言
う
。
伊
藤
さ
ん
や
篠
原
さ
ん
は
、「
あ
っ
た
か
い

場
所
」「
癒
さ
れ
た
く
て
行
っ
た
、
す
ご
く
ち
や
ほ
や
し
て
く
れ
る

か
ら
。
私
、
こ
こ
に
い
て
い
い
ん
だ
っ
て
思
っ
た
」
と
い
う
。
若

者
会
議
は
、
た
だ
、
そ
こ
に
行
く
だ
け
で
い
い
、
居
る
だ
け
で
受

け
と
め
て
も
ら
え
る
、
安
心
感
の
あ
る
場
と
し
て
感
じ
ら
れ
て
も

い
た
。

（
４
）
新
鮮
な
出
会
い
、
自
分
に
気
づ
く
、
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ

け
た

　

若
者
会
議
で
の
経
験
が
よ
り
直
接
的
・
具
体
的
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
自
分
よ
り
年
長
の
若
者
の
姿
か
ら
自
身
の
進

路
を
考
え
、
実
際
に
進
路
を
変
え
た
高
校
生
も
い
た
。
若
者
会
議

参
加
時
に
20
歳
だ
っ
た
篠
原
さ
ん
は
、「
大
人
と
か
か
わ
る
の
が
そ

も
そ
も
新
鮮
」「
い
ろ
ん
な
職
業
の
人
と
話
す
新
鮮
さ
が
私
に
は
た

ま
ら
な
か
っ
た
」
と
語
り
、
同
じ
町
で
暮
ら
し
て
い
て
も
、
20
歳

の
若
者
が
30
～
40
代
の
人
と
出
会
う
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ひ

と
ま
わ
り
以
上
も
年
長
の
人
と
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
で
気
軽
に
話
が

で
き
る
こ
と
に
感
動
し
た
と
い
う
。
こ
の
経
験
は
、
地
元
に
対
す

る
見
方
を
変
え
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。「
地
元
で
仕
事
を
し
て
い

る
人
た
ち
っ
て
、
な
ん
か
楽
し
そ
う
じ
ゃ
な
い
な
っ
て
い
う
か
、

輝
い
て
見
え
な
い
な
っ
て
思
っ
ち
ゃ
っ
て
て
、
私
も
そ
ん
な
一
人

に
な
り
た
く
な
い
」「
こ
っ
ち
に
帰
っ
て
く
る
の
は
カ
ッ
コ
悪
い
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
た
」
が
、「
そ
れ
は
大
間
違
い
だ
っ
た
っ
て
、
若

者
会
議
の
お
か
げ
で
気
づ
け
た
」
と
言
う
。
自
分
の
や
り
た
い
こ

と
が
明
確
に
な
り
、
新
た
な
活
動
や
仕
事
へ
と
踏
み
出
し
て
い
く

人
も
い
た
。

　

活
動
の
過
程
で
は
、
反
省
し
た
り
落
ち
込
ん
だ
り
す
る
こ
と
も

あ
る
。「
冬
の
秋
田
は
楽
し
い
こ
と
が
何
も
な
い
。
冬
に
何
か
楽
し

い
こ
と
を
や
れ
た
ら
」
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
企
画
し
た
千

葉
さ
ん
は
、
リ
ー
ダ
ー
を
任
さ
れ
た
も
の
の
何
も
か
も
初
め
て
で

「
が
む
し
ゃ
ら
に
」
取
り
組
ん
だ
。
す
る
と
、終
了
後
の
反
省
会
で
、

他
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
「
何
か
わ
か
ら
な
い
う
ち
に
終
わ
っ
た
」
と

言
わ
れ
て
し
ま
い
、
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
。
後
悔
と
反
省

で
翌
年
は
「
動
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
い
う
。
け
れ
ど
も
、

そ
の
後
、
新
た
に
団
体
を
立
ち
上
げ
て
開
催
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
で
は
、
先
の
反
省
を
踏
ま
え
、
自
分
一
人
で
が
む
し
ゃ
ら

に
や
る
の
で
は
な
く
周
囲
の
い
ろ
い
ろ
な
人
に
役
割
を
割
り
ふ
り

な
が
ら
み
ん
な
で
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
が
き
っ

か
け
と
な
り
様
々
な
人
と
の
出
会
い
を
経
て
現
在
の
仕
事
へ
と
つ

な
が
っ
た
。
こ
う
し
た
経
験
を
経
て
、
今
、
自
分
が
「
ち
っ
ぽ
け

な
存
在
」
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
、も
っ
と
広
い
世
界
が
見
て
み
た

い
と
考
え
始
め
た
。「
秋
田
は
好
き
、
で
も
、
秋
田
に
こ
だ
わ
ら
な

く
て
も
い
い
」
と
い
う
気
も
し
て
い
る
と
い
う
。
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こ
の
よ
う
に
若
者
会
議
を
通
じ
た
経
験
は
直
接
的
に
も
若
者
た

ち
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

（
６
）
継
続
を
め
ぐ
る
悩
み
と
葛
藤

　
「
ど
う
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
か
」、
悩
ま
し
い
問
題
と
し
て
共

通
に
語
ら
れ
た
の
が
、
若
者
会
議
の
継
続
性
に
か
か
わ
る
事
柄

だ
っ
た
。
受
動
的
に
参
加
す
る
メ
ン
バ
ー
が
入
っ
て
も
運
営
委

員
や
コ
ア
メ
ン
バ
ー
の
後
継
者
を
作
れ
ず
、「
卒
業
」
制
度
も
な

か
っ
た
た
め
、メ
ン
バ
ー
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
変
化
に
と
も
な
っ

て
、
そ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
多
く
の
時
間
と
労
力
を
費
や
せ
な

く
な
り
、
個
人
と
し
て
も
若
者
会
議
と
し
て
も
行
き
詰
ま
り
を
感

じ
た
と
い
う
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、自
治
体
に
よ
る
支
援
体
制
が
あ
れ
ば
継
続
し
た

の
で
は
な
い
か
、
自
治
体
が
町
内
会
を
支
援
す
る
よ
う
に
若
者
会

議
を
支
援
す
る
の
に
は
公
益
性
が
あ
る
、
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
若
者
に
と
っ
て
、
家
と
職
場
の
往
復
だ
け
で
は
な
く
「
第

三
の
場
所
」（
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
）
が
必
要
で
、
若
者
た
ち
自
身
で

そ
れ
を
つ
く
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
自
治
体
は
制
度
を
つ
く
っ
て

支
援
す
べ
き
で
あ
る
、
な
ぜ
な
ら
、
若
者
た
ち
に
働
き
か
け
、
そ

れ
を
支
え
る
こ
と
で
、
よ
い
方
向
に
変
わ
っ
て
い
く
、
こ
う
し
た

経
験
は
若
者
た
ち
が
自
分
た
ち
の
力
で
地
域
を
よ
く
し
て
い
く
こ

と
に
つ
な
が
る
も
の
だ
か
ら
、だ
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。し
か
し
、

実
際
に
は
、「
若
者
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
サ
ー
ク
ル
活
動
し
て
い
る

だ
け
で
は
」
と
の
見
方
も
あ
り
、
秋
田
県
庁
内
で
は
受
け
入
れ
ら

れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

あ
る
い
は
、
若
者
会
議
の
集
団
形
態
自
体
が
、
そ
の
活
動
継
続

を
難
し
く
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
の
見
方
も
あ
る
。
岩
田
さ

ん
は
、秋
田
県
南
N
P
O
セ
ン
タ
ー
と
い
う
支
援
者
の
存
在
に
よ
っ

て
、
会
長
や
リ
ー
ダ
ー
を
決
め
な
く
て
も
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
（「
頼

れ
る
兄
さ
ん
・
姉
さ
ん
と
い
っ
た
関
係
」）
で
や
っ
て
こ
れ
た
が
、

継
続
と
い
う
意
味
で
は
、
こ
れ
が
課
題
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　

現
在
、
世
代
交
代
が
行
わ
れ
た
あ
る
地
域
の
若
者
会
議
で
は
、

月
1
回
の
定
例
会
の
参
加
者
が
流
動
的
で
、毎
回
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
同
じ
こ
と
を
く
り
返
し
て
い
る
状
態
に
陥
り
、
身
動
き
が
取

れ
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
若
者
会
議
は
、い
つ
で
も
、誰
で
も
、

受
け
入
れ
、
そ
の
場
に
い
る
全
て
の
人
が
対
等
な
関
係
で
、
お
互

い
の
意
見
を
尊
重
し
あ
う
と
い
う
「
よ
さ
」
が
あ
る
が
、
そ
れ
が

裏
目
に
出
る
形
で
、
何
か
を
決
定
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
互

い
に
配
慮
し
合
っ
た
結
果
、
何
を
や
る
か
が
定
ま
ら
ず
、
何
を
し
た

ら
い
い
か
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
も
言
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
若
者
会
議
の
若
者
た
ち
、
特
に
そ
こ
に
深
く
か

か
わ
っ
て
き
た
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
、
そ
こ
で
の
経
験
は
悩
み
や

葛
藤
を
含
む
も
の
で
あ
る
。

5
．若
者
会
議
を
支
え
促
し
た
も
の

　

で
は
、
こ
の
よ
う
な
若
者
会
議
は
、
ど
の
よ
う
に
実
現
さ
れ
た

の
だ
ろ
う
か
。
最
後
に
、
秋
田
の
若
者
会
議
の
発
足
と
そ
の
広
が

り
を
促
し
支
え
た
も
の
を
整
理
し
て
お
こ
う
。

（
１
）
公
的
事
業
と
し
て
の
位
置
づ
け

　

若
者
会
議
発
足
の
直
接
的
な
契
機
は
秋
田
県
の
事
業
で
あ
り
、

そ
の
運
営
を
N
P
O
に
委
託
（
職
員
の
雇
用
）
し
て
実
施
さ
れ
た
。

こ
れ
以
前
に
複
数
の
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
、

市
民
活
動
促
進
の
環
境
づ
く
り
は
行
わ
れ
て
い
た
が
、
セ
ン
タ
ー

自
体
の
組
織
的
な
基
盤
（
財
政
・
ス
タ
ッ
フ
体
制
）
は
脆
弱
で
あ
り
、

若
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
っ
た
新
た
な
取
り
組
み
に
着
手
す
る

の
は
難
し
か
っ
た
た
め
、
新
た
な
財
政
的
な
裏
づ
け
を
得
な
が
ら

県
に
よ
る
公
的
事
業
と
し
て
取
り
組
め
た
こ
と
が
若
者
会
議
の
安

定
的
な
ス
タ
ー
ト
を
保
障
し
た
と
言
え
る
。
た
だ
し
事
業
は
1
～

2
年
単
位
で
あ
っ
た
た
め
セ
ン
タ
ー
の
体
制
の
脆
弱
性
は
常
に
課

題
で
あ
り
つ
づ
け
た
。

（
２
）
運
営
者
の
問
題
意
識
：「
秋
田
を
何
と
か
し
た
い
」

　

秋
田
県
南
N
P
O
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
と
ど
ま
ら
ず
、
市
民
が
つ
な
が
り
大
き
な
う
ね
り
を
生
み
出
し

て
地
域
を
変
革
し
て
い
く
活
動
（
市
民
活
動
）
を
支
え
促
す
役
割

を
担
っ
て
い
る
と
の
認
識
を
も
っ
て
若
者
に
か
か
わ
る
事
業
を

担
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
若
者
を
集
め
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
う
こ

と
が
目
的
で
は
な
く
、そ
れ
を
入
口
に
秋
田
と
い
う
地
域
を
ど
う
す

る
か
、
一
緒
に
考
え
活
動
す
る
若
者
の
つ
な
が
り
を
生
み
出
す
と

い
う
明
確
な
意
図
が
あ
っ
た
。

　

職
員
の
奥
さ
ん
は
「
秋
田
を
な
ん
と
か
し
た
い
」
と
い
う
強
い

思
い
を
持
っ
て
い
る
。
県
外
で
暮

ら
し
た
大
学
時
代
、「
高
齢
化
率

日
本
一
」「
が
ん
死
亡
率
日
本
一
」

「
自
殺
者
数
日
本
一
」
と
い
っ
た

秋
田
に
関
す
る
「
暗
い
話
題
」
を

耳
に
し
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に

よ
る
失
職
の
現
実
も
身
近
に
感
じ

る
中
で
、「
今
、
秋
田
に
帰
ら
な

い
と
ま
ず
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
気
持
ち
」
と
、「
今
、
帰
っ
て

若者会議大集会で総括する奥ちひろさん
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も
何
も
で
き
な
い
の
で
は
」
と
い
う
思
い
が
交
錯
し
深
く
悩
ん
だ

と
い
う
。
結
局
、
2
0
0
9
年
4
月
、
地
元
に
戻
っ
て
秋
田
県
南

N
P
O
セ
ン
タ
ー
に
就
職
し
た
。
そ
こ
か
ら
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

市
民
活
動
を
学
び
始
め
、
入
職
半
年
後
に
ス
タ
ー
ト
し
た
若
者
会

議
に
「
と
に
か
く
必
死
」
で
の
ぞ
ん
だ
。「
秋
田
を
何
と
か
し
た
い
、

な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
と
思
っ
て
帰
っ
て
来
た
の
で
、
そ
の
た
め
に

は
仲
間
を
集
め
な
け
れ
ば
」「
若
い
人
た
ち
が
地
元
を
何
と
か
し
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
そ
の
人
た
ち
と
一
緒

に
仲
間
に
な
っ
て
、
明
る
い
未
来
を
描
き
た
い
」
と
の
奥
さ
ん
の

思
い
は
若
者
会
議
の
原
動
力
と
言
え
る
。
初
年
度
の
事
業
の
「
そ

の
先
」
に
自
主
活
動
の
展
開
が
見
す
え
ら
れ
て
い
た
の
も
必
然
で

あ
っ
た
。

（
３
）
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
方
法

　

参
加
者
間
に
年
齢
や
社
会
的
立
場
に
よ
る
上
下
関
係
を
持
ち
込

ま
な
い
こ
と
（
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
呼
び
あ
う
ル
ー
ル
も
互
い
の
関

係
を
平
等
化
す
る
工
夫
）、
す
べ
て
の
人
の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
尊

重
す
る
こ
と
な
ど
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
方
法
論
は
好
評
で
、
限
ら

れ
た
時
間
内
で
の
活
発
な
発
言
と
う
ち
と
け
た
関
係
性
の
形
成
が

促
さ
れ
た
。
特
に
、
性
別
、
年
齢
、
職
業
・
職
場
な
ど
社
会
的
な

地
位
の
上
下
、
家
族
的
背
景
が
日
常
場
面
で
の
立
場
や
関
係
を
規

定
す
る
側
面
が
強
い
地
域
社
会
で
は
、
こ
う
し
た
秩
序
か
ら
解
放

さ
れ
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
を
つ
く
る
こ
と
に
は
困
難
が
伴
う
。
そ
こ

で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
方
法
は
一
定
の
意
味
を
持
っ
た
と

言
え
る
。
ま
た
、
参
加
す
る
若
者
た
ち
自
身
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
つ
い
て
学
び
、「
み
ん
な
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
な
る
」
こ
と

が
自
覚
的
に
目
指
さ
れ
た
。
た
だ
し
実
際
に
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
中
で
参
加
者
が
「
お
客
さ
ん
」
に
な
り
が
ち
な
場
面
も
あ
っ
た

と
い
う
。
ど
う
に
し
た
ら
自
分
の
意
見
を
言
え
る
よ
う
に
な
る
か
、

み
ん
な
が
主
人
公
に
な
る
運
営
は
ど
う
し
た
ら
で
き
る
の
か
、
常

に
考
え
続
け
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
や
提
案
は
、
す

べ
て
そ
の
ま
ま
実
行
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。「
若
者
会
議
と

し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
」「
若
者
会
議
ら
し
い
も
の
を
や
る
べ
き
」

と
の
や
り
と
り
も
交
わ
さ
れ
た
。
た
だ
楽
し
い
だ
け
で
は
な
く
地

域
に
と
っ
て
意
味
が
あ
る
も
の
、地
域
課
題
に
か
か
わ
る
も
の
を
す

る
の
が
若
者
会
議
だ
と
共
有
さ
れ
て
い
た
。
ゆ
え
に
、同
時
に
、「
若

者
会
議
ら
し
さ
」
の
共
通
認
識
を
め
ぐ
る
や
り
と
り
や
議
論
も
生

じ
た
。
若
者
会
議
が
、「
や
り
た
い
こ
と
を
何
で
も
や
れ
る
」と
う
た

い
な
が
ら
、
実
際
に
は
「
様
々
な
制
約
が
あ
る
」
と
の
反
発
も
出
さ

れ
た
。
そ
の
よ
う
な
反
発
は
重
要
な
対
話
と
学
び
の
契
機
に
な
り

え
る
も
の
で
、そ
こ
で
職
員
の
力
量
も
問
わ
れ
て
く
る
の
だ
ろ
う
。

（
４
）
若
者
た
ち
の
自
主
運
営
と
そ
の
相
乗
作
用

　

各
地
で
自
主
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
若
者
会
議
が
生
ま
れ
た
の
に

は
「
あ
そ
こ
が
や
っ
て
い
る
な
ら
」「
う
ち
も
や
ろ
う
」
と
い
っ
た

他
地
域
か
ら
の
刺
激
と
影
響
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
特
定
自
治
体

に
よ
る
単
独
事
業
で
は
な
く
県
内
各
地
で
ほ
ぼ
同
時
に
行
わ
れ
た

こ
と
で
も
た
ら
さ
れ
た
効
果
と
言
え
る
。
ま
た
、
年
度
を
越
え
た

継
続
事
業
で
あ
り
、
1
年
目
の
参
加
者
が
翌
年
に
近
隣
地
域
で
開

か
れ
る
若
者
会
議
の
グ
ル
ー
プ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
な
る
と
い

う
役
割
の
循
環
や
継
続
性
も
生
み
だ
さ
れ
た
。

　

全
県
の
若
者
会
議
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
結
成
さ
れ
、
自
主
的
な
運

営
が
追
求
さ
れ
て
い
く
と
、
秋
田
県
南
N
P
O
セ
ン
タ
ー
の
支
援

か
ら
自
立
し
、
自
分
た
ち
で
活
動
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
が
、

そ
れ
も
見
通
し
た
上
で
の
公
的
な
支
援
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
残
さ
れ
た
検
討
課
題
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

そ
こ
に
住
む
多
様
な
若
者
（
生
ま
れ
育
っ
た
人
・
移
住
し
て
き
た

人
な
ど
）
が
、「
自
分
事
」
と
し
て
「
そ
の
地
域
」
の
こ
と
を
考
え

あ
う
場
を
つ
く
る
こ
と
、
考
え
る
だ
け
で
な
く
緩
や
か
な
形
で
共

同
的
に
何
か
一
つ
の
こ
と
に
具
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
現
在

も
、
若
者
た
ち
に
求
め
ら
れ
、
若
者
た
ち
を
惹
き
つ
け
る
も
の
と

な
っ
て
い
た
。
他
方
、
若
者
会
議
は
、
若
者
た
ち
に
と
っ
て
だ
け

で
な
く
、「
若
者
が
行
動
し
た
こ
と
で
地
域
に
脚
光
が
当
た
り
」「
関

わ
っ
た
団
体
が
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
新
し
い
活
動
を
始
め
」「
終
了

後
も
地
域
と
若
者
会
議
が
協
力
し
て
活
動
し
て
い
る
地
区
も
あ
る
」

「
首
都
圏
で
活
動
す
る
秋
田
県
出
身
者
の
団
体
と
つ
な
が
る
等
、
県

境
を
越
え
た
情
報
交
流
や
連
携
も
う
ま
れ
て
い
る
」
と
い
っ
た
地

域
の
変
化
を
も
呼
び
起
こ
し
た
。
2
0
0
9
年
に
始
ま
っ
た
秋
田

の
若
者
会
議
は
、
2
0
2
2
年
現
在
の
問
題
関
心
を
先
取
り
し
た

取
り
組
み
だ
っ
た
と
言
え
る
。



9192

第 3 章  調査研究報告

１
．な
ぜ
拠
点
づ
く
り
／
場
づ
く
り
な
の
か

　

若
者
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
活
動
に
と
っ
て
、「
拠
点
づ
く

り
/
場
づ
く
り
」
の
持
つ
意
味
と
は
な
ん
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば

私
た
ち
の
活
動
に
、
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
る
常
設
の

居
場
所
が
あ
っ
た
ら
…
、
い
つ
も
仲
間
が
集
ま
る
場
が
地
域
に
あ

れ
ば
…
、
街
に
飲
み
食
い
も
で
き
て
居
心
地
の
良
い
カ
フ
ェ
を
つ

く
れ
た
ら
…
。

　

た
し
か
に
若
者
た
ち
の
活
動
の
プ
ロ
セ
ス
で
拠
点
が
必
要
に
な

る
場
合
も
あ
る
し
、
人
口
減
少
に
伴
っ
て
増
え
続
け
る
空
き
家
・
空

き
店
舗
の
活
用
な
ど
、
先
に
拠
点
と
な
る
場
が
用
意
さ
れ
て
、
そ

の
場
の
設
え
や
活
動
を
構
想
・
準
備
す
る
プ
ロ
セ
ス
も
あ
る
だ
ろ

う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、拠
点
が
あ
れ
ば
日
常
的
に
時
間
を
共
に
す

る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
に
な
り
、親
密
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
若
者
た
ち
の
活
動
活
性
化

に
向
け
た
「
拠
点
づ
く
り
」
は
、
活
動
の
継
続
や
発
展
に
と
っ
て
、

ひ
と
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
な
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ

ろ
う
。

　

し
か
し
、
拠
点
は
あ
っ
た
ら
い
い
け
ど
も
、
拠
点
を
持
つ
こ
と
、

具
体
的
に
考
え
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

２
．国
立
市
公
民
館
青
年
室
と
「コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
」

　

若
者
た
ち
の
拠
点
づ
く
り
と
い
う
テ
ー
マ
に
と
っ
て
、
私
が
触

れ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
実
践
は
、
東
京
都
国
立
市
公
民
館
に

お
け
る
「
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
」
の
実
践
で
あ
る
。
私
が
深
く
関
わ
っ

て
き
た
と
い
う
意
味
で
は
手
前
味
噌
に
な
る
が
、か
つ
て
の
青
年
教

育
を
支
え
て
き
た
公
民
館
の
ル
ー
ツ
を
探
る
意
味
で
も
、
最
初
の

事
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
い
。

　

国
立
市
公
民
館
の
青
年
室
は
、1
9
6
7
年
に
設
置
さ
れ
た
（
当

時
は
青
年
学
級
室
）。
1
9
5
0
～
1
9
6
0
年
代
は
、
各
地
で

開
催
さ
れ
た
青
年
学
級
に
多
く
の
若
者
が
集
ま
る
時
代
だ
っ
た
。

国
立
市
公
民
館
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、「
地
方
か
ら
都
市
へ
集
団

就
職
し
た
青
年
＝
金
の
卵
」
た
ち
が
集
う
商
工
青
年
学
級
の
事
業

を
中
心
に
、
青
年
学
級
室
の
設
置
が
求
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

1
9
7
0
年
代
以
降
、
高
校
や
大
学
・
専
門
学
校
等
へ
の
進
学
率
は

上
昇
し
、
消
費
社
会
化
の
進
展
に
伴
い
娯
楽
も
増
え
た
。
青
年
学

級
の
ニ
ー
ズ
は
次
第
に
低
下
し
、
公
民
館
に
若
者
が
集
ま
ら
な
く

な
り
、
若
者
の
社
会
教
育
離
れ
が
進
む
時
代
を
迎
え
る
。

　

そ
こ
で
、
国
立
市
公
民
館
の
青
年
室
で
1
9
7
4
年
頃
か
ら
は

じ
め
ら
れ
た
活
動
が
、
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
と
呼
ば
れ
る
「
た
ま
り

場
」
づ
く
り
の
実
践
だ
っ
た
。「
た
ま
り
場
」
で
は
、
学
級
・
講
座

の
よ
う
に
学
習
内
容
を
公
民
館
が
提
示
す
る
の
で
は
な
く
、
実
際

に
コ
ー
ヒ
ー
で
も
飲
み
な
が
ら
、
若
者
た
ち
が
“
わ
い
わ
い
が
や

が
や
”
と
何
か
を
見
つ
け
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に
主
眼
が
置
か
れ
た
。

当
時
、
国
立
市
公
民
館
の
青
年
教
育
担
当
職
員
で
あ
っ
た
平
林
正

夫
さ
ん
は
、
こ
の
実
践
経
験
か
ら
「
意
識
的
―
無
意
識
的
行
動
が

か
ら
ま
り
あ
い
な
が
ら
、
気
づ
き
、
学
び
、
交
流
の
連
鎖
の
中
で

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
存
在
を

確
認
」
で
き
る
よ
う
な
、
無

目
的
で
あ
り
か
つ
多
目
的
で

あ
る
自
由
空
間
を
公
民
館
に

位
置
づ
け
る
重
要
性
を
指
摘

し
た
（
平
林
正
夫
「『
た
ま

り
場
』
考
」
長
浜
功
編
『
現

代
社
会
教
育
の
課
題
と
展

望
』
明
石
書
店
、
1
9
8
6

年
）。

　

コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
と
名
づ

け
ら
れ
た
「
た
ま
り
場
」
活

動
は
、
1
9
7
9
年
の
公
民

維
持
し
て
い
く
こ
と
に
は
、
大
き
な
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
開
設
や

運
営
の
コ
ス
ト
を
誰
が
ど
の
よ
う
に
支
払
う
の
か
と
い
っ
た
経
営

的
な
視
点
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
コ
ス
ト
を
払
っ
て
ま
で
も
必
要

に
な
る
場
な
の
か
、
拠
点
に
ど
の
よ
う
な
意
味
や
効
果
を
期
待
し

て
い
る
の
か
、
活
動
へ
の
根
源
的
な
問
い
へ
の
応
答
も
避
け
て
通

れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
す
べ
て
の
若
者
の
活
動
に
「
拠
点
づ
く
り
」

が
必
要
な
わ
け
で
は
な
い
。
今
は
S
N
S
や
メ
タ
バ
ー
ス
な
ど
、

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
を
駆
使
す
れ
ば
、
w
e
b
上
で
バ
ー
チ
ャ
ル

な
「
居
場
所
」
や
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
つ
く
る
方
法
も
あ
り
え

る
し
、
物
理
的
な
拠
点
を
つ
く
ら
な
い
「
場
づ
く
り
」
も
可
能
だ

ろ
う
。

　

し
か
し
、
本
稿
で
は
あ
え
て
、
リ
ア
ル
な
物
理
的
空
間
で
常
設

の
活
動
拠
点
を
地
域
に
つ
く
り
だ
し
た
事
例
に
着
目
し
て
み
た
い
。

私
自
身
は
、
実
践
現
場
に
長
く
関
わ
っ
て
き
た
立
場
か
ら
、
そ
う

し
た
物
理
的
拠
点
に
お
い
て
日
常
的
な
時
間
を
共
有
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
積
み
重
ね
か
ら
生
ま
れ
る
活
動
や
学
び
に
重
要

な
意
味
や
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
ず
は
事
例
を
見
て

い
き
な
が
ら
「
拠
点
づ
く
り
/
場
づ
く
り
」
の
意
味
や
可
能
性
を

若
者
た
ち
の
地
域
活
動
と
拠
点
づ
く
り
／
場
づ
く
り

井
口  

啓
太
郎

(

国
立
市
公
民
館 

社
会
教
育
主
事)

コーヒーハウスのひとつ、喫茶「わいがや」の様子
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館
改
築
を
経
て
、「
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
青
年
教
室
」
と
い
う
公
民
館

事
業
や
こ
れ
と
連
動
し
た
市
民
交
流
ロ
ビ
ー
の
一
角
で
営
業
活
動

を
行
う
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
「
わ
い
が
や
」
を
産
み
出
し
た
。
公
民
館

の
一
部
施
設
を
借
り
て
市
民
団
体
が
運
営
す
る
喫
茶
「
わ
い
が
や
」

は
、
若
者
が
障
害
の
あ
る
若
者
と
出
会
い
、
共
に
「
わ
い
わ
い
が

や
が
や
」
す
る
場
づ
く
り
と
し
て
、
1
9
8
0
年
代
と
い
う
時
期

に
喫
茶
＝
カ
フ
ェ
の
活
動
が
展
開
さ
れ
た
点
で
先
駆
的
で
あ
っ
た
。

現
在
も
、
公
民
館
事
業
へ
の
参
加
や
関
わ
り
を
中
心
に
し
な
が
ら
、

若
者
た
ち
の
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
の
活
動
は
継
続
し
、
新
し
い
物
語

が
紡
が
れ
続
け
て
い
る
。

　

通
常
公
民
館
の
各
部
屋
は
、
サ
ー
ク
ル
や
団
体
の
学
習
活
動
に

貸
し
出
さ
れ
、
自
由
な
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
は
ロ
ビ
ー
や
図
書
室
な

ど
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
。
国
立
市
公
民
館

の
青
年
室
は
、
青
年
室
の
活
動
参
加
者
で
あ
れ
ば
、
公
民
館
事
業

や
青
年
室
公
認
の
活
動
日
時
以
外
は
、
開
館
中
い
つ
で
も
自
由
に

立
ち
寄
る
こ
と
の
で
き
る
部
屋
と
な
っ
て
い
る
。

　

国
立
市
の
場
合
、
こ
れ
ら
の
活
動
の
中
心
に
あ
る
青
年
室
と
い

う
拠
点
は
、
行
政
が
税
金
で
運
営
す
る
公
民
館
機
能
の
一
部
に
位

置
づ
け
ら
れ
、
維
持
さ
れ
て
い
る
。
社
会
教
育
法
や
公
民
館
条
例

に
基
づ
き
、
国
立
市
公
民
館
の
組
織
及
び
そ
の
他
の
必
要
な
事
項

を
定
め
る
国
立
市
公
民
館
処
務
規
則
に
は
、「
青
年
教
育
の
た
め
の

事
業
を
実
施
」
す
る
職
務
が
事
務
分
掌
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、

担
当
の
社
会
教
育
職
員
が
置
か
れ
る
根
拠
に
も
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
つ
ま
り
、
若
者
た
ち
が
地
域
で
活
動
す
る
た
め
の
環
境
醸
成

の
必
要
性
が
、
社
会
教
育
の
法
制
度
の
も
と
で
地
方
公
共
団
体
の

責
務
の
一
つ
と
し
て
承
認
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
。

３
．多
摩
市
若
者
会
議
と
「未
知
カ
フ
ェ」

　

も
う
一
つ
、
行
政
が
若
者
た
ち
の
地
域
活
動
を
応
援
す
る
文
脈

と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
活
性
化
の
観
点
が
あ
り
、
そ
の
施

策
に
基
づ
く
行
政
事
業
か
ら
拠
点
づ
く
り
が
始
ま
る
ケ
ー
ス
が
あ

る
。
そ
の
一
つ
の
事
例
と
し
て
注
目
し
た
い
の
が
、
東
京
都
多
摩

市
の
「
未
知
カ
フ
ェ
」
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
髙
野
義
裕
さ
ん
ら

関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
2
0
2
2
年
7
月
30
日
、
2
0
2
3

年
2
月
2
日
に
実
施
）
や
「
全
国
ま
ち
づ
く
り
若
者
サ
ミ
ッ
ト
」

で
の
発
表
資
料
等
を
も
と
に
、
未
知
カ
フ
ェ
に
つ
い
て
述
べ
て
い

く
。

　

未
知
カ
フ
ェ
は
、
2
0
1
9
年
4
月
に
営
業
を
開
始
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
だ
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
行
政
事
業
と
し
て

2
0
1
7
年
に
開
始
さ
れ
た「
多
摩
市
若
者
会
議
」が
あ
る
。
近
年
、

国
の
地
方
創
生
の
施
策
推
進
の
も
と
、
地
域
活
性
化
へ
の
若
者
参

加
等
を
目
的
と
し
て
、
各
地
で
「
若
者
会
議
」
と
呼
ば
れ
る
地
方

公
共
団
体
の
事
業
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
多
摩
市
若
者

会
議
も
そ
の
流
れ
の
中
に
位
置
付
く「
若
者
会
議
」の
一
つ
で
あ
り
、

2
0
1
7
年
度
か
ら
3
カ
年
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
多
摩
市

若
者
会
議
は
、「
若
者
世
代
（
39
歳
以
下
）
の
視
点
で
多
摩
市
の
魅

力
の
発
見
・
創
出
・
発
信
す
る
こ
と
が
目
的
」
と
さ
れ
る
。
も
と
も

と
多
摩
市
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
建
設
さ
れ
た
「
多
摩
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
」
と
い
う
団
地
群
が

市
域
の
半
分
以
上
を
占
め
、

今
日
で
は
超
高
齢
化
や
空
き

家
率
上
昇
等
の
課
題
に
悩
ま

さ
れ
て
き
た
が
、
大
学
も
多

数
立
地
す
る
学
生
の
街
で
も

あ
る
。
そ
こ
で
、
多
摩
市
で

は
企
画
部
が
所
管
し
、
地
域

課
題
解
決
や
若
年
層
の
定
住

促
進
に
向
け
、
若
者
世
代
の

活
躍
機
会
を
創
出
す
る
事
業

と
し
て
多
摩
市
若
者
会
議
が

開
始
さ
れ
た
。

　

多
摩
市
若
者
会
議
の
特

徴
は
、
ア
イ
デ
ア
や
提
言
を
ま
と
め
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
若
者

自
ら
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
・
実
践
ま
で
取
り
組
む
こ
と
に
あ
る

と
い
う
。
2
0
1
7
年
の
多
摩
市
若
者
会
議
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
を
重
ね
、
多
摩
市
に
対
し
て
提
言

を
提
出
す
る
の
だ
が
、
そ
の
提
言
に
お
い
て
は
、
す
で
に
「
若
者

の
交
流
・
活
動
拠
点
の
設
置
」
と
し
て
未
知
カ
フ
ェ
構
想
が
中
心
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
翌
年
2
0
1
8
年
に
は
、
提
言
に
沿
い
「
若

者
の
ま
ち
づ
く
り
拠
点
」
の
整
備
に
向
け
て
未
知
カ
フ
ェ
の
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
、
支
援
者
1
5
1
名
、
支
援
総
額

2
1
5
万
6
0
0
0
円
を
調
達
す
る
。
そ
の
後
、
民
間
の
賃
貸
テ

ナ
ン
ト
物
件
を
契
約
し
、
地
元
工
務
店
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
可

能
な
限
り
自
分
た
ち
で
内
装
等
を
施
工
し
、
2
0
1
9
年
2
月
に

完
成
、
4
月
に
は
カ
フ
ェ
営
業
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
驚
く
べ
き

行
動
力
で
あ
る
。

　

未
知
カ
フ
ェ
の
特
徴
は
、
毎
週
土
曜
日
に
定
期
営
業
を
行
い
、

実
行
委
員
や
一
般
市
民
が「
一
日
店
長
」を
交
代
で
担
い
、メ
ニ
ュ
ー

や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
等
を
行
う
な
ど
、
運
営
へ
の
多
様
な
参
画
を

促
進
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
未
知
カ
フ
ェ
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
も
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

　

多
摩
市
の
事
業
と
し
て
の
多
摩
市
若
者
会
議
は
、2
0
1
9
年
度

未知カフェにたくさんの若者が集う。
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国
立
市
や
多
摩
市
の
事

例
は
、
行
政
事
業
か
ら
カ

フ
ェ
が
生
ま
れ
た
事
例
で

あ
る
が
、
神
奈
川
県
横
須

賀
市
の
一
般
社
団
法
人

「
N
E
L
D
（
ネ
ル
ド
）」

は
、
自
ら
の
自
主
事
業

と
し
て
、
空
き
家
を
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
、

2
0
2
0
年
2
月
に
は

シ
ェ
ア
ス
ペ
ー
ス
「
夢

畑
（
タ
カ
ラ
バ
コ
。）」
と

い
う
拠
点
を
つ
く
り
運
営

し
て
い
る
。
以
下
で
は
、

2
0
2
2
年
11
月
9
日

に
行
っ
た
三
田
希
美
子
さ

ん
ら
関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や「
全
国
ま
ち
づ
く
り
若
者
サ
ミ
ッ

ト
」
で
の
発
表
資
料
等
を
も
と
に
、「
夢
畑
（
タ
カ
ラ
バ
コ
。）」
の

活
動
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
述
べ
て
い
く
。

　

三
田
希
美
子
さ
ん
は
、大
学
進
学
直
後
、学
生
団
体
「
N
E
L
D
」

を
発
足
。
こ
の
団
体
を
発
展
さ
せ
な
が
ら
、「
や
り
た
い
こ
と
」
や

で
い
っ
た
ん
区
切
り
を
つ
け
、
活

動
し
て
き
た
若
者
た
ち
の
一
部
は

合
同
会
社
「
M
i
c
h
i
L
a
b
」

を
立
ち
上
げ
、
未
知
カ
フ
ェ
の

経
営
や
そ
の
後
、
市
か
ら
事
業

委
託
を
受
け
る
形
式
で
若
者
会

議
の
運
営
等
を
行
っ
て
い
る
。

「
M
i
c
h
i
L
a
b
」
の
活
動

は
、
未
知
カ
フ
ェ
を
拠
点
に
し
な

が
ら
、
地
域
に
も
広
が
っ
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
G
o
o
g
l
e

ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
を
活
用
し
た
取
り
組
み
が
あ
る
。
多
摩
市
の

遊
歩
道
（
歩
行
者
専
用
道
）
網
の
総
延
長
は
41
㎞
超
で
日
本
一
な

の
だ
が
、
自
動
車
が
入
れ
な
い
た
め
に
G
o
o
g
l
e
ス
ト
リ
ー
ト

ビ
ュ
ー
に
非
対
応
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
多
摩
市
か
ら
の
協
力
を
得

て
、
G
o
o
g
l
e
の
パ
ー
ト
ナ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
申
請
、
多
摩
市

若
者
会
議
メ
ン
バ
ー
が
中
心
に
な
っ
て
遊
歩
道
の
風
景
を
撮
影
し
、

公
開
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
そ
の
他
に
も
子
ど
も
・
若
者
に
関
わ
る
地
域

イ
ベ
ン
ト
の
実
績
も
あ
り
、未
知
カ
フ
ェ
の
店
舗
看
板
も
子
ど
も
た

ち
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
制
作
さ
れ
た
と
い
う
。

　

課
題
は
、
や
は
り
未
知
カ
フ
ェ
の
維
持
運
営
に
か
か
る
コ
ス

ト
の
問
題
で
あ
る
。
民
間
テ
ナ
ン
ト
物
件
の
賃
貸
料
に
加
え
、

当
然
光
熱
水
費
等
の
諸
費
用
も
か
か
る
た
め
、
最
低
で
も
月
の

維
持
費
は
10
万
円
程
度
か
か
る
こ
と
に
加
え
て
コ
ロ
ナ
禍
で
カ

フ
ェ
営
業
は
大
打
撃
を
受
け
た
。
こ
れ
ら
の
コ
ス
ト
は
、
基
本

的
に
「
M
i
c
h
i
L
a
b
」
が
受
託
す
る
多
摩
市
な
ど
か
ら

の
委
託
事
業
や
他
事
業
の
収
益
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

「
M
i
c
h
i
L
a
b
」
代
表
の
髙
野
義
裕
さ
ん
は
、「
未
知
カ
フ
ェ

が
あ
る
か
ら
運
営
が
大
変
」「
周
囲
か
ら
や
め
た
ら
と
言
わ
れ
る
こ

と
も
あ
る
」
と
も
話
す
。
一
方
、
関
係
者
か
ら
は
「（
未
知
カ
フ
ェ

は
）「
や
り
た
い
こ
と
」
に
出
会
う
場
所
」「
若
者
の
居
場
所
、チ
ャ

レ
ン
ジ
・
成
長
の
フ
ィ
ー
ル
ド
」「
各
レ
イ
ヤ
ー
で
関
わ
っ
て
い
る

人
た
ち
の
ハ
ブ
に
な
っ
て
い
る
、
無
く
て
は
な
ら
な
い
場
所
」
と

い
う
声
も
聴
か
れ
た
。
こ
れ
ら
の
未
知
カ
フ
ェ
へ
の
期
待
や
希
望

が
込
め
ら
れ
た
言
葉
に
は
、
拠
点
づ
く
り
の
可
能
性
が
指
し
示
さ

れ
て
い
る
。

４
．「N
E
L
D
」の
シ
ェア
ス
ペ
ー
ス

　  
「夢
畑
（タ
カ
ラ
バ
コ
。）」　

　

行
政
の
公
的
事
業
か
ら
も
っ
と
自
由
で
、
若
者
た
ち
自
身
の
発

意
に
基
づ
く
拠
点
づ
く
り
に
も
、
新
た
な
可
能
性
を
見
い
だ
せ
る
。

「
夢
」
を
カ
タ
チ
に
し
な
が
ら
街
に
新
た
な
価
値
を
創
り
出
す
こ
と

で
「
夢
を
叶
え
る
街
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
仲
間
た
ち
と
一
般
社

団
法
人
「
N
E
L
D
」
を
立
ち
上
げ
た
。

　

今
も
同
法
人
の
代
表
理
事
を
務
め
る
三
田
さ
ん
は
、
生
ま
れ
も

育
ち
も
横
須
賀
市
。
高
校
時
代
に
地
元
横
須
賀
の
人
口
減
少
率
が

日
本
一
だ
っ
た
こ
と
を
知
り
、「
自
分
が
地
元
に
興
味
が
無
か
っ
た

こ
と
が
悔
し
か
っ
た
」
と
語
る
。
そ
こ
で
、
も
と
も
と
興
味
が

あ
っ
た
地
域
創
生
、
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
、
空

き
家
が
増
え
て
い
た
横
須
賀
市
の
谷や

と戸
地
域
の
再
生
に
向
け
て
、

空
き
家
及
び
空
き
店
舗
の
活
性
事
業
に
取
り
組
み
始
め
た
。
谷
戸

と
は
、「
行
き
止
ま
り
の
谷
」
の
こ
と
を
指
し
、
海
を
望
む
山
間
の

集
落
に
は
長
い
階
段
や
細
い
路
地
が
入
り
組
む
。
ト
ン
ネ
ル
も
多

く
、
そ
の
数
は
日
本
一
。
明
治
初
期
に
軍
港
関
係
者
が
入
居
す
る

際
に
開
発
さ
れ
、
戦
後
は
労
働
者
住
宅
も
整
備
さ
れ
た
が
、
そ
の

後
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
な
ど
を
理
由
に
空
き
家
率
が
上
昇
し
た

（
東
洋
経
済
O
N
L
I
N
E
「
横
須
賀
市
で
限
界
集
落
が
生
ま
れ
た

理
由
」
2
0
2
3
年
3
月
31
日
最
終
閲
覧 https://toyokeizai.

net/articles/-/45714

）。

　

こ
の
空
き
家
の
一
つ
を
D
I
Y
で
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
と
シ
ェ
ア
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
運
営
し
な
が
ら
、
若
者
の

新
た
な
生
き
方
や
夢
を
支
援
す
る
の
が
「
夢
畑
（
タ
カ
ラ
バ
コ
。）」

シェアハウス「夢畑（タカラバコ。）」

20 キロのカメラを背負って遊歩道を撮影する
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の
ね
ら
い
で
あ
る
。
長
く
細
い
階
段
を
上
り
、
丘
の
上
に
せ
せ
り

立
つ
よ
う
な
平
屋
二
棟
の
活
動
拠
点
は
、
ア
ク
セ
ス
の
良
い
場
所

に
あ
る
と
は
言
い
難
い
が
、
手
作
り
の
内
装
や
見
晴
ら
し
の
良
さ

に
独
特
の
魅
力
が
あ
る
。
こ
こ
は
誰
も
が
自
由
に
集
う
パ
ブ
リ
ッ

ク
ス
ペ
ー
ス
と
い
う
よ
り
も
、
有
志
が
つ
ど
っ
て
夢
を
語
り
、
ア

ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
た
め
の
秘
密
基
地
の
よ
う
に
見
え
る
。

　

N
E
L
D
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、「
自
分
の
『
夢
』
を
実
現
す
る

こ
と
で
自
信
に
『
つ
な
げ
』
人
生
の
選
択
肢
を
増
や
す
為
の
サ

ポ
ー
ト
を
す
る
」
こ
と
、「
他
者
の
夢
に
触
れ
る
こ
と
で
化
学
反
応

を
起
こ
し
、
新
し
い
街
の
カ
タ
チ
を
創
造
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。

N
E
L
D
は
こ
の
他
に
も
、
エ
ン
タ
メ
事
業
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
事

業
に
取
り
組
む
。
三
田
さ
ん
は
こ
れ
ら
の
事
業
を
統
合
し
な
が
ら
、

近
い
将
来
、
街
に
住
み
、
関
わ
っ
て
い
く
人
そ
れ
ぞ
れ
の
誇
り
と

な
る
場
所
、
様
々
な
挑
戦
者
を
受
け
入
れ
伴
走
で
き
る
「
ま
ち
な

か
エ
ン
タ
メ
複
合
施
設
」
を
立
ち
上
げ
、「
場
所
か
ら
始
ま
る
人
づ

く
り
」
を
目
指
す
と
い
う
。
N
E
L
D
の
活
動
に
と
っ
て
、
拠
点

づ
く
り
は
自
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
実
現
に
欠
か
せ
な
い
要
素

と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

　

N
E
L
D
は
若
者
た
ち
の
創
業
・
起
業
や
市
民
活
動
を
支
え
る

「
中
間
支
援
」、
空
き
家
問
題
な
ど
の
地
域
課
題
解
決
に
取
り
組
む

「
ま
ち
づ
く
り
支
援
」
な
ど
、
幅
広
い
活
動
を
展
開
す
る
公
益
性
の

高
い
団
体
だ
と
い
え
る
。
他
方
、
こ
の
活
動
に
行
政
か
ら
の
支
援

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
行
政
と
の
協
働
は
今
後
の
課
題
の
一
つ
か
も

し
れ
な
い
が
、
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く

空
き
家
・
空
き
店
舗
の
利
活
用
を
通
じ
た
若
者
た
ち
の
拠
点
づ
く
り

は
、
新
た
な
可
能
性
を
提
起
し
て
い
る
。

５
．拠
点
づ
く
り
／
場
づ
く
り
の
意
義
と
課
題

　

こ
れ
ら
３
つ
の
拠
点
づ
く
り
の
事
例
を
も
と
に
、
拠
点
づ
く
り

に
ど
ん
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ど
の
よ

う
な
特
徴
が
あ
り
、
な
に
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
筆
者
の

視
点
か
ら
重
要
と
思
わ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
を
以
下
５
点
に
整
理
し
な

が
ら
、
暫
定
的
な
考
察
を
加
え
て
お
き
た
い
。

　

第
一
に
、
拠
点
づ
く
り
に
行
政
が
関
わ
っ
て
い
く
意
義
と
課
題

で
あ
る
。
直
接
的
に
せ
よ
間
接
的
に
せ
よ
行
政
が
運
営
に
関
わ
る

若
者
の
拠
点
は
税
金
で
運
営
さ
れ
る
た
め
、
拠
点
の
継
続
性
・
安
定

性
が
高
く
な
る
場
合
が
多
い
。
国
立
市
公
民
館
の
「
コ
ー
ヒ
ー
ハ

ウ
ス
」
は
、
行
政
直
営
の
社
会
教
育
施
設
に
お
い
て
、
若
者
の
自

由
な
活
動
が
公
的
責
任
に
お
い
て
恒
常
的
に
保
障
さ
れ
て
い
る
事

例
で
あ
る
。
し
か
し
、
行
政
が
教
育
的
な
観
点
か
ら
、
公
民
館
等

の
社
会
教
育
施
設
に
若
者
た
ち
の
活
動
拠
点
を
位
置
づ
け
、
維
持

し
よ
う
と
す
る
事
例
は
全
国
的
に
み
て
も
多
く
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

　

他
方
、
近
年
は
若
者
の
就
労
支
援
や
ひ
き
こ
も
り
支
援
等
の
福

祉
的
な
観
点
が
強
い
公
的
事
業
の
受
託
実
施
に
伴
っ
て
、
居
場
所

づ
く
り
の
必
要
を
認
識
す
る
若
者
支
援
実
践
や
ユ
ー
ス
ワ
ー
ク
を

意
識
す
る
青
少
年
施
設
等
で
の
若
者
た
ち
の
活
動
拠
点
づ
く
り
も

見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
「
居
場
所
」
に
は
元
々
の
行
政

の
事
業
目
的
か
ら
、「
支
援
」
や
「
ケ
ア
」
の
視
点
が
場
づ
く
り

に
色
濃
く
反
映
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
国
立
市
公
民
館
の
「
コ
ー

ヒ
ー
ハ
ウ
ス
」
に
も
、そ
う
し
た
「
支
援
臭
」
が
（
集
ま
る
若
者
た

ち
が
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
）
ま
っ
た
く
な
い
と
は
言

い
切
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
行
政
が
関
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

つ
く
ら
れ
た
拠
点
が
行
政
の
一
方
的
な
思
惑
や
都
合
に
沿
っ
て
運

営
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
行
政
の
事
業
目
的
に
沿

わ
な
い
若
者
の
自
発
的
な
活
動
が
認
め
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
、
時
限

的
な
行
政
事
業
の
終
期
に
よ
っ
て
拠
点
が
一
方
的
に
休
止
・
廃
止
さ

れ
る
ケ
ー
ス
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。

　

第
二
に
、
若
者
た
ち
の
団
体
が
自
主
的
に
拠
点
を
つ
く
り
、
行

政
な
ど
の
力
を
借
り
ず
に
運
営
し
て
い
く
こ
と
の
意
味
で
あ
る
。

若
者
た
ち
が
自
由
で
主
体
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
く
た
め
に
、

自
主
財
源
を
確
保
し
て
自
主
的
・
自
治
的
に
運
営
し
て
い
く
活
動

は
、
今
回
取
り
上
げ
た
事
例
以
外

に
も
増
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
こ
れ
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
な
ど
、
w
e
b
を
活
用

し
た
財
源
確
保
の
手
段
が
一
般
化

し
た
こ
と
で
、
拠
点
開
設
の
ハ
ー

ド
ル
が
下
が
っ
た
こ
と
も
一
因
で

あ
ろ
う
。
人
任
せ
に
せ
ず
素
人
の

自
分
た
ち
で
も
ま
ず
や
っ
て
み

る
、作
っ
て
み
る
と
い
う
「
D
I
Y

（D
o It Yourself

）」
の
視
点
や
行

動
力
が
見
ら
れ
る
点
も
共
通
す
る
。

　

ま
た
、「
未
知
カ
フ
ェ
」
に
し
て
も
、「
夢
畑
（
タ
カ
ラ
バ
コ
。）」

に
し
て
も
、
若
者
た
ち
が
「
や
り
た
い
こ
と
」
を
自
ら
見
つ
け
、

実
現
し
て
い
く
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
集
ま
る
若
者
す

べ
て
が
「
や
り
た
い
こ
と
」
が
発
見
で
き
た
り
実
現
に
関
わ
っ
た

り
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
参
加
や
関
わ
り
の
深
さ
／
浅
さ
は
若
者

そ
れ
ぞ
れ
多
様
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
拠
点
に
集
ま
る
若
者
の
目

的
が
自
由
で
多
様
で
あ
る
こ
と
を
許
容
し
な
が
ら
、
そ
こ
で
生
ま

れ
る
若
者
の
「
や
り
た
い
こ
と
」
や
「
夢
」
を
応
援
し
よ
う
と
す

る
姿
勢
が
両
事
例
に
は
共
通
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
他
か
ら
干
渉

DIY で自分達の拠点をつくる
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を
受
け
な
い
活
動
の
自
由
や
多
様

な
参
加
の
担
保
は
、
行
政
の
制
度

や
事
業
か
ら
一
定
の
距
離
を
取
る

民
間
の
市
民
活
動
の
柔
軟
性
で
も

あ
ろ
う
。

　

第
三
に
、
取
り
上
げ
た
事
例
の

拠
点
は
、
場
を
他
者
と
共
有
し
て

い
く
視
点
、
地
域
に
開
い
て
い
く

視
野
が
見
ら
れ
た
点
で
あ
る
。「
未

知
カ
フ
ェ
」
や
「
夢
畑
（
タ
カ
ラ

バ
コ
。）」
は
、
民
間
の
取
り
組
み

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
特
定
の
利
用
者
が
占
有
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
む
し
ろ
、
積
極
的
に
地
域
と
関
わ
り
、
新
規
参
加
者
や
地

域
住
民
を
常
に
歓
待
す
る
オ
ー
プ
ン
な
公
共
性
を
有
し
て
い
る
、

い
わ
ば
私
設
の
公
共
空
間
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
私
有
」
で
も
な

く
「
公
有
」
で
も
な
い
、
そ
の
中
間
領
域
と
し
て
の
場
を
「
共
有
」

し
て
い
く
視
点
で
あ
り
、
そ
の
場
の
運
営
は
「
協
働
」
と
「
自
治
」

を
基
本
と
し
つ
つ
、
民
主
的
・
共
同
的
な
管
理
を
目
指
し
て
い
く
志

向
性
を
確
認
で
き
る
。

　

第
四
に
、
拠
点
運
営
の
主
体
や
自
治
を
育
て
て
い
く
視
点
で
あ

る
。
行
政
事
業
か
ら
生
ま
れ
た
活
動
に
よ
っ
て
常
設
拠
点
を
つ
く

り
、
行
政
を
頼
ら
ず
に
そ
の
後
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
の
難

し
さ
は
、「
未
知
カ
フ
ェ
」
の
課
題
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
た
と

え
ば
、「
未
知
カ
フ
ェ
」
を
モ
デ
ル
に
す
る
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市

の
「
ひ
た
ち
若
者
か
が
や
き
会
議
」
で
も
、「
場
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
進
行
し
て
い
る
。「
ひ
た
ち
若
者
か
が
や
き
会
議
」
で
は
、

期
間
限
定
で
市
か
ら
女
性
セ
ン
タ
ー
の
一
室
を
借
り
る
な
ど
の
支

援
も
受
け
な
が
ら
、
メ
ン
バ
ー
が
多
摩
市
若
者
会
議
や
「
未
知
カ

フ
ェ
」
な
ど
を
視
察
し
、
活
動
の
自
立
化
や
拠
点
探
し
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。
若
者
た
ち
の
自
由
で
主
体
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い

く
た
め
に
、
行
政
事
業
か
ら
の
自
立
は
一
つ
の
プ
ロ
セ
ス
と
捉
え

る
こ
と
も
で
き
る
。

　

社
会
教
育
で
は
、
団
体
支
援
の
あ
り
方
と
し
て
、「
サ
ポ
ー
ト
・

バ
ッ
ト
・
ノ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
援
助
す
る
が
干
渉
し
な
い
）」
と

い
う
考
え
方
が
あ
る
。
体
制
が
脆
弱
な
う
ち
は
、
拠
点
運
営
な
ど

の
活
動
基
盤
を
つ
く
る
た
め
に
若
者
主
体
の
活
動
の
自
由
と
自
治

を
尊
重
し
な
が
ら
行
政
が
支
え
て
い
く
視
点
は
も
っ
と
検
討
さ
れ

て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
収
益
を
上
げ
な
が
ら
、
成
り
立
っ
て
い
く
拠
点
も
あ
る
が
、
公

共
的
課
題
に
取
り
組
む
な
か
で
、
行
政
と
の
協
働
も
実
質
化
さ
れ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

関
連
す
る
論
点
と
し
て
、若
者
の
自
由
で
主
体
的
な
活
動
に
「
大

人
」
は
い
か
に
関
わ
る
べ
き
な
の
か
、
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、

そ
の
拠
点
の
自
治
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。
自
治
の
あ
り
方

が
拠
点
に
参
加
す
る
若
者
た
ち
の
自
己
決
定
や
成
長
の
プ
ロ
セ
ス

に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、拠
点
に
お
け
る「
支
援
者
」

や
「
リ
ー
ダ
ー
」
等
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
役
割
や
影
響
は
小
さ
く

な
い
だ
ろ
う
。

　

第
五
に
、
地
域
に
開
か
れ
た
拠
点
づ
く
り
／
場
づ
く
り
の
視
点

で
あ
る
。
拠
点
づ
く
り
／
場
づ
く
り
は
、
構
成
員
の
親
密
圏
を
創

り
だ
し
、若
者
の
居
場
所
や
成
長
の
た
め
の
「
ベ
ー
ス
」
と
な
っ
て
、

同
時
に
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
に
発
展
す
る
情
報
発
信
や
学

び
合
い
の
拠
点
に
な
っ
て
い
く
可
能
性
を
持
つ
。今
回
取
り
上
げ
た

三
つ
の
事
例
を
は
じ
め
、
若
者
の
地
域
活
動
の
拠
点
づ
く
り
／
場

づ
く
り
に
は
、
そ
の
よ
う
な
発
展
的
な
イ
メ
ー
ジ
も
示
唆
さ
れ
た
。

　

そ
の
際
、
経
営
的
な
観
点
を
省
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
物
理
的

空
間
が
あ
る
こ
と
で
、
収
益
性
を
産
み
出
す
活
動
が
生
ま
れ
、
一

定
の
収
益
性
が
拠
点
運
営
の
持
続
可
能
性
を
担
保
し
て
い
く
よ
う

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
あ
り
方
は
、
喫
茶
「
わ
い
が
や
」
や

「
未
知
カ
フ
ェ
」
で
共
通
し
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
行
政
等
の
関
与
に

よ
っ
て
、
コ
ス
ト
管
理
や
収
益
確
保
の
切
実
さ
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
が
、
底
流
に
あ
る
の
は
飲
食
を
通
じ
た
人
々
の
交
流
活
動
の
促

進
、
い
わ
ば
「
縁
食
」
の
場
づ
く
り
と
そ
れ
ら
を
支
え
る
経
済
を

地
域
循
環
さ
せ
な
が
ら
民
主
化
し
よ
う
と
す
る
試
み
の
可
能
性
で

あ
る
（
藤
原
辰
史
『
縁
食
論
―
孤
食
と
共
食
の
あ
い
だ
―
』
ミ
シ

マ
社
、
2
0
2
0
年
）。
若
者
た
ち
が
地
域
で
仲
間
た
ち
と
自
分
ら

し
く
生
き
る
た
め
の
学
び
や
活
動
は
、
こ
う
し
た
場
か
ら
生
ま
れ

て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

広がる拠点づくり（飯山市若者会議「まちっと」）
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２
０
２
０
年
度
よ
り
企
画
・
編
集
を
す
す
め
て
い
た
『
実
践
事
例

集
』
が
よ
う
や
く
発
刊
に
い
た
り
ま
し
た
。
ま
ず
も
っ
て
、
地
域

で
の
取
り
組
み
に
か
け
る
思
い
を
つ
づ
っ
て
い
た
だ
い
た
若
者
・
学

生
の
皆
さ
ん
、
半
年
以
上
の
時
間
を
費
や
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

い
、
分
析
や
評
価
、
今
後
の
提
言
を
整
理
し
て
い
た
だ
い
た
青
年
問

題
研
究
所
の
研
究
員
の
方
々
、
ま
た
、
発
刊
に
あ
た
っ
て
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
坂
野
剛
氏
を
は
じ
め
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
関
係

各
位
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
本
青
年
館
は
２
０
２
１
年
に
財
団
設
立
１
０
０
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
の
事
例
集
は
、
１
０
０
年
の
歴
史
を
ま
と
め
た
『
日

本
青
年
館
1
0
0
周
年
記
念
誌
』
な
ど
、
日
本
青
年
館
財
団
設

立
1
0
0
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
発
刊
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
若
者
自
身
の
手
記
や
専
門
家
に
よ
る
調
査
と
評
価
か
ら

見
え
る
「
現
在
」
に
焦
点
を
絞
り
構
成
し
ま
し
た
。
青
年
館
の

1
0
0
年
の
延
長
線
上
に
あ
る
「
現
在
」、
さ
ら
に
そ
の
先
に
あ
る

「
未
来
」。
そ
ん
な
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
読
ん
で
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　

編
集
に
あ
た
っ
て
は
「
何
を
」
よ
り
も
「
な
ぜ
」
に
着
目
し
、

一
人
ひ
と
り
の
若
者
が
ど
ん
な
思
い
で
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
か
を
重
視
し
ま
し
た
。
つ
づ
ら
れ
た
手
記
や
調
査
研
究
で
描
か

れ
て
い
る
取
り
組
み
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
一
つ
ひ
と
つ
に
心
が
動
か
さ
れ
ま
す
が
、
同
時
に
、
い
く
つ

か
共
通
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
も
見
え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
変
え

る
」
と
い
う
言
葉
に
収
斂
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
若

者
た
ち
が
瑞
々
し
い
感
性
で
、仲
間
と
楽
し
く
、ま
ち
で
活
動
す
る
。

新
た
な
取
り
組
み
が
生
ま
れ
、
人
と
人
と
が
結
び
つ
き
、
ま
ち
が

変
わ
っ
て
い
く
。
地
域
の
持
続
可
能
性
が
問
わ
れ
る
今
の
時
代
に
、

そ
ん
な
若
者
た
ち
が
こ
の
国
の
あ
ち
こ
ち
で
活
躍
し
始
め
て
い
る

の
で
す
。

　

私
た
ち
日
本
青
年
館
は
、
一
世
紀
に
わ
た
っ
て
若
者
に
寄
り
添

い
、
青
年
団
を
は
じ
め
若
者
の
地
域
活
動
を
応
援
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
こ
の
実
践
事
例
集
は
、
次
な
る
1
0
0
年
に
向
け
た
最
初

の
一
歩
で
す
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
も
時
代
を
見
据
え
、
若
者
た

ち
と
と
も
に
歩
み
続
け
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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二
三
年
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月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

一
般
財
団
法
人
日
本
青
年
館
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